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　序章







　それを最初に見つけたのは、グレンエスクの村にあるパン屋の主人だった。

　グレンエスクの村では、村の近くまで出没するようになったエズオルを警けい戒かいするために、村の外周を囲む外壁に交替で村人が見張りに当たっていた。

　森の方角から、傾いた夕日の光を浴びてごとごとと揺れながら近づいてくるそれを見たとき、パン屋の頭に浮かんだのは、毛皮屋の馬車だった。

　毎年冬の声を聞くと、行ぎよう商しようにやってくるその毛皮屋の馬車には、さまざまな獣けものの毛皮が山積みになっており、人々はその中から好きな毛皮を買って、自分でコートにしたりブーツにしたりするのだ。

　やがて、その馬車が近づいてきたとき、パン屋は息を飲んだ。

　それは、牽ひく馬ごと全体を網あみと板で囲った馬車だった。しかし、馬の周りを囲った網の上と横には、十数頭のエズオルの死し骸がいが取り付いたままになっていたのだ。

　エズオルは執しつ拗ように馬を狙ったのだろう。馬の周りにある金網をこじ開け首を突っ込んだまま死んだエズオルや、片腕を突っ込んだ状態で死んだエズオルたちを周囲にぶら下げたまま、馬車はゆっくりと村に近づいてきた。

　パン屋の主人が呆ぼう然ぜんとしていたとき、いきなりラッパの音が響ひびき渡った。

　それは、到着を知らせる馬車のラッパの音だった。

　我に返ったパン屋の主人は、慌あわてて叫んだ。

「馬車だ！　馬車が来たぞ！　門を開けろ！」




　ラッパの音を聞いて家々から飛び出してきた村人は、村の中に入って来た異い様ような馬車を見て皆みな立ちすくんだ。

　周囲と屋根の上にいくつものエズオルの死し骸がいをぶら下げたまま、その馬車は、蹄ひづめの音を立てながらゆっくりと村の中央に向かった。

　そのとき、凍りついたように恐怖の目を見開いて馬車を見上げていた子供の前に、どさり、とエズオルの死体が落ちた。

　牙きばを剥むき、白しろ目めを剥いたエズオルの死体が目の前に降って来たのを見た子供は、後ろに立っていた母親のエプロンにしがみつくと、火の付いたように泣き始めた。

　村の広場は静まり返っていた。

　聞こえるものは、馬の蹄の音と、馬車の車輪がきしむ音と、そして子供の泣き声だけだった。

　やがて、異様な馬車が止まった。

　村人が息を飲んで見つめている中で、二、三回がたがたという音がして、馬車のドアが開いた。

「……グレンエスクはまだ無事のようだな……」

　ひどく疲れた声と共に馬車から硝しよう煙えんに汚れた顔を出したのは、どう見ても二十歳さい前の紅あか毛げの若者だった。

　その若者は、取り囲んでいる村人を見回して、叫ぶように言った。

「みんな！　急いで家に帰って荷物をまとめろ！　グレンエルジンはエズオルにやられて全ぜん滅めつした！　明日になればこのグレンエスクがやられるぞ！　エズオルは夜は動かない！　今夜のうちに村を捨ててグレンダランに避ひ難なんするんだ！」

　村人の一人が、抗議するような口く調ちようで言った。

「お前は、何なに様さまだ！　何の権けん限げんがあってそんな命令を出せるんだ？　女おんな子供をつれて夜動くのは危険だ、夜行獣ナイトウオーカーに襲おそわれたらどうする、お前にその責任が取れるのか！」

　若者は、硝煙で汚れた顔で、その村人を見み据すえて言った。

「権限に……命令？　お前バカだろ」

　面と向かってバカと呼ばれた村人は顔を真っ赤にして怒ど鳴なった。

「わしは、この村の村長だ！　バカ呼ばわりは許さんぞ！　この若わか僧ぞうが！」

　若者はその男に向かって怒ど鳴なり返した。

「だったら、村長らしく振る舞え！　このエズオルの死体を見て、まだ気がつかないのか！　スタンピードだ！　スタンピードが起こったんだよ！　グレンエルジンの村のある谷は今、数万頭のエズオルどもに埋め尽くされているんだ！　明日、エズオルがこの村を襲おそう前に逃げろって言っているんだ！」

　周りにいた村人たちがどよめいた。

　村長は、村人の方を向いて慌あわてたように言った。

「スタンピードなどというのは、ありえん！　グレンダランの総そう督とく閣かつ下かから、悪質なデマを飛ばすなという命令が来ておる！　こんなどこの馬の骨ともわからん若僧に……」

　そのとき、村人たちの後ろからやってきた警備隊ガーデイアンの制服を着た男が声をかけた。

「ああ、ケリン隊長閣下ではないですか！　また馬車の護ご衛えいをなさっているのですか？」

「ケリン隊長？」

　怪け訝げんな顔をする村長を見て、警備隊員は、あ、そうか。という顔をした。

「そういえば、先日の街道閉へい鎖さ騒ぎのとき、村長は、こちらの村にいらっしゃいませんでしたっけ？」

「う、うむ、所用で不在だったが……それがどうかしたのか？」

　警備隊員は村人の輪から進み出ると、ケリンの脇に立って言った。

「こちらの方は、グレンダランの第六三三銃じゆう士し隊たいの百人隊長、ケリン・ミルダモン閣下です。いかに村長殿とはいえ、馬の骨呼ばわりは、少々失しつ礼れいが過ぎると思いますが？」

　村長は、目を見開いて、口をぽかんと開けた。

「ひゃ、百人隊長だと？」

　ケリンの後ろに立っていたＤデイー・Ｄデイーが進み出た。

「我々は、グレンダランのセレス総督より、スタンピードの有う無むを調査するように命を受けて、グレンエルジンの偵てい察さつに出ておりました。その結果は今いま隊長閣下が申した通りです！　事態は一刻を争います！　早く村人に避ひ難なんの指示をお出し下さい！」

　ケリンの正体を知った村長は、いきなり手のひらを返したような低てい姿勢になった。

「か、かしこまりました、村の主おもなものを集めて早速……」

　さっきまでの尊そん大だいな態度からは、想像もできないような追つい従しよう笑いを浮かべ、そそくさと去って行く村長を、憮ぶ然ぜんとした表情でその後ろ姿を見送っているケリンに、警備隊員が話しかけてきた。

「お気を悪くしないで下さい。あの村長は、セレス総督の一族の方でして、気き位ぐらいが高く、人を肩書きでしか見ないお方なのです」

　Ｄ・Ｄが、ケリンの肩を叩たたいて言った。

「お前が、ああいうのが一番嫌きらいだってことはわかる……でもよ、これから先はああいった連れん中ちゆうばかりを相手にすることになるぞ。次に相手にするのは総そう督とう府ふの連中なんだからな」







　第一章「総督府」







　グレンエスクの村の人々を護ご衛えいしたケリンたちが、グレンダランの東門をくぐったのは、東の空が明るくなり始めた頃だった。

　街の周囲を城じよう壁へきで囲われたグレンダランにある東ひがし門もんは、鉄道馬車が通る大きな門であり、夜間には、夜行獣ナイトウオーカーと呼ばれる荒野を徘はい徊かいする小型の肉食獣じゆうなどが市内に入り込まないように、簡単な鉄の柵さくが張られている。

　その鉄てつ柵さくを管理している警備隊ガーデイアンの隊員は、夜明け前の薄うす明あかりの中を、猛スピードで走って来た一台の小型の馬車を見て驚いた。

　その馬車に乗っていたのは、二人の若者だった。

　東門の前に馬車を乗りつけた紅あか毛げの若者は大声で叫んだ。

「銃じゆう士し隊たいの百人隊長、ケリン・ミルダモンと、副官のＤデイー・Ｄデイーである！　門を開けよ！　グレンエスクの村人がまもなく避ひ難なんしてくるぞ！」

　門の警備をしていた警備隊員は目を丸くした。

「グレンエスクの村人が避ひ難なん？　どういうことだ？」

　ケリンは、その警備隊員ガーデイアンを見み据すえて、ゆっくりと言った。

「スタンピードが始まった。グレンエルジンの村があった谷が、エズオルの群れに飲み込まれたのを確認した。我々は、村人の護ご衛えいを部下の隊員たちに任せ、まず総そう督とく府ふにスタンピード発生の一報をもたらすべく、グレンエスクで、馬車を借りて先行したのだ。柵さくを開けてくれ！」

　警備隊員が慌あわてて鉄てつ柵さくを開けると、ケリンは馬に鞭むちを当て、そのまま城内に走り込んだ。

　夜明け前の薄暗い市内の石いし畳だたみの上に馬車の車輪の音を響ひびかせながら総督府に向かったケリンたちは、総督府の建物と、高級官かん僚りようたちの住む屋や敷しきが建ち並ぶ屋敷町の入り口で、再び止められた。

　屋敷町は、一般の警備隊員ではなく、総督府の職員による衛えい士しが警備に当たっており、ケリンたちは、ここでも事の次し第だいを説明しなくてはならなかった。

　そして、そこを通り過ぎて、やっとのことで総督府の建物についたケリンたちを待っていたのは、仮か眠みん中に起された、不ふ機き嫌げんな顔つきの当直の職員だった。

「総督閣かつ下かは、ご自宅で就しゆう寝しん中だ。執しつ務む時間になってから来てくれたまえ」

　眠そうな目のままそう言って、総督府の受付の戸を閉めようとしたその高級官僚らしい男の腕をケリンはつかんで言った。

「ちょっと待て！　お前、話を聞いてるのかよ！　スタンピードだぞ！　スタンピードが起こっているんだ！　一刻も早く総そう督とくに知らせて体制を取らなくちゃならないんじゃないのかよ！」

　その高級官かん僚りようらしい男は、不満げにケリンをにらみつけて言った。

「総督府というところは規則で動いているのだ！　業務開始は午前八時三十分と決まっている。それまで待つのが常識というものなのだ。まったくお前のような下級士族デミセツク上がりのチンピラは常識すら理解できんようだな！」

　ケリンは声を上げた。

「規則だと？　何を馬鹿なことを言ってるんだあんたは！　一分一秒が貴き重ちようだということがわからないのか！　これは、普通の報告じゃない！　緊きん急きゆう事態なんだ！」

　そのケリンの言葉を高級官僚は鼻で笑った。

「緊急事態だと？　ふん、よくある話だ。小さなことを、さも重大事のように見せかけて、それを伝える自分を重要人物のように見せたがる、お前のような身分の低い人間が、よくやる手だ。さあ帰れ！　これ以上私の仮眠の邪じや魔まをすると、貴き様さまにしかるべき処分が行くぞ！　私はこう見えても西せい域いき国こくの大たい老ろうサルート様につながりのある名門サモーヴァ家の人間なのだぞ！」

　ケリンはつかんでいた官僚の腕をねじ上げると、ドスの利いた声で言った。

「処分だとぉ？　おう！　やりたきゃやれよ！　処分でもなんでも食らわしたきゃ食らわせろ！　それもこれもみんなこのグレンダランの街や総督府が生き残ってりゃの話だ！　ここで俺たちに門もん前ぜん払いを食らわせば、この街も総督府もお前さんも、みんなエズオルに食われるんだ！　目を覚ませこの大おお馬鹿野や郎ろう！」

　ケリンの啖たん呵かを聞いた官僚の顔から、血の気が引いた。
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　Ｄデイー・Ｄデイーは、その官僚の足が細かく震え始めたのに気が付いた。

　……ケンカ慣れして、何一つ恐いものがないケリンと、親の七なな光ひかりで職につき、ずっとそこにしがみついて生きてきたこいつとは、人間としての器うつわが違いすぎる。

　ケリンに腕をねじ上げられて、苦痛に顔をゆがめているサモーヴァと名乗った高官に、Ｄ・Ｄが、ゆっくりと言った。

「あなたは何か勘かん違ちがいをされているようですね。彼は、不良上がりの下級士族ではありません。西域国国こく防ぼう軍ぐんグレンダラン駐ちゆう屯とん地第六三三銃じゆう士し隊たい、百人隊長として、グレンダラン総督であるセレス氏に対し、国家安全保ほ障しよう上の重大事じ案あんが発生した旨むねの報告をするためにここにいるのです」

　そして、Ｄ・Ｄは懐ふところから、赤いヒモで丸められた書類の束らしいものを取り出した。

「報告書は、このようにすでに文書化しております。あなたがこの緊急報告を取り次がぬとあくまでも主張されるのなら、この文書の結果処しよ置ち欄らんに『私は、この文書を持ったケリン・ミルダモンを総督に取り次がない。その理由は、就業規則と、自己の仮か眠みん時間を確保するためである』と記載し、署名をしていただきたい！」

　サモーヴァと名乗った高官は、再び目を見開いて首を振った。

「そ、そんな署名はできん！」

「なぜですか？　あなたがおっしゃったことに理由があり、規則を盾たてに我々を追い返すことが正規の処置ならば、その旨むねを書いて名前を書くことぐらいできるはずでしょう？」

　サモーヴァは視線を床に落とした。

「あ、いや、しかし……」

　腕をねじ上げたままケリンは言った。

「どうしたんだよ、え？　さっきの勢いはどうしたんだ？　俺を処分するんだろ？　大たい老ろうにつながりのある名門のサモーヴァさんよ。処分したきゃどこにでも出てやるぜ、俺は何一つ悪いことをしちゃいねえんだ、何も恐くねえ！」

　Ｄデイー・Ｄデイーが、一切の感情を込めない冷たい声で言った。

「我々の報告を妨げたあなたは、軍務局より国家安全保ほ障しように対する不ふ作さく為いとして告発され、憲けん兵ぺい隊たいによって逮たい捕ほされることになるかもしれませんね。ましてや取り次がぬ理由が自分の仮か眠みん時間を確保するため。とあっては何の申し開きもできますまい？　処分を受けるのはあなたであって、我々ではありません、違いますか？」

　サモーヴァは、落ち着きの無い目であたりを見たあとで、咳せき払ばらいをして言った。

「……ぶ、文書があるということをなぜ先に言わんのだ。それを言っておれば扱いも変わったのだ……」

　そしてサモーヴァは自分の腕をねじ上げているケリンをじろっとにらんだ。

「手を離してくれないか？　話ができんな」

　ケリンが、にやっと笑って手を離すと、サモーヴァはねじ上げられていた手を振ってから、取り繕つくろうように胸を張った。

「わかった、今すぐセレス総そう督とく閣かつ下かにお知らせする。文書を頂いただこうか？」

　Ｄ・Ｄは首を振った。

「いえ、内容は軍ぐん機きに触れますゆえ、直接お渡しすることになっております！　緊きん急きゆう重要事項ですので」

　サモーヴァは、じろっとＤ・Ｄを見たあとで、うなずいた。

「軍事機き密みつとあっては仕方ないが……スタンピードの規模はどの程度のものなのかね？　総督閣下にお知らせしたい。何百頭ほど現れたのだ？」

　ケリンは首を振った。

「百ひやく頭とう単位ではありません。グレンエルジンの谷を埋めつくし、その末尾は森の中に消えておりました。数万、いえ十万の位くらいに乗る規模かと思われます」

　サモーヴァの下あごが、かくんと落ちた。

「十万頭だと？」

「ええ、間違いありません、至し急きゆう総督閣下にお知らせを！」

　サモーヴァは、そのまま事務室に飛び込むと、ばたばたという足音を立てて奥に向かって走って行った。

　その足音を聞きながらケリンはため息をついた。

「本当にお前の言うとおりだったな。総そう督とく府ふってのは肩書きと身分しか見てないような連れん中ちゆうばっかりだ」

「だろ？」

　したり顔でうなずいたＤデイー・Ｄデイーを見てケリンは聞いた。

「それにしても、お前、いつの間に報告書なんか書いたんだ？」

　Ｄ・Ｄは目を見開いて、え？　という顔をしてから声を上げて笑った。

「書いちゃいねえよ。これはそこのカウンターにあった総督府の案内図を丸めて、ポケットの中にあったヒモで結んだシロモノだ、さっき俺が作ったのさ。ああいった規則だとか何とか抜かす役人には、文書を見せて、そこに署名押おう印いんを求めるのが一番手っ取り早い。やつらみたいに自分の権けん限げんを振り回す役人は、責任が残るような証しよう拠こを残すのを一番嫌いやがるのさ」




　そして夜が明けたとき。

「スタンピード発生！　数万頭とうのエズオルが移動開始！　グレンエルジン全ぜん滅めつ！」

　この知らせは、避ひ難なんしてきたグレンエスクの村人から伝わり、あっという間にグレンダランの街に知れ渡った。

　しかし、グレンダランの総督府からは何の公式の発表も無く、人々の間にこの知らせはさまざまな尾ひれをつけて広がりつつあった。

　総督府の建物の奥にある一室で、二人の壮そう年ねんの男が言い争っていた。

　一人はこのグレンダランの総督セレス、そしてもう一人はグレンダランの治ち安あん維持の総そう責任者である警備隊ガーデイアン総隊長のタラモアだった。

　タラモアは、セレス総督に詰め寄っていた。

「セレス、ケリン隊長の報告を聞いただろう？　もはや一刻の猶ゆう予よもならん、市民は不安がっている。すぐにグレン州全ぜん域いきに非常事態を宣言し、スタンピードに備えるように命令を出したまえ、このまま無む為いに時が過ぎていくのを見ているわけにはいかんのだぞ！」

　セレスは、怯おびえた小動物のような目でタラモアを見て言った。

「い、いや、しかし……この事態は一いち地方総督の手に負えるものではない。まず王おう国こく府ふに報告し、その指示を待って動くべきだと私は思う。地方都市の総督が勝手に先走って動けば問題が複雑になるのではないのか？　私の一いち存ぞんで非常事じ態たい宣言など出すわけには……」

「王国府だと？　王国府がすぐに動いてくれると君は思っているのか！　今まで発生してきたエズオルの被害についていくら報告しても『スタンピードなど発生するわけがない、エズオルの数は減少している』と返答するばかりで何一つ有効な手を打たずに放置し続けてきたのだぞ！」

　怯おびえたように目を見開いたセレス総そう督とくを見たタラモアは、一瞬『私の言葉にすら怯えるようでは、一体どうするのだ！　スタンピードはすぐそこまで迫っているのだぞ』と言ってセレスの背中をどやしつけてやろうかと思った。

　タラモアがそう思うのも無理はないが、セレスにはセレスの言い分があった。

　代だい々だい総督を務めてきた上級士族セツクの末まつ裔えいであるセレスにとって、家名に傷をつけることは許されないことなのだ。

　セレスは今までなるべくミスを起こさぬように、波風を立てぬようにグレンダランの総督を務めてきた。

　問題になりそうなことは事前に根回しをして、部下に任せ、便べん宜ぎを図って回避し、結論を出すことなく常に先送りにして、その場その場の対応で切り抜けるという方法しか知らないセレスに、自らの命めい運うんをかけて決断を下すことは不可能だった。

　セレスはしばらく悩んだあげくに、搾しぼり出すような声で言った。

「非常事じ態たい宣言は……出さない。対策本部を作ることもしない……通常の体制で対応してくれ」

　タラモアは食い下がった。

「スタンピードに対応するには、さまざまな部ぶ署しよの人間を集めて横おう断だん的な組織を作り、指し揮き命令系統を確立しなくては無理だ！　非常事態宣言は出さなくてもいい、対策本部のようなものを作る命令だけは出してくれ！」

　セレスは首を振った。

「いや、時期尚しよう早そうだ、スタンピードが発生したという確かく証しようが無い。従って中央からの命令があるまで、私は指示を出す気は無い」

「この期ごに及んでスタンピードの確証が……」

　そこまで言ったとき、タラモアはセレスの目に、一ひと筋すじの狂気の光を見た。

　……この男は壊れかけている。

　スタンピードという未み曽ぞ有うの災害に対し総督として立ち向かうには精神が脆もろすぎるのだ。

　この男は、スタンピードなど起こらない、何かの間違いだと誰かが言ってくれることを望んでいる。そうなることを望んでいる。

　その願望と現実の区別がつかなくなっているのだ。

　タラモアは大きく息を吐くと、改めて背せ筋すじを伸ばして言った。

「承しよう知ちいたしました、警備隊ガーデイアンはこれより警備隊の責任において独自に今回の事態の収しゆう拾しゆうに当たります！」

　総督の部屋を出たタラモアは、その足で総督府の中に向かった。

　……総督がダメなら、関係各局の総そう責任者に会って、現場の人間を集めて現場同どう士しでなんとかするしかない。時間が無いんだ。

　タラモアが最初に向かったのは、備び蓄ちく食糧品を担当している部ぶ署しよだった。

　……全市民を避ひ難なんさせることはできない。このグレンダランには城じよう壁へきがある、あれを使ってできるかぎりエズオルどもを食い止めて、籠ろう城じようするしかない。そのためには、どれだけの食糧備蓄があるかそれを知る必要があるからな。

　食糧備蓄を担当する部署の部屋に顔を出したタラモアは、がらんとした部屋を見て驚いた。　……どうしたんだ？　今日は休日じゃないはずだが。

　タラモアは目の前にいる、帳ちよう簿ぼを積み上げて何かの計算をしている中年の男に声をかけた。

「おい、君。部ぶ局きよく長に会いたいのだが……この部局の勤務員はどこに行ってしまったんだ？」

　中年男は顔も上げずに答えた。

「部局長は休きゆう暇かだとさ、他の連れん中ちゆうも休暇を取っちまったそうだよ」

「休暇だと？　この非常事じ態たいに休暇を取る馬鹿がいるものか！」

「馬鹿って言われても……」

　そう言いながら顔を上げた中年の男は、目の前にいるのが警備隊ガーデイアンの制服を着た総そう隊長だと知ると、慌あわてて立ち上がった。

「あ、申し訳ありません、気がつきませんで……」

「いや、いい、気にせんでくれ。それより君の言っていた休暇というのはどういう意味だね？」

　中年男は顔をしかめると、小声で言った。

「スタンピードが起こったという話を聞いて、部局長や課長どもは、全員休暇を出して自宅に戻りました。家族と共に避ひ難なんするそうです」

　タラモアは、呆ぼう然ぜんとした。

「……総そう督とく府ふの、それも責任ある部局長が……名門上級士族セツクが……総督府としての仕事を投げ出して、逃げたと言うのか……」

　中年男は肩をすくめた。

「誰だって自分が可愛かわいいですからね」

　タラモアは、憤ふん然ぜんとして答えた。

「任務とか、責任というのは、自分よりも大切なもののはずだ、特に上級士族としての誇りがあるのなら、死ぬまでそれを果たすべきではないか！」

「上級士族の方の言うところの誇りってのは、どうやらそういったものじゃないみたいですね。どっちかというと、他人より楽ができて、当然。なんてことを言うようです……まあ私が下級士族デミセツクだからひがみで言っているように思われるかもしれませんけどね」

　タラモアは、目の前にいる中年男を見た。

　……この男は私が下級士族からの叩たたき上げだということを知っているようだな。

「君は……なぜ逃げないのかね？」

　中年男は、にやっと笑ってタラモアを見て聞いた。

「タラモア総そう隊長はなぜ、お逃げにならないのですか？」

　タラモアはしばらく無言でその中年男を見ていたが、やがて静かに笑った。

「そうか……君のような人間がいることを感謝せねばならんな……」

　中年男も同じように笑って言った。

「そんなにたいした人間じゃないですよ、私は、単にちょっと意い地じっ張ぱりで、ええかっこしいなだけの普通の役人です」

　タラモアは首を振った。

「その、意地っ張りで、ええかっこしいの役人こそが今は必要なんだ。私はこのグレンダランに籠ろう城じようし、襲おそい来るエズオルどもを迎え撃うとうと思っている。そのためには備び蓄ちくされている食糧の正確な量と備蓄場所のデータが必要なのだ。揃そろえてもらえるだろうか？」

　中年男はうなずいた。

「お任せ下さい、一時間以内に必要なデータを用意できます」

「助かったよ……」

　そう言ってから、タラモアは気がついたように顔を上げた。

「そうだ、この部ぶ署しよ以外の部署にも、君のような……意地っ張りでええかっこしいの役人はいないかね？　そういった人間に連絡を取ってもらいたいのだが……」

　中年の役人は、少し真剣な目になってうなずいた。

「ええ、何人か心当たりがおります。上うわ役やくがいなくなって、変な縄なわ張ばり意識が無くなった今の方が簡単に動けるような気がします。連絡をつけておきましょうか？」

「頼む……」

　頭を下げたあとで、タラモアはこの、目の前にいる中年の男の名前すら知らないことに気がついた。

「……そういえば、君の名前は？」

　中年男は恥ずかしそうに顔の前で手を振った。

「うだつの上がらない万まん年ねん係長に、偉そうに名乗る名前なんかありません。私は役人です。名も無いただの役人です、私はここにおりますから、いつでも連絡を下さい」

　タラモアは背せ筋すじを伸ばし、一礼するとその部屋をあとにした。

　警備隊ガーデイアンの本部に向かって歩きながらタラモアは思った。

　……名も無いただの役人か。

　いや、違うな。

　彼は、本物の役人だ。




　その頃、ケリンたちは銃じゆう士し隊たいの駐ちゆう屯とん地ちに戻っていた。

　いや、正確に言うなら駐屯地の詰め所にある長なが椅い子すで、眠りこけていた。

　グレンエスクの避ひ難なん民みんを護ご衛えいして、明け方にグレンダランにたどり着き、その足で総そう督とくに報告したあと、半分ふらふらになって駐ちゆう屯とん地ちに帰ってきたケリンたちは、そのまま事務室の椅い子すに座り込んで、その場で居い眠ねむりを始めてしまったのだ。

　それもまあ無理は無い。ケリンたちは徹てつ夜やだった。

　それも、ただの徹夜ではない。

　昨日の朝からエズオルと死し闘とうを繰り返し、そして夕べは一ひと晩ばん中じゆう避難民の護衛をやっていたのだ。神経の休まるときの無い二十四時間連れん続ぞくの緊きん張ちようは、さすがのケリンにも堪こたえたのだろう。

　しかし、そのつかの間の休息は長く続かなかった。

　ケリンたちが寝込んで一時間もしないうちに、銃じゆう士し隊たいの詰め所に、一人の警備隊員ガーデイアンが飛び込んできたのだ。

　寝込んでいるケリンやＤデイー・Ｄデイーに代わって応対した銃士隊の十人隊長に向かって、その警備隊員は、一通の書状を差し出してこう告げた。

「これは、グレンダラン市内で暴ぼう動どうが発生するおそれがあり、至し急きゆう銃士隊の応援を戴いただきたい、とのタラモア総そう隊長からの要よう請せい文ぶんです、ケリン隊長殿どのにお取り次ぎ願いたい」

「暴動？　なんでそんなことになったんだ？」

　警備隊員は眉まゆをひそめて答えた。

「上級士族セツクたちが、自分たちだけさっさと逃げ出したのを見た市民が、鉄道馬車を動かせ、と会社に詰め寄ったのだ、市内は混乱状態になっている」

「上級士族が逃げ出しただと？」

「ああ、自家用の馬車に家か財ざい道具を山のように積み上げて、次々にグレンダランを出て行こうとしている、セレス総督は何も言わないで黙もく認にんしているらしい」

　十人隊長はうなずいた。

「わかった、すぐにケリン隊長に伝える」

「よろしくお願いします！」

　警備隊員は敬けい礼れいして、去って行った。




「上級士族どもが逃げ出したってぇ？」

　タオルで、まだ半分ねぼけたままの顔を拭ふきながらケリンが聞いた。

「ああ、この書面にはそう書いてある、それが原因でパニックになった市民が騒ぎ出したらしい……目が覚めたか？　覚めたならとりあえずこれを食って腹ごしらえをしろ、トリサーが作ってくれたんだ」

　食いかけのサンドイッチでＤ・Ｄはテーブルの上にある山やま盛もりのサンドイッチを指し示した。

「お、美う味まそうだな。ハンキーたちの分もあるのか？」

「ああ、あいつらの分は別にある、安心しろ」

「そうか、なら全部食ったって文句は出ねえな」

「俺の分もあるんだが……」

　そう言って少し考え込んだＤデイー・Ｄデイーを見てケリンが聞いた。

「おい、どうした？　サンドイッチの配分くらいでそんなに考え込むなよ」

　Ｄ・Ｄは顔を上げて笑った。

「サンドイッチの配分のことを考えていたんじゃない。今のお前の言葉だ」

　頭を拭ふいたタオルを洗面所に放り投げながらケリンが聞いた。

「俺の言葉？」

「ああ、お前今、このサンドイッチを見てハンキーたちの分はあるか？　って聞いたよな。上級士族セツクどもに、そういった気持ちがあれば、こんな騒ぎにはならないだろうな……って考えたんだ」

　ケリンは肩をすくめた。

「俺は、人に隠かくれて自分だけ美う味まいもの食ったって、ちっとも美味いと思わないけど、世の中には、そうやって食った方が美味いと思う人間もいるってことさ。人の好みにケチはつけられねえよ」

「そりゃあまあそうだが……」

　Ｄ・Ｄはそう答えたあとで考えていた。

　……案あん外がい、そういったところに人間の本質ってのが出るのかもしれないな。

　制服のズボンをはきながらケリンは言った。

「うちの隊員に完全武装で集合するように言ってくれ……」

「わかった、銃じゆう剣けんはどうする？　暴ぼう徒と鎮ちん圧あつの場合は銃剣装そう着ちやくが基本だが……」

「銃剣はやめておこう、これは暴ぼう動どうじゃない、市民は怖くてどうしていいのかわからなくなっているだけだ、状況に応じた対応を取ることにしようぜ」

「わかった」

　Ｄ・Ｄはうなずいた。




　五分後、詰め所の前には第六三三銃じゆう士し隊たいの総員百七名が、完全武装で整列していた。

　本来の定数は百八名であるが、五十人隊長であったヘイグが脱走しエズオルに食われてしまったため、百七名なのだ。

　銃士隊の前に、ケリンが立った。

　ケリンは、銃士隊の中にいる、ハンキーやプラットたちを見た。

　ハンキーたちは半分眠ねむそうな、しかし、晴れ晴れとした顔つきでケリンを見返した。

　……いい顔だ。仕事をした男の顔ってのは、あんな顔のことを言うんだろうな。

　ケリンはそんなことを考えながら胸を張って銃士隊の面めん々めんを見回して朗らかな声で言った。

「おはよう！　銃じゆう士し隊たいの諸君！　諸君らもスタンピードの話は聞いたと思う。我が国防軍はこの西せい域いき国こくを敵から守るために存在する。では、その敵とは何だ？　答えは簡単だ。国土を侵し国民の生命身しん体たい財産に対し仇あだ為なすもの、それが敵だ。だとすれば、今いま我々の目前に迫りしエズオルこそが、我々の敵である！」

　ケリンはそこで言葉を切ると、口く調ちようを変えた。

「確かに、エズオルを狩るは禁きん忌きと言われ続けて来た。エズオルはこの世の主あるじであると。しかし、俺たちはエズオルから給料をもらっているわけじゃない！　俺たちは、この国の国民が払った税金から給料をもらっているんだ。だとしたら、俺たちが従うべきは誰だ？　俺たちが守るべきは誰だ？　俺たちが命をかけて守るべきは誰だ？　何日か前に、俺は、こう言ったような気がする。俺たちはイザというときに真っ先に矢や面おもてに立つ気き概がいがある！　それが誇りだ……と」

　そしてケリンはにやっと笑って言った。

「その、イザ、というときが来ちまった……意外と早かったが、ぐだぐだ言っても始まらねえ！　仕事だ仕事！　給料分の仕事をするときが来たんだ！　胸むね張って、ガン！　と行くぜ！」

　自分の言葉の意味が伝わったのを確認するようにケリンは聞いた。

「返事は？」

　ハンキーは、真ま面じ目めな顔で答えた。

「こういうとき、隊長ってのは、言いっぱなしで、返答を求めたりはしやせん、命令は絶対ですから」

　ケリンは頭を掻かいた。

「なんだ、そうなのか、でも俺はお前らの返事が聞きたい、どうなんだ？」

　ハンキーは、にやっと笑って胸を張った。

「ではお返事いたします！　いいか、てめえら、一緒に答えろ！」

　全員が胸を張って、そして声を揃そろえて言った。

「わかりやした！　隊長！」

　ケリンは微笑を浮かべて言った。

「さて、手始めの仕事だが、我が第六三三銃士隊に対し、グレンダラン警備隊ガーデイアンより、市内の混乱を鎮ちん圧あつするための援助要よう請せいが入った。はっきり言っちまえば、手が足りないから助けてくれ、ってわけだ。俺たちと警備隊は半分敵てき味方みたいなところはあるが、こうやって恩を売っておくのも悪くは無えんじゃねえかと俺は思う……まあ、向こうに言わせてみれば、いつも迷めい惑わくかけているんだから、たまには手伝え、というところかもしれねえけどな」

　居並ぶ銃士隊の連れん中ちゆうの中に小さく笑い声が上がった。

　ケリンは言葉を続けた。

「俺たちはこれから出動する、でもいいか、一つだけ言っておく。俺たちが相手にするのは、反乱軍でも敵軍でもねえ！　ただの市民だ！　スタンピードの知らせを聞いて、恐ろしくてどうしていいのかわからないほどに怯おびえ、そして逃げ出した上級士族セツクどもに、見捨てられたと思い込んで自じ棄きになっている人々だ！　俺たちがするべきことは、この人たちを力と銃で押さえつけることじゃねえ、俺たちがするべきことは、怯えた人たちに安心感を与えることだ。お前らは俺たちが守る、俺たちはお前らを見捨てない、と胸を張ってみせることだ……」

　ケリンはそこで言葉を切ると改めて銃じゆう士し隊たいを見回して、そして言った。

「俺たちは税金泥どろ棒ぼうでもなんでもない！　給料分の仕事はする！　それを見せてやれ！　市民と、そして、日ひ頃ごろ高い給料もらっていたくせに、とっとと逃げ出したあの上級士族の馬鹿どもに！　行くぜ！　野や郎ろうども！」

「おう！」

　百七人が答えた。

　市内に向かって行進を始めた銃士隊を見ながらＤデイー・Ｄデイーはため息をついた。

　……軍隊じゃねえな、このノリは。







　第二章「パニック」







　その頃、いつものように目を覚ましたミントは、顔を洗って歯を磨いたあとで、パジャマから着替えるためにクローゼットの前に立っていた。

　クローゼットを開けて、いつもの作業服を引っ張り出そうとしたとき、ミントの手が止まった。

　ミントの目は、クローゼットの中に並んでいる水色のワンピースを見ていた。

　……私が持っている服の中で、女の子らしい服って……これ一枚だけ。

　ミントは、そっとそのワンピースに手を伸ばした。

　……時代遅れのデザイン……今どきこんな服着ている子なんか一人もいないだろうな、こんな服着て行ったら、ケリンは笑うかもしれない。

　そう考えたあとでミントは小さく首を振った。

　……いいえ、違うわ。ケリンは笑わない。

　そんなことで笑ったりしない。それは優しさとかそんなんじゃない。ケリンには、服なんかどうでもいいんだ。

　何を着ているのか、なんて気にしない。誰が着ているのかを気にする、そして……その人が何をするのか。それが、ケリンにとって一番大切なことなんだ。

　ミントは、そのワンピースを取り上げて、小さく微笑ほほえんだ。

「風を通してあげるね、ずっとこの中にいたから、外の風を忘れちゃったでしょ」

　そうつぶやいたとき、ミントは、はっとした。そして、思わず小さく声を上げて笑ってしまった。

　……それって、私のことだわ。

　もう、どれくらいグレンダランの街を歩いていないだろう……家を出たのは、この間デメララに行ったときだけで、あとは近くの食料品店くらいしか行ったことがない。

　ミントはワンピースを胸に抱いた。
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　クローゼットの中に吊つるしてある虫むし除よけのハーブの匂においが鼻をついた。

　変われそうな気がした。

　なぜかわからないけど、昨日までの自分とは違う自分になれそうな気がした。

　ミントは、そのワンピースを居間にあるライティングデスクの上に掛けると、少し上気したような顔つきのまま、いつもの作業服に着替えた。

　そして、鏡きよう台だいの前で髪の毛をまとめたあとで、工こう房ぼうに行くと、壁についているハンドルを回して、工こう房ぼうの屋根の上にある水車の水門を開いた。

　流れ落ちる水音と、水車が回りだす音が工房に響ひびき渡った。

　このグレンダランには、グレン川の上流の堰せきから用水路が敷しかれており、街の上の方にある錬れん鉄てつの精せい錬れん所じよは、その水の力で巨大な水車を回しその力で大型の送風機を動かして鉄の精錬をやっている。

　精錬のために使われた水は、そのまま市内の中にある用水を通って新市街地の職人町にある中小の工房にある水車に引かれていた。

　職人町の工房は、どこも動力源に水車を使っている。水車が回る音は結けつ構こう響ひびくので、夜間は水門を閉じ、水車を止めるのだ。

　一日の始まりはこの音で始まり、そしてこの音が止まるときに、一日が終わる。

　その水車が回る音の中で、ミントは、大きく背伸びをした。

　天井にあるメインシャフトが回りだしたのを見て、ミントは小さくうなずいた。

　うん、大丈夫だ、動力系けい統とうに異常なし。

　ミントは子供の頃からこの音を聞いてきた。

　父も母もこの音の中で働いていた。

　この音を聞くたびに、ミントは朝早くから油まみれになって働いていた父の姿を思い出す。

　……父さん、母さん、見てる？　工房はちゃんと動いているよ。私もシルバーチップも元気だよ。

　今日も一日、事故が無いように見守っていてね。

　ミントがそんなことを考えたとき。

　誰かが激しく工房のドアを叩たたいた。

　ミントは、慌あわてて工房のドアのところに行くと、ドアについているのぞき窓を開けた。

　外に立っていたのは、近所に住んでいる世せ話わ好きのおばさんだった。

　母の友達で、お節せつ介かいが好きで、母が死んでからも何くれと世話を焼いてくれる人で、やたらと他人のウワサ話をしたがることさえ気にしなければ、いい人の部ぶ類るいに入るとミントは思っていた。

　ミントがドアを開けるのと同時にそのおばさんは、まくし立てた。

「あんた、何やってるんだい！　水車なんか回して！　さっさと逃げる用意をしなきゃダメだよ！」

　ミントは目を丸くした。

「え？　逃げるって……？」

「スタンピードだよ！　スタンピード！　エズオルの大たい群ぐんがもうすぐそこまでやって来てるんだって！　グレンエルジンの村は全ぜん滅めつしたって話だよ、あんたも荷物まとめて逃げる用意をしな！」

「でも、逃げるって言われても……どこに逃げればいいんですか？」

　おばさんは、ちょっと言葉に詰まったあとで首を振って言い返した。

「そんなことは、あとで考えればいいんだ！　とにかく逃げなきゃ、ここにいたらみんなエズオルに食い殺されちまうんだよ！　街の中は逃げる人であふれているんだ！」

　ミントは、昨日ケリンが言っていた言葉の中にグレンエルジンの名前があったことを思い出していた。

「あの……グレンエルジンの村が全ぜん滅めつしたって……どうしてわかったんですか？」

「え？　ああ、グレンエスクの村の連れん中ちゆうが、今日の朝早く逃げ込んできたんだ、それでわかったんだよ、スタンピードが起こったってことがね、総そう督とく府ふの役人とかの偉い連中は、みんなさっさと逃げちまったそうだよ！」

　ミントは聞いた。

「あの、国こく防ぼう軍ぐんの……銃じゆう士し隊たいの人たちはどうなっているんですか？」

　おばさんは怪け訝げんな顔をした。

「銃士隊？　さあね、そんなことまでわかりゃしないよ、あいつらはゴロツキみたいなもんだ。真っ先に逃げていたって不ふ思し議ぎじゃないね。とにかくさっさと用意しな！　私は死んだあんたの母さんからあんたの面めん倒どうを見てくれって頼まれてんだからね！」

「はい、わかりました。わざわざ教えていただいてありがとうございます」

　頭を下げて、丁てい寧ねいに礼を言うミントを見て、おばさんは小さくため息をついた。

「……あんたって子は、本当に今どきの子じゃないね。あんたの母さんが私に頼み込んだのがわかるような気がするよ、私は自分ちの用意があるから、面倒は見てあげられないけど、しっかり荷造りして、いつでも逃げられるようにしておくんだよ」

　近所のおばさんがそう言い残して出て行ったドアを見ているうちに、ミントの胸の中に不安が湧わいてきた。

　……おばさんは、あんなことを言っていたけど、ケリンが逃げるわけがないわ。

　あの人は、絶対にそんなことをする人じゃない！

　それに昨日、ケリンはグレンエルジンに行くって言っていた。

　でも、そのグレンエルジンはエズオルのスタンピードで全滅したって……。

　ケリンは無事なんだろうか？

　ミントは振り返って、工こう房ぼうの床の片かた隅すみを見た。

　そこにある秘密の部屋の中に、あの銃があった。

　父が作った禁きん断だんの銃。

　それは、ケリンが求めていた連れん発ぱつ銃じゆうだった。

　ミントは唇を噛かんだ。

　……あれを使うときが来たんだろうか？

　そんなことより……やっぱりケリンが心配だ。無事に帰ってきているのかどうなのか、街に聞きに言ってみよう！

　ミントは小さくうなずくと、足元にいるシルバーチップに向かって言った。

「私は街に出て、様よう子すを見てきます、戸と締じまりをしっかりして、留る守す番ばんをお願いね」

「ピッ！」

　シルバーチップのインジケーターが光った。




　グレンダランの街の中は、パニックに陥った人々で大混乱に陥っていた。

　正確な情報をどこからも与えられぬまま、人々の間にエズオルの集団が、今にも襲おそってくるようなデマが流れたのだ。そして、そのパニックに拍車をかけたのが、総そう督とく府ふに勤める上級士族セツクたちが避ひ難なんする光景だった。

　総督府の役人たちが、このグレンダランを放ほう棄きするということは、グレンダランはもはや助からないということだと誰もが考えた。

　自分たちも逃げなくては！

　そう考えた人々が、鉄道馬車の駅えき事務所に殺さつ到とうしていた。

「何をやってるんだ！　早く馬車を用意しろ！」

「逃げられないじゃないか！」

「貨物用の馬車でもなんでもいい！　金は払う！　用意してくれ！」

　殺到する人々に向かって、駅長は声を枯からして呼びかけた。

「馬車はありません！　熱ねつ病びよう流行のためすべての馬車は、デメララに行ったきり戻っていないのです！　見てのとおり、この駅にも車庫にも一台も無いのです！」

「じゃあ、貨物用の馬車はどうなんだ！　錬れん鉄てつを運ぶ荷に台だい馬車ならあるだろう！」

　駅長は、悲しそうに首を振った。

「貨物用馬車は、すべて運輸局の局長が使ってしまいました。朝早くに家族と家か財ざい道具を乗せて、出発したあとです」

「なんだと！　自分たちだけさっさと逃げちまったのかよ！」

「でも錬鉄運うん搬ぱん用の荷台馬車はまだ残ってるはずだぞ！　それを出せ！」

　駅長は汗を拭ふいながら弁明した。

「馬車はあります！　でも馬がいないのです！　朝早く出て行った局長たちが、換え馬として厩きゆう舎しやにいた馬をすべて連れて行ってしまったのです！　鉄道馬車を牽ひける馬は一頭も残っていません！」

　絶望感を抱いた人々が向かったのは、街道を走る駅馬車の事務所だった。

　事務所もまた、手に手に荷物を持った殺さつ気き立った人々に囲まれていた。

「金ならいくらでも出す！　とにかく馬車だ！　馬車を出せ！」

　目の色を変えて詰め寄る中年の男に向かって、駅馬車の係員が言った。

「馬車を出しても無む駄だです！　大陸行こう路ろもすべて鉄てつ路ろと同じように閉へい鎖さされているんです……他の街に行っても追い返されますよ！」

「じゃあ、あの上級士族セツクの連れん中ちゆうはどうなんだ！　なんであいつらは逃げ出したんだ？　あいつらは逃げるあてがあるんだろうが！」

　係員は怒ったように言い返した。

「上級士族の連中にはそれなりの役やく得とくがあるんでしょうが、私にはわかりません。とにかくあんたや私のような平へい民みんは、追い返されるんです！」

「じゃあどうするんだ！　俺は女によう房ぼうと子供を逃がしたいだけなんだ！　女おんな子供を逃がすこともできないのかよ！」

　そのやり取りを聞いていた別の係員が進み出た。

「とにかく、馬車は動きません！　いくら待っても金を積んでもだめです！」

「そ、そんな……」

　中年の男は蒼そう白はくになったまま絶ぜつ句くした。

　駅馬車は動かないことを知った人々が最後に求めたのは馬車だった。

　人々が争って馬車を買い求めたため、馬車の値段は急きゆう騰とうした。

　ガタガタの平ひら馬車でさえ、馬車というだけで天井知らずの値がつき、グレンダランの街中から馬車は姿を消しつつあった。

　もし他の都市に逃げても、受け入れてくれないということを知って、それでも多くの人々は、グレンダランから逃げることを望んだ。

　スタンピードがどういうものなのか、どれほどの規模で起きているのか、そういった情報はまったく流されていなかったため、人々はその恐怖の影に怯おびえていたのだ。

　グレンエスクから逃げてきた避ひ難なん民みんの馬車に、駆け寄った裕ゆう福ふくな商人らしい男が、いきなり持っていたバッグの中から札さつ束たばを取り出して叫んだ。

「おい！　その馬車を売ってくれ！　金ならいくらでも出すぞ！」

　馬車に乗っていた家族は目を見開いた。

　その金は、その開かい拓たく民みんの家族が十年かかっても、つかむことができない金額だった。

「なんで、そんな金で、こんな古い馬車を買うんだ？」

　商人は首を振った。

「理由なんかどうでもいい、売るのか？　売らんのか？」

「売ってもいいけど……どこに行くんだ？　外はもうじきエズオルで埋まる。城じよう壁へきで囲まれたこの街の中にいたほうが安全だと思うが……」

　エズオルの生態を良く知っている開拓民は冷静だったが、商人はその冷静さを売り惜しみととらえたのだろう、持っていたカバンをいきなり開拓民に押し付けた。

「わかった！　不足だというのだな！　ならばこのカバンの中にある金を全部くれてやる！　文句はあるまい！」

　カバンを抱え込んだ開かい拓たく民みんは、あふれるほどの札さつ束たばが詰まっているのを見て、思わずうなずいてしまった。

「あ、ああ……」

　積み込んであった家か財ざい道具を道みち端ばたに投げ出して、商人は馬の手綱たづなを取ると、そそくさと馬車を走らせて去って行った。

　毛布を抱え、鍋なべをぶら下げた子供が、カバンを抱えた父親の上着の裾すそを引いて聞いた。

「父ちゃん……これからどうすればいいんだ？」

　カバンを抱えた父親は、横に立ってまだ小さな赤ん坊を抱いている妻と視線を合わせてからつぶやくように言った。

「とりあえず……どうしようか？」

「夜よ露つゆをしのげる場所が必要ですわね……どこかの宿屋に泊まりますか？　それくらいのお金はあるんでしょう？」

　父親は抱いていたバッグに視線を落としてつぶやいた。

「うん、宿屋を買えるくらい……」




　その頃、グレンダランの総そう督とく府ふにある執しつ務む室しつでは、セレス総督が、ぼんやりと窓の外を眺ながめていた。

　執務室の机の上には、数枚の書類が無む造ぞう作さに投げ出されていた。

　それは、デメララの王おう国こく府ふからの回答書だった。

　セレスは、二日前に、王国府に対しスタンピードの可能性について緊きん急きゆう報告を送ってあった。その回答が、今届いたのだ。

　回答書の相手は内ない務む局きよく局長代だい理りであるエズオル対策部の部長である。彼はスタンピードが発生するかもしれない、という緊急報告を見み間ま違ちがい、もしくは単なるエズオル被害の多発である、の一言で片付け、セレスからの応援と避ひ難なん民みんの受け入れ要よう請せいをすべて却きやつ下かしていた。

　そして、猩しよう猩じよう熱ねつの拡大を防ぐために、グレンダランの市民を許可無なく市外に出さぬように求めていた。

　……今日の朝出した急きゆう使しの早はや馬うまがデメララに着くのは明日の朝。そこからとんぼ返りしたとしても、この街に帰ってくるのは明後日あさつての昼過ぎだろう。

　……間に合わん。

　たとえ、王国府がその重い腰を上げ、大陸行こう路ろの封ふう鎖さを解いたとしても、避難民たちはどこからも受け入れてはもらえないだろう。

　窓の下を、家財道具を積んだ自家用馬車が通り過ぎて行った。

　セレスは、その馬車の扉に描かれた装そう飾しよくに見覚えがあった。それはこの総そう督とく府ふに勤める側そつ近きんの一族の紋もん章しようだった。

　……あの男も逃げ出したか。

　手て本ほんとなるべき我々が真っ先に逃げ出しておきながら、市民に留まるように命じるような恥はじ知らずな真ま似ねだけはできん。

　王おう国こく府ふの連れん中ちゆうにとっては、このグレンダランがどうなっても構わんのだろう。

　西せい域いき国こくに必要なのは錬れん鉄てつのプラントだけなのだ。たとえこのグレンダランが数万のエズオルに飲み込まれ、一人残らず食われたとしても、プラントは残る……鉄は食えないからな。

「我々は……見捨てられたのかもしれんな」

　セレスがそうつぶやいたとき、執しつ務む室のドアをノックする音がした。

　振り向くと、そこにグレンダランの警備隊ガーデイアン総隊長のタラモアが立っていた。

　タラモアは敬けい礼れいすると胸を張って言った。

「スタンピード対策会議の準備ができました！　ご指示をお願いします！」

　セレスは皮ひ肉にくな微笑を浮かべて言った。

「対策会議？　どうやったらエズオルにおいしく食ってもらえるのかを決める会議かね？　マリネにされる方がいいのか、それともタルタルステーキにされる方がいいのかを決めるのかい？」

　タラモアは眉まゆをひそめた。

「セレス！　不ふ謹きん慎しんだろう！」

　セレス総督は声を立てて笑ったあとで、タラモアを見て言った。

「私は覚かく悟ごを決めたよタラモア。このグレンダランは私の街だ。私は、ここでこの街と共に滅ほろびるつもりだ。このグレンダランに関する全ぜん権けんを君に委い譲じようする。非常時における権けん限げん委譲だ。もはや総督府は、その機能を完全に失った。私は無力だよ」

　セレス総督の憔しよう悴すいした横顔を見て、タラモアは思った。

　……この人は逃亡する部下を止めることができなかった。強きよう権けんを発動することなく和を持って人々を統とう治じすることは理想だ。しかし総督とはときとして自らの意にそぐわなくとも強権を振るうことを求められるものなのだ。

　泥をかぶり、返り血を浴びてでも人々に生き延びる道を指し示す。その強さがこの人には欠けていた。

　……四代にわたり総督職しよくを継いできた名門中の名門士し族ぞくゆえの弱さか。

　タラモアは両足のかかとを合わせ、一礼して言った。

「了りよう解かいいたしました、では、ただ今よりグレンダラン防衛に関する全権を預からせていただきます」

　セレスは何も言わずに、ただ、小さくうなずいた。




　総そう督とく府ふから出てきたタラモアを、警備隊ガーデイアンの部下たちが待ち構えていた。

「どうでした？　セレス総督は？」

　タラモアは首を振った。

「だめだな。覚かく悟ごを決めたと言えば聞こえはいいが、要ようするにすべてを投げ出したということだ」

「では……どうするのですか？」

　不安な顔をする部下たちを見てタラモアは笑った。

「安心しろ、セレスはこのグレンダランにおける全ぜん権けんを私に委い譲じようしてくれた。私は貧びん乏ぼう人にんで意地汚きたない人間だからな、セレスのようにあっさりとあきらめたりしない。最後の最後まで悪あがきをするつもりだ」

　そこで言葉を切ったタラモアは、顔から笑みを消すと、力強く言った。

「グレンダランのすべての門を封ふう鎖さしろ！　逃げ込んでくる者は迎え入れても良いが逃げ出すことは許さん！　ここには城じよう壁へきがある、平原でエズオルに襲おそわれることを考えればはるかに生き延びる確かく率りつは高い！　外に逃げ出す方がはるかに危険なのだということを広報しろ！」

　そしてタラモアは、グレンダランの旧きゆう市街にある警備隊の本部の建物の上に立つ塔とうを指差して言った。

「あの塔の下にある警備隊本部内に、前ぜん進しん本部を置く！　奥に引っ込んでいては指し揮きは執とれない。一時間後にあそこで会議を開く！　総督府の関係各局の人間で、逃げ出さなかった者をすべて集めろ！」




　街に出たミントは、走り回る人々の群れの中に、銃じゆう士し隊たいの姿を求めていた。

　誰に聞いても、本当のことはわからなかった。

　ただ、グレンエスクの村の村人を避ひ難なんさせたのが、銃士隊の隊長だったというウワサを聞いただけだった。

　……きっと、ケリンだ。

　確かく証しようは無かった、でもミントはそう思った。

　街の中央広場には、人があふれていた。

　どこに行けばいいのか、わからないまま、不安と恐怖に突き動かされるように家を出てきた人々が、みんな集まってきたようだった。

　誰もが苛いら立だちを隠かくせない様よう子すで、口々に不平と不満を口にしていた。

　そのうちに誰かが叫んだ。

「門が閉へい鎖さされたぞ！　俺たちは逃げられない！」

　その言葉は、電流のように人々の間を走った。

「なんだって！　本当かよ！」

「なんで門を閉へい鎖さしやがったんだ！」

「わかったぞ！　総そう督とく府ふの連れん中ちゆうは、俺たちをエズオルを引き付けるエサにして、その隙すきに自分たちだけ逃げ延びるつもりなんだ！」

　広場にいる人々の間に、急速に怒りの感情が高まるのがミントにもわかった。

「門へ行け！　開けさせるんだ！」

　製鉄工場の工こう夫ふらしい男が怒ど鳴なった。

「構やしねえ！　ぶち壊せ！」

　人々は、門に向かって雪崩なだれを打つように動き始め、その中にいたミントもまた同じように人の波に押されてグレンダランの東にある門に向かった。




　周囲を城じよう壁へきで囲まれたグレンダランには、鉄道馬車が出入りする大きな東ひがし門もんと、小さな馬車が出入りできるくらいの小さな西にし門もんの二つがある。

　これ以外にも、人間が出入りできるだけの広さしかない小さな通用門がいくつかあるのだが、人々が門、として認識しているのはやはり、東にある正門だった。

　夜間になると、夜行獣ナイトウオーカーなどが市内に入り込まないように簡単な鉄の柵さくが下ろされるが、横にある通用門の出入りは自由であり、門の大おお扉とびらが閉められることは無かった。

　しかし、今、その閉められたことのない大扉が閉められようとしていた。

　大扉にとりついて、それを押しているのはケリンたち銃じゆう士し隊たいの面めん々めんだった。

　真っ赤な顔をしてハンキーが咆ほえた。

「そーれ押せぃ！　下したっ腹ぱらに力を入れて、腰で押せぃ！」

　左右の扉に分かれた五十人が、大扉のかんぬきに手をかけて分ぶ厚あつい鉄と木でできた大扉を押すと、大扉は抗議する様ような軋きしり音おんと共にゆっくりと動きだした。

「ちゃんと油を差したのか？　ひでえ音だ。脳のう天てんに突き刺さる」

　銃士隊に混じって扉を押していたケリンは、横に立って、左右の扉の具合を見ているＤデイー・Ｄデイーに聞いた。

「油は差した。でも、ずっと開いたままになっていたから、その状態で軸じくのシャフトが固まっちまっていたんだと思う」

「まったくもう、タラモア隊長のヤツ。暴ぼう徒と鎮ちん圧あつだって聞いていたのに、いきなり力ちから仕事なんかさせやがって……」

「まあ、そうぼやくな。百人の男の力がなけりゃ、この扉は閉まらないだろうし、今、グレンダランの街に警けい戒かいに出ている警備隊ガーデイアンの隊員を呼び戻すわけにもいかな……」

　Ｄ・Ｄが妙みようなところで言葉を切ったのに気がついたケリンが顔を上げた。

「どうした？」

　Ｄデイー・Ｄデイーは真剣な目でグレンダランの街の中を見て、そして言った。

「どうやら、本当に暴ぼう徒と鎮ちん圧あつの仕事が回って来たみたいだぜ」

「なんだって？」

　ケリンが振り向くと、そこには何百人という市民が集まりつつあった。

「どうしたんだ？」

「さあな、どうやら門を閉めたことが気に入らないみたいだぜ」

　Ｄ・Ｄがそう言い終わったとき、ケリンとＤ・Ｄの背中の方で大おお扉とびらが閉じた、ずしーんという大きな音が響ひびき渡った。

　銃じゆう士し隊たいが振り向くのと、市民たちが駆け寄ってくるのは同時だった。

　銃士隊の手前、十メルテほどのところまでやってきた市民たちは、口々に叫んだ。

「何をやっているんだ！　早く門を開けろ！　逃げられないじゃないか！」

「ここで、黙ってエズオルに食われるのを待てというのか！」

「せめて女おんな子供だけでも逃がすべきだ！」

　怯おびえる市民たちの顔を見たとき、ケリンは思った。

　……この人たちは、本当のことを教えてもらっていないんだ。

　今、グレンダランから逃げ出しても、どこにも行くところが無いということを知らないんだ。

　ケリンは、両手を顔の脇に上げて、人々を抑えるように振りながら言った。

「この街を捨てて逃げても、どこにも行けない！　猩しよう猩じよう熱ねつが流行しているこの街の住人は、どこの街でも村でも受け入れてはもらえない、街の外で野の宿じゆくすることになるんだ！　そして、スタンピードを起こした何万という数のエズオルが、森から出てきて、この平原を埋め尽くすんだ！　街の外で野宿しているところに、エズオルが押し寄せればどうなると思う！　この街の中にいたほうが、はるかに安全なんだ！」

　群集から声が飛んだ。

「ふざけるな！　若わか僧ぞう！　てめえは何なに様さまのつもりだ！　引っ込んでろ！」

　ケリンは、ハンキーに向かって門の脇に積み上げてあった木箱を指差して言った。

「悪いけど、あれ持ってきてくれ、俺の姿をみんなに見せたい」

「了りよう解かい！」

　ハンキーは敬けい礼れいすると、部下に命令して、すぐに木箱を持って来させた。

「どうぞ」

「ありがとう……それと……部下に俺の両側に整列するように言ってくれ」

「了解！」

　ケリンは、その木箱の上にひょいと飛び乗ると、集まっている群衆を見回して言った。

「えーと、さっき俺のことを何様だって言った人に自己紹介する！　俺の名はケリン！　ケリン・ミルダモン！　このグレンダランに駐ちゆう屯とんする第六三三銃士隊の百人隊長をやっている！　ついでに言うなら俺は引っ込むつもりは無い！　俺の仕事はこの街に住むあんたらを守ることだ！　この門を閉めたのは、あんたらを守るために必要なことなんだ！」

　群集の中から、叫び声が上がった。

「俺たちを守るんだと？　笑わせるな！　この街が安全なら、どうして総そう督とく府ふの連れん中ちゆうはさっさと逃げ出したんだ！」

「そうだ！　助かるあてがあるからだろうが！」

　ケリンは、皮ひ肉にくな微笑を浮かべて言った。

「いや……あいつらは馬鹿なだけだ」

　群集がざわついた。

　まさか、銃じゆう士し隊たいの隊長から、上級士族セツクを批判するような言葉を聞くとは思わなかったのだろう。

　ケリンは言葉を続けた。

「責任を放り出して逃げ出したあの連中は、自分たちは特別だと思っている。確かに上級士族の偉いさんだから、他の街でも優先的に扱われるかもしれない。でも、その街にもエズオルは押し寄せるんだぞ！　俺は昨日、グレンエルジンの谷まで行って、そしてエズオルの群れを見てきた！　そしてグレンエスクの村の連中を守ってこのグレンダランまで帰ってきたんだ！　エズオルの数は数万じゃあ済まない、ひょっとしたら十万の台に乗るかもしれないんだ！」

　ケリンの説せつ得とく力りよくある言葉に、人々は静まり返った。

　その中に、ミントの姿もあった。

　人々の群れの一番外れで、様よう子すを見ていたミントは、箱の上にケリンが立ち上がるのを見て、思わず涙ぐんでしまった。

　……無事だったんだ……良かった。

　ミントの想いを知ることも無くケリンの言葉は続いていた。

「他の街には、このグレンダランのようなエズオルを防ぐ城じよう壁へきが無い。逃げることはできても逃げた先で食われるだけだぞ！　エズオルにとっちゃ上級士族も平へい民みんも無い、ただのエサなんだからな！」

　群集の中から再び声が上がった。

「じゃあ、どうすればいいんだ！　どこにも逃げられない！　そしてエズオルの群れはそこまで来ている！　八はつ方ぽう塞ふさがりじゃないか！」

　ケリンは自分の後ろにある城門と城壁を指差して言った。

「籠ろう城じようして戦えばいい！　このグレンダランの街は、こういったときのためにこんな城壁を作ったんだろう？　今までにも、こういったことが何度もあって、それでも生き延びたからこそこうやってあんたたちがここにいるんだろう？　違うのか？　あんたらの先せん祖ぞは城壁の中に立て籠こもって生き延びたんだ！　だったら御ご先祖様にできて俺たちにできないわけがないだろう！」

　ざわつき始めた群集の中から声が飛んだ。

「戦うって言ったって、どうやって戦うんだ！　この街にいる守備隊は、あんたらだけだ！　たったの百人だぞ！」

「そうだ！　たった百人で、どうやって数万のエズオルと戦うんだよ！」

　ケリンが大声で言った。

「戦うのは百人だけって、誰が決めたんだ？」

　群集がざわついた。

　ケリンは群集を見回して言った。

「確かにこの街には守備隊の銃じゆう士しは百人しかいねえ。そして銃を持てる士し族ぞくの数を全部合わせても三百人だ。でも、銃の数はもっと多いはずだろ？　だったら、腕うでっ節ぷしの強いヤツや、志願者に銃を持たせて臨時の銃士隊を編成すりゃいいんだ、そこのあんた、どうだい？　銃士にならないか？」

　群集が、さらにざわついた。

　ケリンに詰め寄っていた体格のいい工こう夫ふらしい男が声を上げた。

「俺たちに銃を持たせるだと？　無理だ！　扱い方も知らん！　それに平へい民みんが銃を撃うつことは禁止されているはずだ」

　ケリンは、あっさりと言った。

「そんな禁止令れいなんかクソ食らえだ！　生き延びるためなら、なにをやっても許されるのが当たり前だろう！　扱い方は教える！　それに、剣や弓と違って、銃は力が無くたって撃てるんだ！　あんたが嫌だって言うのなら、女の人に撃たせたっていいんだぜ。言っただろう？　エズオルにとって俺たちはエサだ。上級士族セツクも平民も無いって。それと同じだ。士族が撃とうが平民が撃とうが、銃は銃、弾は弾たま。違うかい？」

　居並ぶ市民たちは、ざわざわとつぶやきながら戸と惑まどったような顔を見合わせていた。

　ケリンの言い出したことは、あまりにも突とつ拍ぴよう子しがないことであり、どうしていいのかわからなかったからである。

　そのとき、ミントは家に向かって走っていた。

　何度か人にぶつかりそうになって、そのたびに謝りながらミントは走った。

　何度かつまずいて転んだ。でも、歯を食いしばってミントは走った。

　……ケリン。あなた馬鹿だ！　あんなことをみんなの見ている前で言うなんて！

　ギルドや、教団に知れたら、あなたは終わりよ。

　……私の……父さんみたいに。

　ミントの目に涙があふれた。

　メガネを外して涙を拭ふいたが、あとからあとから涙が出てきて止まらなかった。

　……父さん。

　ケリンは、父さんと同じことを考えてるよ。胸を張って堂々と言っているよ。

　だからいいよね、あの銃をケリンに渡しても。

　あの銃で、ケリンが……そしてこの街の人が助かるなら、いいよね。

　ギルドから追放されるかもしれない。教団から追つい訴そされて牢ろう屋やに入れられるかもしれない。でも、ここで知らんぷりしたら……私、一生後こう悔かいする！

　そして工こう房ぼうに戻ってきたミントはドアを叩たたいて叫んだ。

「開けて！　シルバーチップ！　急いで！」







　第三章「連発銃」







　グレンダランの旧きゆう市街地と新市街地の間にある古い城じよう壁へきは、石積みで造られた高さ三メルテほどのものだった。

　造られた当初はもう少し高かったのだが、新市街地の外にある外壁を造るときに、この石垣の上の部分の石が取り外されて外壁の一部に使われたために、このように低くなってしまったのだ。

　この城壁の南側には大きな門があり、その内側にはグレンダランの警備隊ガーデイアンの本部の建物がある。

　この建物には、かつてこの城壁が市内と市外を分けていた頃、城門の見張り台だった名残なごりの二階建ての塔とうが立っている。

　今は市内の火災を見張る火の見やぐらとして使われているその塔の一階部分には、警備隊の会議室が設けられており、会議はその部屋で行われていた。

「現在グレンダランに残っている人間の数は、推定で千八百人。逃げた人間と、ほぼ同数の避ひ難なん民が逃げ込んできています……その中で銃を撃うてる士し族ぞくの人数は約三百人程てい度どだと思われます」

「備び蓄ちく食糧ですが、穀こく物もつ、塩えん蔵ぞう肉にくなどの総量は一週間程度です。価格高こう騰とうを避けるためにかなりの量が放出されてしまいました」

「現在備蓄されている火か薬やくと弾だん丸がんの量は、お手元の書類の通りです。これ以外にも市内の銃じゆう砲ほう火薬店などにも備蓄されているものがあると思われますが、その量は期待できません」

　全員の報告が終わった。

　静まり返った部屋の中で、タラモアが居並ぶ人々を見回して言った。

「我々が置かれている状況は以上の通りだ……このグレンダランは孤立し、どこからも応援は来ない。そしてエズオルの群れは、あと三日ほどで、このグレンダランを包ほう囲いするだろう。しかし我々には先人が残してくれた城じよう壁へきがある。この城壁でエズオルどもを食い止め、侵入を防ぎ、もし、エズオルどもが城壁を乗り越えたとしても、家々の窓と戸を固く釘くぎ付づけして、屋内への侵入を防げば、助かる率は高い。エズオルはしょせん獣けものであり、火をつけたり、道具を使うことはしないからだ！」

　実際には、エズオルは火は使わなくとも、鋭えい敏びんな嗅きゆう覚かくを持っており。どこに隠かくれてもすぐに見つけ出される可能性は高かったが、あえてタラモアはそのことを告げなかった。

　タラモアは言葉を続けた。

「これから籠ろう城じようの準備をする……そのためには街の住民の協力がぜひとも必要だ……」

　そのとき、誰かが会議室のドアを叩たたいた。

「……何事だ？」

　タラモアが顔を上げるのと、部下の警備隊員ガーデイアンが飛び込んでくるのは同時だった。

「総そう隊長！　東ひがし門もんで群集と銃じゆう士し隊たいがにらみ合いになっております！　群衆の数はおよそ五百人！　今いま現在も増え続けています！」

「なんだと？」

「門を閉へい鎖さしたことについて、住民の不満が溜まっているようです！　脱出路ろがないのに、なぜ門を閉めるのだと騒いでいるようです！」

「馬鹿な！ 脱出してどこに行くと言うのだ、エズオルはもうそこまで来ているというのに……」

　部下は焦ったように答えた。

「と、とにかくご説明をお願いいたします！　このままでは暴ぼう動どうに発展しかねません！」

「わかった……今行く」

　タラモアは立ち上がった。

　東門の前では、ケリンと群集とが押し問答をやっていた。

「この街に何なん丁ちよう銃があるのか知らんが、その銃だけで守りきれると本気で思ってるのか！」

「そうだ！　できもしないことを言うな！」

　ケリンは胸を張った。

「ああ、できる！　俺は本気でそう思っている！　できもしないと言った人間は、どうやら同じようなことをやってできなかった経験があるらしいから、ちょっとここに来て、経験談を話してくれないか？　参考にしたいんだが」

　群集の中に小さな笑いが広がった。

　馬鹿にされたと思ったのだろう、できもしない、と言った男が再び言った。

「そんなこと、経験しなくたってわかる！　簡単な計算で答えが出る！　エズオルは数万か数十万。それに対し銃が百丁ちようあったとして、どうやって倒すんだ！　一発撃うつ間にエズオルはどんどんやってくるんだ！　銃が十倍二十倍になる方法があるって言うのかよ！」

　そのとき、集まった群衆の中から、若い女の声がした。

「方法は……あります！」

　群集が一瞬静しずまり返った。

　その中で再び若い女の声がした。

「百丁の銃を十倍にする方法があります！」

　群集は大きくざわついた。

「なんだって？　どういう意味だ？」

「魔ま法ほうでも使うのかよ！」

　やがて、一丁の長ちよう銃じゆうを抱えた若い女が進み出た。

　それは、作業服姿すがたのミントだった。

　必死に走って来たのだろう、ミントは、息を荒くしたままケリンの前に進み出ると、抱えていた長銃を差し出した。

「はい……これ、隊長さんが欲しいって言っていた連れん発ぱつ銃じゆうよ」

「連発銃だって？」

　ケリンの言葉を聞いた群集が大きくざわついた。

　ミントは持っていた長銃を持ち上げると、銃身の付け根に差し込んであった四角いハーモニカのような穴のあいた鉄の板を抜いて、ケリンに見せた。

「これはチャンバーと言います。この穴に火か薬やくを詰め、弾だん丸がんを差し込みます、後ろに点てん火か栓せんがあって、そこに雷管キヤツプが取り付けてあります。そして湿気が入らないように弾丸の上からワックスで蓋ふたをしてあります」

　ミントはその板を銃身の付け根に開いた穴に左から差し込んだ。

　銃を構えて撃鉄ニツプルを起こすと、鉄の板が右側にずれた。

「これで引き金を引けば、撃鉄が雷管を叩たたき、発火して弾丸が飛び出します、そしてもう一度撃鉄を起こせば、チャンバーはもう一つぶん右に動きます」

　ケリンの目が輝いた。

「そうか！　いちいち先から火か薬やくを込めなくともいいんだ！」

　ミントはうなずいた。

「弾たまは込めてありませんが、火薬を込めて雷管キヤツプを取りつけてあります、撃うってみて下さい」

　ケリンは空に向けて銃を向けると引き金を引いた。

　パーン！

　乾いた銃声が響ひびき渡った。

　群集の驚く声を聞きながらケリンはハンマーを起こした。

　カチリ。

　金属が擦こすれる音がしてチャンバーが一つずれた。

　そして、再び引き金を引いた。

　パーン！

　再び銃声が響き渡り、それを見ていた群集からどよめきのような驚きの声が上がった。

　ケリンは目を輝かすと、再びハンマーを起こし、引き金を引いた。

　パーン！

　パーン！

　パーン！

　引き金を引くたびに銃口から炎ほのおと煙が噴ふきだした。

　十発撃うったところでチャンバーは一番右に行って止まった。

　ケリンの目が輝いた。

「すげえ！　これがあれば一丁ちようで十丁の銃があるのと同じことだ！」

　ミントは着ていた作業着のポケットに手を入れて、もう一つ別のチャンバーを取り出すとケリンに言った。

「そのチャンバーを抜いて」

　ケリンがチャンバーを抜いた。

　ミントは右手に新しいチャンバーを持ったまま左手を差し出した。

「その空からになったチャンバーをちょうだい、そしてこの新しいチャンバーを同じように左から入れて」

　ケリンは、ミントに言われたとおり、空になったチャンバーをミントに渡し、新しいチャンバーを左から差し込んだ。

「これでいいのか？」

　ミントはうなずいた。

「ええ、それでハンマーを起こして引き金を引けば、同じようにまた十発撃てるわ、火薬カスが溜まるから、せいぜい百発撃てるかどうかというところだし、そんなに撃ったら熱くて持てなくなると思うけど……」

　興こう奮ふんしたケリンは聞いていなかった。

　長ちよう銃じゆうを肩に当てると、ハンマーを起こし、空に狙いをつけて引き金を引いた。

　パーン！

　パーン！

　パーン！

　三発連続で撃うったあと、ケリンは長銃を降ろして叫んだ。

「すげえ！　これなら戦えるぞ！　百人がこの銃を持って十発撃てば千丁ちようの銃を撃つのと同じだ！　そして百人が百発撃てればそれは一万の銃を撃つのと同じだ！　これならエズオルのスタンピードを食い止めることができる！」

　群集が、興奮したようにどよめいた。

　ケリンはミントの手を握り締めた。

「すげえ！　あんたは女め神がみ様だ！　俺たちの救いのために生まれた女神だ！」

　いきなりケリンに手をにぎられたミントは、どぎまぎしたように答えた。

「女神だなんて……そんな……」

　ケリンは首を振った。

「いーや、あんたは女神だ！　でよ、女神様、この銃は何丁ぐらいあるんだ？」

「えーと……試し作さく品ひん入れて……今は五丁よ」

　固唾かたずをのんで話を聞いていた群集から失しつ望ぼうの声が上がった。

「銃じゆう士し隊たいの分だけでいい！　百丁つくるのにどれくらいかかる？」

「今ある銃に改良を加えるだけだし、シルバーチップにやらせるから……チャンバーの金属加か工こうを他でやってくれるなら……二日でやってみせるわ」

　群集の間から驚きの声が上がった。

「たった二日で百丁の銃を作るだと？　魔ま法ほうか何か使うのか？」

　ミントは、群集に顔を向けると、静かに答えた。

「実を言うとこの銃の原型は父が形かた見みに残した銃です。私の父は昔ギルドからワーカーと呼ばれる機械仕し掛かけのサーバントをもらって使っておりました。ワーカーは疲れ知らずでいろいろなことができるのです、決して魔法などではありません」

　ケリンが叫んだ。

「これは魔法なんかじゃない！　技術だ！　俺たちは技術で生き延びるんだ！」

　不安げな顔をする市民たちが、少し落ち着きを取り戻してきたとき、市民の群れを掻かき分けて青い制服を着た十人ほどの警備隊員ガーデイアンたちがやってきた。

　その隊員の真ん中に、総そう隊長のタラモアの姿を見た市民たちの間に、ざわめきが広がっていった。

　ケリンの脇に来たタラモアは、ケリンの立つ木箱の上によじ登ると、そこから市民を見回して言った。

「市民諸君！　私は先ほどこのグレンダランの総そう督とくセレス閣かつ下かより、このグレンダランに関する一切の権けん限げんを委い譲じようされた！　私はその権限をもってこのグレンダランと、グレン州全ぜん域いきに非常事じ態たい宣言を布ふ告こくした！　これによって私は諸君らに対し私有財産の提出と労ろう役えきの提供を命ずることができる！　つまり、今このときから我々は運命共同体となった！　我々は一切のしがらみも利害も捨てて一つの目的のために動かねばならない！　その目的は、ただ一つ。生き延びることだ！　一切の異い議ぎ申し立ては許さない！　議ろん論ぎしている時間はない！　行動することだけが唯ゆい一いつの道なのだ！」

　市民たちは無言だった。

　昨日までの平和な生活は、今、このときに終わったのだ。

　これからは、今までとはまったく違う何かが待っているに違いない。

　その、冷たい現実感が、ゆっくりと足元から這はい上がってくるような感覚に誰もが襲おそわれていた。

　その市民の顔を見ていたケリンは、抱えていた連れん発ぱつ銃じゆうを構えると空に向けて引き金を引いた。

　パッカーン！

　その銃声は、立ち尽くす市民たちに電流を流したように伝わって行った。

　驚く市民を見回してケリンは叫んだ。

「こっちにはこの連発銃がある！　まるっきり手も足も出ねえってわけじゃねえんだ！　死に物もの狂ぐるいになろうぜ！　本気にならなきゃどんなケンカだって負けるんだ！」

　人々は動き出した。







　第四章「籠城」







　会議室に広げられたグレン州の地図を前にして、ケリンとＤデイー・Ｄデイーが、タラモアたちに自分が見てきた状況について説明していた。

「グレンエルジン渓けい谷こくは、完全にエズオルどもに埋め尽くされていました。その南にある森から出てきたものだと思います」

「あれから一日が過ぎています、おそらく今エズオルどもの先せん遣けん隊たいがグレンエスクを襲おそっているところではないかと思います」

　タラモアは顔を上げた。

「では……このグレンダランにやって来るのはいつ頃だと思う？」

　ケリンは腕を組んで考え込んだ。

「……やつらは、森のある場所を離れたがらない。今まで馬車が襲われたのはみんな森の近くか、森につながっている草原地帯だからな……平地に出てきたらどんな行動を取るのか予想がつかないな」

　Ｄ・Ｄが、ゆっくりと言った。

「スタンピードの原因は、飢き餓がと、そして増えすぎた数を減らすための自殺的行動だという説を本で読んだことがあります。だとすると、エズオルどもは、食い物が無くなるまで森の中にいて、そして、本当にどうしようもなくなったそのときに、一気に行動を起こすのではないかと思われます……食い物があるうちは、森に留まっているというならば、時間稼かせぎに食い物を与えるという方法が有効かもしれません」

　タラモアは訝いぶかしげな顔をした。

「食い物を与える、と簡単に言うが、あいつらを足止めするには、ハンパな量じゃ足りんよ、それにそんなに備び蓄ちく食糧は無い」

　Ｄ・Ｄは、グレンダランの西と東の放ほう牧ぼく地ちを指差した。

「ここには、牛と羊が合わせて約千頭放牧されています……可哀かわい想そうですが、彼らに我々の盾たてになってもらいましょう……このまま放置していてもどうせやつらに食われるだけです」

　タラモアはうなずいた。

「確かに……馬がいなくなった厩きゆう舎しやが開いているからそこに収容できるが、この街の中に入れることができるのはせいぜい百頭がいいところだな……残りは放置するしかない……放置するくらいなら、有効に使うということか……」

　タラモアはうなずくと、傍かたわらに控えていた伝でん令れいの部下を呼んだ。

「大だい至急畜ちく産さん業者に連絡をつけてくれ、渋るかもしれんが、協力すれば助じよ成せい金きんを出すと伝えてくれ。たいした額にはならんが、タダでエズオルに食われるよりはマシだと言え」

「了りよう解かいしました！」

　部屋を出て行く部下を見送ったケリンが言った。

「牛と羊をかき集めるのはいいけど、誰が南の放ほう牧ぼく地ちまでつれて行くんだ？　みんな南にいくのは嫌がるだろう」

　タラモアは、ケリンの顔を見た。

「それを……頼みたいのだが……エズオルと直じかに渡り合った経験があるのは君たちだけだ」

　ケリンはＤデイー・Ｄデイーの顔を見て聞いた。

「お前、羊ひつじ飼かいやったことあるか？」

「あるわけ無いだろう、そういうお前はどうなんだ？」

「デメララで犬の散歩のアルバイトはやったことがあるが……あんまり役には立たないだろうな」

　Ｄ・Ｄは肩をすくめてから答えた。

「わかりました、我々の部下の中に、そういった経験者がいればその者に。もしいなければ、畜産業者に家か畜ちくの移送をお願いして、我々が護ご衛えいにつきます」

「すまんな……」

　そうつぶやいたあとで、タラモアは眉まゆをひそめて聞いた。

「千頭の牛と羊で、何日ぐらい稼げるだろうか？」

　ケリンは、目を閉じて、考え込んだ。

　まぶたの裏に浮かぶのは、谷を埋め尽くした黄おう土ど色いろの波だった。

　……千頭の牛と羊を肉に換かん算さんすればかなりの量だ、しかし数が違いすぎる。それを食うのは数万、いや十万を超えるエズオルなんだ。

　ケリンは目を開けて、ゆっくりと言った。

「一日……長くて二日が限度じゃないかな？」

　Ｄ・Ｄもうなずいた。

「俺もそれくらいだと思う」

　タラモアは目を見開いた。

「千頭の牛と羊を食い尽くすのに一日か二日しかかからないと言うのか！」

「ええ、あのエズオルの数からすれば、そんなものは大たい海かいに落としたワインの一滴みたいなものです……」

　タラモアは机の上に両手をつくと、大きくため息をついて地図を見つめた。

「そうか……それほどの数なのだな……」

　Ｄ・Ｄは静かに答えた。

「ええ、そうです、我々は死力を尽くさねば生き残ることはできません……銃じゆう士し隊たいも警備隊ガーデイアンも役人も、そして市民も、このグレンダランにいるすべての人間が死力を尽くさねば……」




　このときから、グレンダランでは生き延びるための努力が始まった。

　城じよう壁へきの外側にある家や、物置きなどの、取り付く足場になりそうな建物は取り壊され、城壁の後ろには銃士たちが自由に動けるような足場が組まれた。

　そして、もしも城壁を越えられたときのために新市街地に住んでいる住民は、すべて旧きゆう市街地に避ひ難なんし、新市街にある食糧や資材もすべて旧市街地に運び込むこととなった。

　この作業は昼夜を問わず進められた。

　城壁と、路地に掲げられたたいまつやかがり火の光の下を、荷物をかついで、旧市街地へ運んでいる作業員の列の脇を、ケリンは大きな箱を抱えて新市街地に向かって歩いていた。

　普段は重い錬れん鉄てつなどを運んでいる彼らにとって、穀物の袋などは軽いものなのだろう、作業員たちは仲間と世間話をしながら、荷物を運んでいく。

　細い路地を入って右に曲がると、そこは職人街だった。

　ケリンは箱を抱えたまま、ミントの工こう房ぼうの前に立った。

　工房の窓に引かれたカーテンの隙すき間まから、特別に配線された電気照明の明かりが漏れているのを見上げて、ケリンは思った。

　……あいつは、たった一人で徹てつ夜や仕事やってるんだろうなあ。

　銃士隊の持つ先さき込こめ式雷管キヤツプ銃百丁ちようを改造する仕事は、ミント一人に任されていた。

　あのあと、対策本部に呼び出され、ミントの父親が作った連れん発ぱつ銃じゆうを見せられたグレンダランの鉄砲鍛冶ガンスミスたちは、その機き構こうの斬ざん新しんさと、威い力りよくに言葉を失った。

　そして、それと同時に、この銃が教団とギルドの定める禁きん忌きに触れる禁きん断だんの銃であることも知った。

　グレンダランの鉄砲鍛冶たちは、禁忌に触れるという理由でミントの父親の銃を生産することを拒否したが、真実は、前ぜん装そう式しき雷管銃しか作ってこなかった、そして装そう飾しよくの腕しか磨いてこなかった自分たちには、とうてい手が出せるものではないと知ったからだ。

　こうして他の鉄砲鍛冶たちと、金属加か工こうの職人たちは、工作が楽で、なおかつ大量生産が必要なチャンバーの製作に当たり、ミント一人だけが不ふ眠みん不ふ休きゆうで銃の加工に当たることになった。

　ケリンは、身体からだをドアに押し付けて、箱を持った手でドアをノックした。

　しばらく待ったが返事が無かった。

　……あれ？　おかしいな。

　ケリンがそう思いながらドアを押すと、ドアはそのまま開いた。

　……鍵かぎかけてないのか、女の子一人暮らしだってのに、物ぶつ騒そうだなあ。

　有ゆう機き交流照明の青白い灯あかりに照らされた工こう房ぼうの真ん中にはシルバーチップが立っていた。

　シルバーチップの胴どう体たいからは、いつもの二本の腕と、そしてそれとは別の腕のようなものがもう一本伸びていた。

　その三本の腕はそれぞれに別の工作機械を動かしていた。

　一本は、銃の機関部に当たるばねとハンマーの組み合わせ部を削けずり、もう一本は銃じゆう士し隊たいの制せい式しき長ちよう銃じゆうの後ろの部分に大きな穴を開け、もう一本は、尾び栓せんに当たる部分の加工を行っていた。その光景を見たケリンは、思わずため息をついた。

　……何べん見てもすげえよなあ、このワーカーって機械は。

　大おお昔の人って、どうやってこんな機械を作ったんだろう。こんなところを見せられりゃあ、だれだって魔ま法ほうだと思うよな。

　ケリンはしばらく魅みせられたようにその作業の様よう子すを見ていたが、やがて我に返ったように首を振った。

　……いけね。見ている場合じゃなかった。こいつが冷めちまう。

　ケリンは抱えていた箱を持ち直すと、工房の中を見回した。

　えーと、ミントのヤツはどこだ？

　左手の奥にある、仕上げ行程の作業台のところに、見覚えのある作業服が見えた。

　精せい密みつ作業でもやっているのだろうか？　ミントは背中をまるめて作業台にかがみ込んだままだった。

　相変わらず根こんを詰めてやがんなあ、あいつは。

　抱えていた箱を事務室のテーブルの上に置いたケリンは、ミントに近づいた。そして声をかけようとしたとき、ミントの背中が規則正しく上下しているのに気がついた。

　そーっと近づいたケリンが、作業台の前に回り込むと、ミントは作業台に突つっ伏ぷしたまま静かな寝ね息いきを立てていた。

　メガネを外して目をつぶっているミントの顔は、ひどく幼く見えた。

　顔についている機械油を拭ぬぐおうともせずに働いていたのだろう、色白の顔のあちこちに油のシミをつけたまま、ミントは寝ていた。

　……こいつ、いつも一生懸けん命めいだよな。

　一人でも平気だ！　って一生懸命突つっ張ぱって……。

　ケリンは、しばらく黙ったままそのミントの寝ね顔がおを見ていたが、やがて、静かに微笑ほほえんで肩をすくめた。

　……このまま寝かせてやりたいところだけど、そうもいかねえよな。

　ケリンはミントの肩を叩たたいた。

「おい、起きろ、こんなところで寝ていたら風か邪ぜひくぞ！」

　しかし、ミントは起きなかった。

　……よっぽど疲れているんだろうな……どうするかな？

　ケリンは腰に手を当ててミントを見下ろしていたが、やがて小さくうなずくと、かがみ込んでミントの身体からだに手をかけ、そのまま抱くようにして持ち上げた。

　……うわ、軽いなあ、こいつ。

　きっとろくなもの食ってねえんだろう。
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　あ、いい匂におい。

　最初にミントの意識の中に浮かんだのはその感覚だった。

　そして、その感覚はそのまま空くう腹ふく感かんにつながっていった。

　……お腹すいたな。

　何か食べなきゃいけないんだけど、ご飯を作ってる時間がもったいないよね。

　でも……やっぱりお腹すいた。

　誰かがご飯作ってくれればいいんだけどなあ……。

　目が覚めたら目の前に食事が用意されていたりして……机の上にお皿が並んで、そこからおいしそうな匂いがして……。

　ミントの目に、机の上に並んだ皿が見えた。

　……そうそう、こんな感じ。

　そこまで考えたとき、ミントは目が覚めた。

　慌あわてて身体からだを起こしたミントは、そこが事務室にあるソファの上だということに気づいた。

　あれ？　なんで私こんなところにいるの？　それに……この料理は何なの？

　呆ぼう然ぜんとしているミントの耳に、聞き覚えのある声が飛び込んできた。

「よう、目が覚めたか、メシの用意ができてるぞ」

　ケリンの声だった。

　振り向くと、事務室の入り口のところに置いてあった椅い子すを後ろ向きにして、またがるように座ったケリンがいた。

　背もたれの上で腕を組んだケリンは、面白そうに笑っていた。

　……寝ね顔がおを見られたんだわ。

　顔が赤くなるのをごまかすために、ミントは詰きつ問もんするような口く調ちようで聞いた。

「この食事はどういう意味？」

「意味も何も無い、お前のために用意したんだが？」

「なんでこんなことするの？」

　ケリンは、にやっと笑って言った。

「太らせてから食う」

　ミントは目を見開いた。

「ひえ？」

　ケリンは笑った。

「本気にするな馬鹿、忙しくてろくに食ってないと思ったからうちのトリサーに作らせたんだ。しっかり食って、しっかり働いてもらわないと困るからだ、お前ちょっと痩やせすぎだぞ」

　ミントは自分の身体を抱くようにして言った。

「私が痩せてようが太ってようが、あんたに関係ないでしょ！」

　ケリンは首を振った。

「いや、大いに関係があるぞ、さっき机のところで寝てたお前をそのカウチソファまで抱いて持ってったけど、お前細ほそっこくて軽すぎる。お前くらいの歳としの女の子ってのは、もっと柔らかくてぷにぷにしてるもんだぞ」

　ミントは耳の先まで赤くなった。

「出てってよ！　夜中に女の子の寝てる部屋に入ってくるなんて最低！」

　ケリンは慌てて両手を顔の前で振った。

「俺は何もしちゃいねえぞ！　そんなことするわけねえよ。それにここは工こう房ぼうだろ、お前の部屋じゃねえし」

「うるさいわね！　この家は全部私の部屋なの！　勝手に入らないで！」

　ミントはケリンをにらみつけた。

　その目を見たケリンは、慌あわてて立ち上がって頭を下げた。

「わかったよ、悪かった！　そんなに怒るとは思わなかった、ごめん！」

　逃げるように出て行ったケリンを見送ってから、ミントは部屋の中を見回した。

　机の上に置かれた皿には、白い布のカバーがかけられていた。

　ミントは、その布をそっと持ち上げた。

　そこには実においしそうな料理が並んでいた。

　ビーフシチューが盛られている皿を取り上げようとしたミントは驚いて手を引っ込めた。

　……熱い！

　なんで？　作ってから時間がたってるみたいなのになんでこんなに温かいんだろう？

　ミントは、そのシチューが入っていた皿が分ぶ厚あついのに気がついた。

　そういえば、この皿なんでこんなに厚いんだろう、普通の皿の三倍くらいあるけど……。

　そっと皿を調べたミントは、驚きの声を上げた。

　食器が二重になっていて、間にお湯を入れて保温できるようになっているんだ！

　それで、温かいんだ。

　ミントは、スプーンを手にとって、そのシチューを一口食べた。

　空くう腹ふくだったお腹の中に、じわっと温かさが広がっていくのがわかる。

　ミントは下を向いた。

　涙が一ひと粒つぶこぼれた。

　ありがとう……ケリン。

　……最低なのは……私だ。

　なんで……私、素直になれなかったんだろう？

　ケリンが持って来た料理を食べながら、ぽろぽろと涙をこぼしていたミントは、ふと視線をシルバーチップが量産ラインで加工している銃じゆう士し隊たいの先さき込こめ式の雷管キヤツプ銃に移した。

　そこには量産第一陣じんの二十丁ちようが並んでいた。

　ミントは、昼間、父の形かた見みの連れん発ぱつ銃じゆうを抱えてケリンのところに向かって走ったときのことを思い出していた。

　……あのとき、私、無む我が夢む中ちゆうだった。

　ケリンの言葉を聞いたとき、居ても立ってもいられなかった。

　ケリンのために何かをしてあげたかった。

　父さんと同じことを考えていたからだろうか？　父さんの遺志を継ぐ人だからだろうか？

　だから……私はあの銃をケリンに差し出したんだろうか？

　違う。それだけじゃない、そんなんじゃない。

　ミントは小さく首を振って、奥の居間に視線を移した。

　いつもとは違う、明るい電気照明の光が奥の居間にも差し込んでいた。

　居間の突き当たりにあるライティングデスクの上に掛けられている水色のワンピースがぼんやりと見えた。

　……ケリンと街を歩くことを考えただけで、私、とっても楽しかった。

　私、一人ぽっちでも平気だって、ずっと思っていた。

　でも……そんなの嘘うそだったんだ。自分に嘘をついていたんだ。

　ミントの目の中で、水色のワンピースがぼやけた。

　涙を拭ぬぐってミントはうなずいた。

　……ケリンは、あの銃を必要としている。

　あの銃でこの街を守ろうとしている。

　だとしたら、私ができることは、ただ一つだ。

　そして、ミントは小さくつぶやいた。

「私……がんばるよ、父さん……母さん……見ていてね」

　ミントの工こう房ぼうの明かりは消えることはなく、水車の音もまた止むことなく朝まで続いていた。




　次の日の朝早くから、城じよう壁へきで射しや撃げき訓練が始まった。

　城壁の上に並んで、外に置かれた標ひよう的てきに向かって銃を撃うつという訓練だ。

　タラモアの部下の警備隊員ガーデイアンは主に体たい術じゆつと剣術を専門にやっていることから、銃を扱った経験のある者は、そう多くなかったが、経験者は銃じゆう士しとして銃士隊に組み込まれ、新型銃の訓練を受けることとなった。

　そして、残りの警備隊員と志願者と、そして猟りよう銃じゆうを扱ったことのある士し族ぞくたちを集めて猟銃隊が編へん制せいされた。

　猟銃は先さき込こめ式の旧きゆう式しき銃で、銃身にライフルが切られておらず、射しや程てい距離が短かったが、打ち出す弾だん丸がんが大きく重いため、当たったときの威い力りよくが大きいのが利点だった。

「火か薬やく装そう填てん！」

　ハンキーの号ごう令れいと共に、志願者たちが慣れぬ手つきで、左足の前に立てた猟銃の銃口にパウダーフラスコを当てて、一回レバーを押し、一発分の火薬を銃口から流し込んだ。

　全員が火薬を入れ終わったのを確認したハンキーは、次の号令をかけた。

「ローディングロッドを抜いて火薬をつき固めろ！　斜めに入っていると弾丸がまともに飛ばんぞ！」

　志願者たちは猟銃の銃身の下についている細長いローディングロッドを抜くと、それを銃口から突っ込んで、火薬を二、三回突いて固めた。

「よーし、弾丸装填！」

　志願者は腰につけている弾だん薬やく盒ごうの中から球状の鉛なまり弾だまと、薄く延ばしたなめし革を取り出すと、銃口になめし革を載せ、その上から弾丸を押し込んだ。

　この革のことを「送おくり」と呼ぶ。先さき込こめ式の弾だん丸がんは銃身の口こう径けいより小さくつくられており、これを入れておかないと、銃口を下に向けたときに弾丸が落ちてしまうのだ。

　これはそれを防止するパッキングのようなものである。

　全員が、それをやり終わったのを見たハンキーはうなずいた。

「ハンマー半はん起こし！　雷管キヤツプ装そう着ちやく！」

　銃のハンマーは、半分ほど起こしたところで一いつ旦たん止まるようにできており、その状態にして、点火用の雷管を点火栓ニツプルにはめ込む。

　全員が雷管を装着し終わったのを見たハンキーは、一歩下がってから号ごう令れいをかけた。

「射しや撃げき用意！」

　全員がハンマーを完全に起こして猟りよう銃じゆうを構えるのを見たハンキーは、耳を押さえると最後の号令をかけた。

「射撃開始！」

　気の早い人間が号令が終わらないうちに引き金を引いたのだろう、城じよう壁へきの上にいきなり銃声が響ひびき渡った。

　パッカーン！

　その音を聞いた周りの人間は、驚いて同じように引き金を引いた。

　パッカーン！　パッカーン！　パッカーン！

　真っ白な硝しよう煙えんがたち込める中に、反動でよろめく人間や、恐怖のあまり銃を取り落とす人間の姿が何人も見えた。

　ハンキーは怒ど鳴なった。

「よーし！　どうだ？　生まれて初めて銃を撃うった感想は？　もう一度やる！　銃を落としたヤツは早く拾え！　エズオルは待っちゃくれんのだ！」

　そして、ハンキーは改めて志願者を見回して言った。

「怖いか？　怖くても慣れてもらうしかない！　今日一日これだけを繰り返す！　より速く、より確実に撃つ、それがお前らに与えられた課題だ！　狙い撃ちなんて芸げい当とうは誰も期待しちゃおらん！　よーし最初からだ、火か薬やく装そう填てん！」

　少し離れたところにある城壁から、ハンキーがやっている志願者たちの訓練を見ていたＤデイー・Ｄデイーが肩をすくめた。

「一発撃つのに二分以上かかってる……あれで使い物になるのかな」

「誰だって最初はあんな調子だ、そのうちに速くなるさ、習うより慣れろ、って言うだろ？　それに、あいつらが狙うのは俺たちが撃ち漏らして、接近してきたエズオルだ、十五メルテまで引き付ければ、当てるのは難しくないだろう、って言ったのはお前だぞ」

　そう答えて笑うケリンを見てＤ・Ｄは小さくため息をついた。

「二段迎げい撃げき法ほうか……自分で考案して、やらせておいてこう言うのもなんだが……俺は、心の中で、あれだけのエズオルの数の前には、どんな小こ細ざい工くも無む駄だだ、って思ってるような気がするんだ」

　ケリンは微笑ほほえんだままＤデイー・Ｄデイーの肩を叩たたいた。

「小細工上じよう等とう！　なにもしねえで黙って座ってるよか、なんぼかマシじゃねえの？　俺は思うんだけどよ。解決策とか、希望とか未来ってのはさ、安あん直ちよくに、目の前にころっと転がってるようなものじゃねえような気がするんだ。小細工でも何でもやって、じたばたもがいて、恥はじも外がい聞ぶんもかなぐり捨てて、本当の自分になって悪あがきしたとき、やっと見つかるもののような気がするんだよな。これって、単に俺が不ぶ器き用ようなだけなのかもしれねえけどな……」

　Ｄ・Ｄはしばらく黙ったままケリンを見ていたが、やがて小さくうなずいた。

「そうかもしれない……最初からうまく行くって保証つきの方法なんかどこにもないんだものな。うまく行くかどうか悩むくらいなら、うまく行かなかったときに、それをフォローする方法、そしてそれもダメだったら……と二段三段に次じ善ぜんの策を考えた方が、はるかに役に立つ」

「そうそう、どっかで読んだ本に書いてあったぜ、『敵の出で方かたに応じてどんな対処もできるように、ありとあらゆる方法を考えて手を尽くすのが作戦立りつ案あんの基本』だって」

　ケリンはそう言うと、横でミントが作った連れん発ぱつ銃じゆうに群がって物もの珍めずらしそうにいじくっていた銃じゆう士し隊たいの隊員たちに向き直った。

「どうだ？　使えそうか？」

　そこにいた銃士隊の射しや撃げき名人のアボット伍ご長ちようが、連発銃を構えて言った。

「チャンバーが左にある撃うち始めのときと、右に行った撃ち終わるときにバランスを取るのが難しいですね、左手でしっかりと持たないと銃が傾いて照しよう準じゆんが合わせにくくなります、慣れるのには時間がかかるかもしれません」

「そうか……」

　連発銃を見ていたケリンは、ちょっと考えてから答えた。

「銃を何かに載せて……たとえばこの城じよう壁へきに載せて支えて撃つというのはどうだ？　手で支えるより楽だし銃も傾かないから照準もつけやすいんじゃないか？」

　アボット伍長は、小さく首を振って言った。

「確かにそうですが、弾だん丸がんを装そう填てんするとき、いちいち銃を降ろさなくてはなりません、装填する時間を考えれば……」

　ケリンはきょとんとした顔で聞いた。

「なんで装填するのにいちいち銃を動かす必要があるんだ？　それに装填する時間だって必要ないんだぞ。なんだったら銃を金具で固定しておいたっていいんだ、上下左右に動かせるような金具を作ってそこに銃を固定しておけば左右のバランスなんか気にしないで済む」

　アボットは目を丸くしたあとで、両手を顔の前でパン、と叩たたいた。

「そうか！　そうですよね！　こいつは一発ずつ銃口から弾丸を込めなくてもいいんだ！　銃口を相手に向けたまま引き金を引き続けることができるんだ！」

　そう言うが早いかアボットは手に持った連れん発ぱつ銃じゆうを、目の前にある石造りの城じよう壁へきの上に載せた。

「うん、これなら手で持つよりずっと左右のバランスを気にせずに済みますね……でも、できれば銃身は浮かせておきたいですね……」

　アボットは左手で銃身の先の方を指差して言った。

「あそこらへんに、支えになるものがあるだけでだいぶ違いますね……簡単な支えを作ってもらえれば、チャンバーの交換をするときにも楽ですし、そこを支点にして銃を左右に振れますから射しや界かいを広く取れます」

「支えか……どんな格かつ好こうの支えがいいと思う？」

　ケリンに聞かれたアボットは、あたりを見回した。

　アボットの頭の中に浮かんだのは三丁ちようの銃を組み合わせて互いに支えるようにして銃を置く叉さ銃じゆうと呼ばれる銃の置き方だった。

「そうですね……叉銃みたいに三本の棒を組み合わせてヒモか何かで縛しばったものでも充分だと思います、どっかに棒が三本あれば……」

　ケリンとアボットの会話を興味深そうに聞いていた銃じゆう士したちは、慌あわてて周りを見回した。「あ、ありました、角かく材ざいの細いのが二本……」

「もう一本どっかにないか？」

「だめだな、それだけだ、なんなら取って来ますぜ、隊長！」

　見つかった二本の角材を見ていたアボットの頭にひらめいたものがあった。

「いや、いい！　その二本の角材を貸してくれ！　あと、誰かヒモか針金を探してきてくれ！」

「ああ、針金ならここに足場を組んだ残りがある、ちょっと太いが使えると思う」

　アボットは、二本の角材の端の方を組み合わせ、差し出された針金で固定した。そしてその長い方を下にして上の交こう叉さした部分に銃の先を載せ、さらに針金でその角材を銃にしばりつけた。

「こんなものかな？　見た目はよくないしかさばるが、これでも充分使つかえると思います」

　アボットはそう言うとその二脚を城壁に載せて銃を構え、チャンバーを抜いたり挿さしたりを繰り返した。

「うん、大丈夫だ、銃は傾かないし、銃口を左右に振ることもできる！　実際に撃うってみなけりゃわかりませんけど、これなら何とかなるんじゃないかと思いますよ」

　銃士隊の隊員たちは簡単な二脚をつけた連発銃に群がって、交替で構えて空から撃うちを繰り返した。

　角材を組んだだけの、見るからに不ぶ細さい工くなシロモノを半はん信しん半はん疑ぎの目で見ていた隊員たちだったが、実際に自分で構えてみると、その便利さがわかったようだった。

　弾だん丸がんを装そう填てんするたびに銃を引かなくていいということだけで、こんなに考え方が変わるとは思っていなかったのだろう、隊員たちは感心したように首を振った。

　その様よう子すを見ていたケリンは隊員たちに言った。

「自分で構えてみてわかったと思うけど、この銃は今までお前たちが撃うってきた銃とは違う。お前たちの身体からだには今までの銃の撃ち方が染み付いている。お前たちは銃についてはプロだ！　狙いのつけ方や、構え方は誰にも真ま似ねできないが、この銃の扱いについてはシロウトと同じだ。ここにあるのは二十五丁ちようだけだが、こいつは夕べから寝ないでミントが作ってくれた銃だ。あの子はたった一人で今も銃を作ってる！　今日中に全員に行き渡ると思うがとりあえずこの銃で取り扱いの訓練をやってもらう！　一番隊の偶ぐう数すうは、銃を持て！　奇き数すうはチャンバーに火薬と弾丸を込めろ！　二番隊は木工所に行って二脚に使える角材をもらって来い！」

「了りよう解かい！」

　銃士隊は敬けい礼れいすると、それぞれの仕事につくために動き出した。

　ケリンは視線を城じよう壁へきの外に移した。

　南の方角には、朝の光を浴びた畑が広がるなだらかな丘の稜りよう線せんがいくつも重なり、そのはるか向こうには、人の立ち入りを拒こばむ密みつ林りん地帯が白くかすんで見えた。

　Ｄデイー・Ｄデイーが横に立って静かに聞いた。

「いつ頃来ると思う？」

　ケリンは小さく首を振った。

「わかんねえな。予想もつかねえよ、昨日の昼過ぎに南の牧場につれて行った牛と羊だって、本当のところどれくらい足止めになるのかわかりゃしない……今、このときにあの丘の稜りよう線せんにエズオルの群れが現れても、不ふ思し議ぎじゃないんだ……」

　ケリンもＤデイー・Ｄデイーも、いやグレンダランの人間も西せい域いき国こくのすべての人間も、気がついていなかった。

　エズオルのスタンピードは、すでに前の日の朝に始まっていたのだった。







　第五章「失脚と抜擢」







　スタンピードは西せい域いき国こくの南部州一いつ帯たいのグレン川の流りゆう域いきを中心に始まった。

　前の日の夜明けと共に川の下流域にある密みつ林りん地帯から、エズオルたちが続々と姿を現し、数百頭の群れになって一いつ斉せいに北に向かって走り出した。

　彼らが本能に従って目指す場所はこの大陸のほぼ中央にある平原である。

　彼らはそこに向かって走り続ける。

　そこに何が待っているのか、それは彼らの本能だけが知っている。

　そこに至るまでに、体力の無いもの、他の個体を出し抜く知能の無いものは脱落し、仲間に食われてゆく。

　そして、体力に優れ、知力に優れ、運に恵まれた個体だけが目的地にたどり着くことができる。

　彼らはそこで、さらに闘い、食い合って、数を減らす。

　この過か酷こくな競争に生き残った個体だけが多くの配はい偶ぐう者しやを得て、再び森に帰ることができるのだ。

　この過酷な儀ぎ式しきの前に立ち塞ふさがるものはすべて敵であり、そして食い物であった。

　そう、人間であろうと都市であろうと、それはエズオルにとって敵と食糧でしかなかった。

　グレン川に沿って北上し始めたスタンピードの波は、大きく三つに分かれていた。

　スタンピードの本流である中心部は、まっすぐグレンダランに向かい、その東西をそれより少し数が少ない群れが北上していた。

　密みつ林りん地帯から流れ出したこの三つの流れは、猛もうスピードで北上を続けたが、やがて中心部の流れの先せん端たん部ぶのスピードが遅くなった。

　南の牧場にさしかかったのだ。

　牧場の柵さくの中には、約千頭の牛と羊が入れられていた。

　森を抜け、暴走を始めた飢うえたエズオルたちにとって、それは到とう底てい無視できない新鮮な肉の群れであった。

　スタンピードの先せん陣じんを切っている三歳さい前後の若いオスのエズオルたちの体長は、人間とほぼ変わらないが、人間の数倍の腕力と鋭い爪、そして鋭い牙きばを持っており、その敏びん捷しよう性せいと力は人間の数倍はある。

　そしてスタンピードの本隊を形成する五歳以上の成せい獣じゆうに至っては、体長約三メルテに達するものも少なくない。類るい人じん猿えんに近い遺い伝でん子し構造を持ち、走るときは両手を地面につき、前足として使うが、普段は二に足そく歩行する彼らは、知性を持つと言われており、群れのボスの中には棒を持ちそれを武器として使うものもいると言われている。

　南の牧場に差し掛かったエズオルたちの先せん陣じんは、材木をめぐらした簡単な木の柵さくを飛び越え、柵の中で恐怖にかられて走り回っていた牛と羊たちに、飛び掛かった。

　パニックに駆られた牛たちは首くび筋すじに飛びついたエズオルを引きずりながら走り回ったが、エズオルは引きずられながらその首に噛かみ付いた。

　首筋に牙きばを打ち込まれ、肉と共に頸けい動どう脈みやくを食いちぎられた牛は、断だん末まつ魔まの悲鳴を上げ、首から鮮せん血けつを噴ふき出して次々にその場に倒れ込んだ。

　牛が倒れると、他のエズオルたちが群がり、そして牛の腹部を食い破り始めた。

　彼らが最初に食うのは肉ではなく肝かん臓ぞうだった。

　飢うえた身体からだにもっとも早くエネルギーを与えるのは、肉ではなく、グリコーゲンに満ちた肝臓であることを彼らは知っていたのだ。

　牛に飛びつきそこなった他のエズオルたちは、走り回る羊ひつじを襲おそった。

　羊は牛に比べると、ひ弱であり、多くの羊はエズオルの爪の一いち撃げきを首筋や身体に受けただけでその場に倒れた。

　牧場にいた千頭の牛や羊たちがすべて殺され、肉にく塊かいと化すのに、三十分とかからなかった。

　牧ぼく草そう地ちには、流れる血が、いく筋もの赤い川となって流れ、あたりには血の匂においと、そしてエズオルの群れが、肉を食らい血をすすり、骨を噛み砕く音が響ひびき渡った。

　そして、エズオルたちの群れはそこで止まった。

　飢えたエズオルたちの前に差し出された新鮮な肉の群れは、スタンピードの流れを止めるのに充分な効果があったのだ。

　しかし、何一つ障害の無かった東西の二つのエズオルの群れの流れは、そのままグレンダランを迂う回かいする形で北上を続けていた。

　そして、その知らせを持った早はや馬うまが西せい域いき国こくの首都デメララに到着したのも、この日の早朝だった。

「スタンピード発生、グレンダラン孤立す」

　早馬がもたらしたこの知らせは、王おう国こく府ふを一気に大混乱に叩たたき込んだ。

　この知らせを受けた内ない務む局きよく局長代だい理りのラングスは、石のように硬直した。

　血の気を失った顔は青白く、それはまさに大理石の彫ちよう像ぞうのように見えた。

「局長代理、いかがいたしましたか？」

　内務局長付つけの秘書であるメリーダウンは、わざとらしく聞いた。

「お顔の色がすぐれないようですが、体調でも崩されましたか？　内務局局長の仕事は激げき務むで前任者のソバーヌ閣かつ下かも身体を壊されたほどですから」

　ソバーヌの名前を聞いたとたん、局長代理のラングスの顔に生せい気きが戻った。

　ラングスは、大きく咳せき払ばらいをしてメリーダウンをじろっとにらんで怒ど鳴なりつけた。

「いや、別に体調は悪くない、妙みようなことを言うな！」

「失しつ礼れい致しました」

　慇いん懃ぎんに頭を下げながら、メリーダウンは心の中で、あっかんべーをしていた。

　……ソバーヌ局長の名前が、よほど嫌いみたいね。このおっさん。

　仕事をする原動力は、自分に恥はじをかかせたソバーヌ局長に対する復ふく讐しゆう心しんだけだものね。ほんと、小こ役人根こん性じようのまま肩書きだけ偉くなった俗ぞく物ぶつは始し末まつに負えないわね。

　メリーダウンは顔を上げると、手に持っていた本日の予定表をラングスに差し出した。

「局長代だい理り、これが本日のスケジュールですが、先ほど緊きん急きゆう連絡がありまして、十分後に緊急の局長会議が開かれるそうでございます。議題はエズオルのスタンピード発生に伴う各種対策本部の設立と、スタンピード対策部局の再さい編へん制せい、となっております。なお本ほん件けん会議には各大たい老ろう方がご出席なさるそうです」

　ラングスは目を見開いた。

「スタンピード対策部ぶ局きよくの再編制だと？　あれは解散させたはずだぞ、何をとぼけたことを……」

「あら、そうですか？　こちらに入っている情報ですと、エズオル対策部局ではなくスタンピード対策部を再編するという話ですが？　エズオル対策部は、スタンピードが起こらないという前ぜん提ていで動く部ぶ署しよですから、対策には役に立たないと判断されたのではないですか？」

　メリーダウンは、目の前にいるラングスが、ソバーヌが失しつ脚きやくするまで、そのエズオル対策部の部長であったことを知りつつ辛しん辣らつな言葉を並べた。

「き、貴き様さま！　秘書の分ぶん際ざいで！」

　目をむいたラングスに向かってメリーダウンは胸を張った。

「ええ、秘書の分際で申し上げております。これから開かれる会議には大老の方々もご出席されます。これがどういうことかおわかりですか？　この西せい域いき国こくの最高会議を開くということなのですよ？　あなたは……局長代理は、そこでスタンピードに対する対策について述べなくてはならないわけです。その、局長代理が述べるべきスタンピード対策案を作成するのは、私ども秘書の役目です……」

　メリーダウンはそこで言葉を切って、執しつ務む室の書類キャビネットを指差した。

「でも、その対策案の基になるべき資料はどこにあるんですか？　スタンピードなど起こらない、起こるわけが無い、もしものために予算と人を使うなどというのは馬鹿げている。すべての資料を廃はい棄き処分にしろとおっしゃって、ご自分の手で焼しよう却きやく炉ろに投げ込みに行ったのはどなたですか？　この会議で、あなたの述べる対策案に添付する資料は何一つありません！　そしてその責任は私にはございません！」

　ラングスの顔色は、最初真っ赤になってから青くなった。

　怒りの限度を超えたのだろう。

　震えるような声でラングスは言った。

「許さんぞ……たかが秘書の分ぶん際ざいで……この件でソバーヌが復ふつ権けんすると思っているのかもしれんが、そうはいくものか！　私の後ろには五大たい老ろうのお一人がついているのだ！　すべてはそのお方次し第だいだ！　会議など怖くも無いわ！」

　そしてラングスはメリーダウンを指差して言った。

「お前はクビだ。私が会議から帰ってくる前に私物をまとめておけ！」

　メリーダウンは眉まゆ一つ動かさずにラングスを見返した。

「わかりました……まもなく会議が始まりますが、資料は無しでよろしいのですね？」

　ラングスは鼻で笑った。

「スタンピードなどというのは何かの間違いだ。資料など必要ない！」

　メリーダウンは微笑ほほえんで一礼した。

「左さ様ようですか……では、会議の結果を楽しみにお待ちしております」

　ラングスはメリーダウンをにらみつけたあとで、憤ふん然ぜんとして執しつ務む室を出て行った。

　執務室に残ったメリーダウンは、大きくため息をつくと、自分のイスにすとんと座って、両手を頭の後ろで組んでつぶやいた。

「あーあ、ついに言っちゃった。私もまだまだガマンが足りないわ……」
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　ソバーヌが失しつ脚きやくしたとき、メリーダウンもまた配置転てん換かんを申し出た。しかし、執しつ務む経験のある秘書がいなければ、内ない務む局長の仕事は進まない、と説得されて、彼女はこの部ぶ署しよに留まった。

　メリーダウンは、上うわ役やくなんてみんな同じようなものだと思っていた。ソバーヌの前に勤務した部署の上じよう司しもソバーヌによく似たタイプの男だったからだ。しかし、あの男が上司としてやってきたとき、メリーダウンは驚き、そしてあきれた。

　彼女が最初に感じた驚きはこの一言につきる。

　……なぜ、こんな無能な男が、部長をやっていたのだろう？

　彼は無能という言葉では言い表せないほど無能だった。彼の行動の指針は、職しよく責せきでも使命感でも無かった。

「損そん得とく」それが彼の行動理由だったのだ、それも、じつに卑ひ近きんな損得にこだわるのだ。

　彼が内務局長代だい理りとしてやってきた日に、一番最初にやったことは、自分の昼食の代金を接待費で落とすようにメリーダウンに命じることだった。

　今までそんなことをやったことがなかったメリーダウンが思わず聞き返すと、彼は露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんな顔をして言った。

「今までやってきたようにやればいいんだ、ソバーヌだってやってたんだろう？」

　メリーダウンが、今までそんなことをしたことはない、と答えると、彼は顔をしかめて吐き捨てるようにこう言った。

「ふん、ええかっこしいが！　そんな人間がいるもんか」

　メリーダウンはそのとき知った。

　……この男は、自分のすることが、当たり前で、公私のけじめをきちんとする、なんてことはあくまでもタテマエで、それを守っている人間なんていやしないと、本気で思っているんだ……。

　一いち事じが万ばん事じこの調子だった。

　メリーダウンの仕事は、各種の報告書を取りまとめ、局長の決けつ裁さいを受けて、それを各課に戻すことだったが、決裁はいつも滞とどこおっていた。

　彼は、内務局長としての仕事を放ほう棄きしていたのだ。

　彼が唯ゆい一いつ熱意を持ってやったことは、自分に恥はじをかかせたソバーヌの業績をすべて消し去ることだけだった。

　頭の後ろで両手を組んで天井を見上げていたメリーダウンは、大きく背伸びをして独り言をつぶやいた。

「ま、いいか！　いいかげん嫌になっていたとこだし、心しん機き一いつ転てんどっかの会社にでも勤めようっと……」

　その頃、王おう国こく府ふの奥にある会議室では、王国府の各部局の局長と、そして実質的にこの西せい域いき国こくを支配している五人の大たい老ろうたちが並んでいた。

　メリーダウンの言ったとおり、普ふ段だん行われる会議は、局長だけの局長会議と大たい老ろうだけで行われる最高会議の二つに分かれており、今日のように局長と大老が顔を揃そろえるという会議は異い例れい中の異例とも言うべきものだった。

　内ない務む局きよく局長代だい理りと書かれた札が立つ席にラングスが着くと、周りから冷ややかな視線が集中した。

　ラングスは、救いを求めるような目で、斜め前の大老席に座っている一人の男を見た。

　その、白はく髪はつの老人は、半分眠っているような目でラングスを見た。

　……あれは、あの方のいつもの目だ。私は大丈夫だ。

　ラングスは自分にそう言い聞かせて息を整えた。

　この会議が、グレンダランの総そう督とくからもたらされたスタンピードの件についての緊きん急きゆう会議であり、それに対する対策を決めるものであることは、知っていた。

　しかし、そんなことになるはずが無い。

　なぜならあの方が、そう、おっしゃったのだ。スタンピードなどあるわけが無い。あれはソバーヌが成り上がるためにでっちあげた大おお嘘うそだと。

　会議というのは、要ようは上の人間の意志を下の人間が確認することだ。だとすれば大老の方が申し立てることがすべてだ。

　たとえ本当にエズオルが増えて暴れたとして、それが何だというのだ。

　大老の方が、一言、こんなものはスタンピードではない、何かの間違いだ。と発言すれば、それでこの会議は終わり、私は安あん泰たいなのだ。

　ラングスは、居並ぶ局長たちを見て鼻で笑った。

　……大おお馬鹿どもめ、慌あわてふためいてこんな会議を招集しおって……こんな下らん会議はツルの一声で終わりだ。

　やがて、会議が始まった。

　司し会かい進行に立ったのは、なんと五大老の中の一人、国王の血けつ族ぞくに当たるバーネット公こうだった。

　バーネット公は、このデメララ国王であるキルシュヴァッサー三世の実の弟である。

　病の床にある現げん国王の代理として他の大老と共に、合議制で国の運営に当たっているとはいえその立場は他の大老に比べれば、はるかに強い。

　もし、国王が崩ほう御ぎよすれば、その王おう冠かんを戴いただくのはバーネット公であるというのは暗あん黙もくの了りよう解かいであった。

　兄に比べて、少々怜れい悧りなところがあるとはいえ、その合理的な考え方に共感する者も多く、人望も高い、なかなかの人物であった。

　バーネット公は、その場に居合わせた面めん々めんの顔をゆっくりと見回してから言った。

「諸君！　今、我が西せい域いき国こくは未み曽ぞ有うの国こく難なんに襲おそわれておる！　お手元の資料を見ていただきたい。今回のこのスタンピードがいかなる理由において発生し、いかなる変へん遷せんを遂げて、ここに至ったのか、それが手に取るようにわかるであろう……」

　机の上にあった書類綴とじを開いたラングスの目が凍りついた。

　それは、前任者であるソバーヌが取りまとめたスタンピードに関する報告書に他ならなかった。

　……なんでこんなものがここに出ているのだ。

　バーネット公こうの言葉は続いていた。

「エズオルの生態は詳しくわからぬが、今回のこのスタンピードは、この西せい域いき国こくの過去の記録に残っているどのスタンピードより規模が大きいことは間違い無い。過去の記録によれば、南の森を出たエズオルの群れの一部は、一週間でこのデメララの郊外まで達したとある。エズオルどもは、本能に導かれて一箇所に集まろうとするのだ。そしてその場所こそこのデメララの南にある月の窪くぼ地ちと呼ばれる浅い谷なのだ。つまり、南の森からあの月の窪地までの広大な平原すべてがエズオルの跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする密林と同じ状態になる！　西域国内の交通と物流は、すべて止まり、各都市はそれぞれに独立して防御を固める必要があるのだ」

　……大げさな。何を騒いでいるのだ？　バーネット公ともあろう方がまるで子供のようではないか。

　ラングスがそんなことを考えていたとき、バーネット公と目が合った。

　バーネット公は、小さくうなずいて言った。

「おお、そう言えば内ない務む局長代だい理りの君は、そのポストに就つく前は、エズオル対策部の部長だったな、君からも意見を聞かせてもらおう。今回のこのスタンピードについて、どのような方ほう策さくがあるかね？」

　ラングスはゆっくりと言った。

「これは、茶ちや番ばんですな。何かの間違いです、スタンピードなどというものは起きておりません」

　会議室の空気が一瞬凍こおりつき、そしてそれはすぐに失しつ笑しように取って代わった。

　バーネット公は困ったような顔になって言った。

「間違いとかそういうことはありえない。これはグレンダランの総そう督とくからの緊きん急きゆう報告だ。まる一いつ昼ちゆう夜や馬を走らせ続けて届いた書状なのだぞ」

　ラングスは鼻で笑った。

「緊急報告だから、信用できるというわけではないでしょう。それにグレンダランの総督が何を言ってきたのか知りませんが、あんな地方都市の総督の言葉で王おう国こく府ふが慌あわてるなどもっての他でしょう。身分だって位くらいだってこっちの方が上なのですよ」

　居並ぶ局長たちから声が飛んだ。

「報告する人間の身分だの位が、報告の内容を左右するとでも思っているのか！」

「現実を見つめろ！　自分の説にこだわっている場合ではなかろう！」

　ラングスは、腹の中でせせら笑った。

　……なんとでも言え。もうすぐ大たい老ろうのあの方が発言する。そうすれば、こんな馬鹿げた会議は終わりだ。

　ツルの一声、御お家いえは安あん泰たいってわけだ。

　ラングスの見ている前で、大老の一人が手を挙げた。

　それは、五大老の中でも最も年長の白はく髪はつの老人、サルート公こうだった。

　サルート公は、国王の叔お父じに当たる人物で、この西せい域いき国こくの政治経済について、いくつもの太い人じん脈みやくを持ち、政治を裏で動かす、いわゆる腹はら芸げいに長たけた人物だった。

「話の途中ですまぬが、バーネット。わしからひとこと言わせてもらえんかな」

　バーネット公は、うなずいた。

「ああ、あの件ですな、どうぞ」

　ラングスは唇の端に薄ら笑いを浮かべてサルート大老の言葉を待った。

　発言を求めたサルート大老は、会議室にいる面めん々めんを見回してから、ゆっくりと口を開いた。

「わしはこの大老職しよくについて二十年になる……大老の中でも古ふる株かぶじゃ。大老職というのはこれはこれでいろいろ政治的な腹芸も必要でな、わしはもっぱらそれで大老を務めてきたようなものじゃが……そういった目でしか物事を見られなくなっておったようじゃ。

　わしは、このスタンピード騒ぎをすべて、一人の男が己おのれの出世に利用するためのでっち上げだと信じておった。

　そのような真ま似ねをする人間に、この西域国を任せるわけにはいかないと思ったわしは、彼を失しつ脚きやくさせ、野やに追いやった。

　しかし、彼は間違ってはいなかった、間違っておったのは、このわしじゃ！

　対策の立ち遅れはすべてわしの誤りによるものじゃ。その責はすべてわしにある！　よって、わしはその責を取って、自ら大老職を退しりぞくこととした……」

　局長たちはざわめいた。

　失脚することなく任にん期き中に自ら大老職を退くなどということは前代未み聞もんだったからだ。

　そのサルート大老の顔を見てバーネットは思った。

　……自ら身を退ひいたと言えば聞こえがいいが、要するに責任を追及されて失脚する前にキレイに身を退けば、影えい響きよう力を持ったまま逃げることができるというわけだな。

　……狸たぬき親父おやじぶりは、あいかわらずか。

　ラングスは顔面蒼そう白はくになったまま両手の握り拳こぶしを握り締めていた。

　……冗じよう談だんじゃない！　俺はどうなるんだ？　俺の後ろ立ては、あんたじゃなかったのかよ！　サルート大老の言葉は続いていた。

「一人抜ければ誰かが代わりに大老職に就つかねばならんのは道どう理りじゃ。そこでわしは今回、このスタンピードの対策に当たる総そう責任者としてこの者に大老職を譲ゆずることとした……入ってくるが良い」

　サルートの言葉が終わるのと同時に会議室の中に、一人の男が入ってきた。

　灰色の髪と髭ひげを持つ眼がん光こう鋭いその男は……ソバーヌだった。

「紹介することもなかろう……前の内ない務む局長、ソバーヌ・モリアーティだ。彼には内務局長と大たい老ろう職しよくを兼けん務むでやってもらう」

　ソバーヌはつかつかと会議室の中に入ってくると、大老たちの座っている席の末まつ席せきのところまで行き、そこで局長たちに向き直ってしっかりとした口く調ちようで言った。

「私が、このたび西せい域いき国こく大老の職に任ぜられたソバーヌ・モリアーティである。モリアーティ家は、歴史こそ古いものの、これといって名門でもなければ王おう家けとの姻いん戚せきにもないごく普通の士し族ぞくの家だ。私は血ち筋すじではなく私の名と私の魂たましいにかけてこの西域国に仕え、西域国のために殉じゆんずる覚かく悟ごがある。目前に立ち塞ふさがる未み曽ぞ有うの国こく難なんに対し、我々は一いつ致ち団結して立ち向かおうではないか！　我々が守るべきは国であり国とはすなわち国民である！　一切のしがらみを捨てまず国民を救うのだ！」

　そしてソバーヌは、目の前にいるラングスを見て言った。

「ラングス君、局長代だい理り、ご苦労だった。君は本日付けで西域国の文化財保ほ護ご部局の施設管かん理り部の部長になる。この会議には縁えんが無い、帰りたまえ」

　ラングスは、怯おびえた小しよう動物のような目で、ソバーヌと、そして辞じ職しよくを宣言したサルートをきょろきょろと見た。

　辞職したサルートは、半分眠ねむったような目で、そっぽを向いたまま何も言わなかった。

　追い詰められたラングスは、震える声で叫んだ。

「か、勝ったつもりか！　まだ終わっちゃいないんだぞ！」

　ソバーヌは、はあ？　という顔をして言った。

「なんだね、その勝ったつもりというのは？　ここは仕事をする場所だぞ」

「くそ！」

　ラングスは短く悪あく態たいをつくと、席を立って、そのまま小こ走ばしりで会議室の出口に向かった。

　その背中に向かってソバーヌが声をかけた。

「君が内務局の接待費で払わせていた昼飯代は、あとでまとめて請求するからな！　内務局には君を接待する理由が無い」

　会議室が爆ばく笑しように包まれた。

　笑いが一段落したのを見計らって、ソバーヌがゆっくりと言った。

「では諸君、本題に入ろう」




　西域国としての方針を定めた会議が終わったあとで、ソバーヌは王おう国こく府ふの建物の中をゆっくり歩いて内務局局長の執しつ務む室のドアの前に立った。

　……ほんの一ヶ月も離れていないのに、なんだかすごく久しぶりのような気がするな。

　ソバーヌはそんなことを考えながら執しつ務む室のドアをノックした。

　一瞬の間があったあとで、メリーダウンのはずんだ声がした。

「どうぞ！　お待ちしていました！　局長！」

　ドアを開けると、いつもの机の向こうに、少し上じよう気きした顔のメリーダウンが立っていた。

　メリーダウンは、にっこり笑って言った。

「おかえりなさい、局長」

「やあ、ただいま……というのも変かな？」

　メリーダウンは首を振った。

「いいえ！　この部屋は局長の部屋です！　いわば局長の家みたいなものですから、ただいま、でいいんだと思います」

　ソバーヌは執務室を見回して言った。

「そうか、ここは私の家みたいなものか……」

「そうですよ、そう思って下さい、局長」

　自分の机まで進んだソバーヌは、ゆっくりとイスに腰掛けた。そして大きくため息をつくとつぶやいた。

「帰ってきたのはいいが、問題は山積みになっておる。当分楽らくはできんぞ、メリーダウン」

　ソバーヌの言葉を聞いたメリーダウンは目を輝かせてうなずいた。

「はい、覚かく悟ごの上です！　それに……そういった仕事なら大だい歓迎です……」

　ソバーヌはちらっとメリーダウンの顔を見た。

「君のような優秀な秘書にはそぐわない仕事をやらされていたようだね……」

「ええ、まあ、いろいろと……」

　その話題から話をそらすように口く調ちようを変えて、メリーダウンが言った。

「お茶を入れましょうか？　局長。会議のあとで喉のどがかわいていらっしゃるんじゃありませんか？」

「ああ、悪いね……」

　そう言ってからソバーヌは言い訳するように言った。

「優秀な秘書、などと言っておきながら、お茶汲くみをさせるようでは私も似たようなものかな？」

　給きゆう湯とう室に向かって歩きながらメリーダウンは言った。

「いいえ、とんでもない！　これは私から進んでやっている仕事です。それに……偽にせの領収書作って接待費ごまかすなんて仕事に比べればよっぽど楽しい仕事だと思いますわ」

　ソバーヌは眉まゆをひそめた。

「そんなことをやらせていたのか……まったくどうしようもない男だなあれは……」

「だから天てん罰ばつが下ったんだと思います」

　給きゆう湯とう室でポットに香こう茶ちやを入れながらメリーダウンは、そう答えたあとで小声で付け足した。

「……私にも天罰が下るかもしれないな……」

「なんのことだね？　天罰とは」

　メリーダウンはびっくりしたように振り向いた。

「あ、いえ、なんでもないです、今お茶をお持ちします！」

　執しつ務む室に、いつもの香茶の匂においが立ち込めていた。

　一ひと口くち飲んだティーカップを自分の机の上にある皿の上に置いたソバーヌは、ほっと小さくため息をついた。

　……なんか、久々に本当のお茶を飲んでるという感じがするな。

　そして、ソバーヌは聞いた。

「少し気になるな……さっき、君が言っていた天罰とはなんのことだね？　あ、いや、どうしてもと言うわけではないから言いたくないのなら言わんでもいいが……」

　メリーダウンは、ちょっとびっくりしたような顔をしたあと、肩をすくめながら言った。

「スタンピードのことです……」

「スタンピードがどうかしたのかね？」

「私、スタンピードが本当に起こって欲しいって思っていたんです。そうすれば局長の言っていることが正しいと証明できるし、局長が帰って来ることができるんじゃないかって……でもそれって、悪いことが起きますようにと願うのと同じことなんですよね……だから私にも天罰が下るかもしれないと思ったんです」

　ソバーヌは考え込んだ。

「その天罰は、私も受けねばなるまい……私も願ったのだ。スタンピードが起これば私の正しさが証明できる……とな」

　そして、ソバーヌはイスを回して中庭を見た。

「スタンピードは天罰かもしれん……エズオルの聖せい域いきを侵した人間の上に下される天罰だ。しかし人間は生きねばならん……必要とあればエズオルを根ね絶だやしにすることも考えるべきなのだ」

　メリーダウンは顔を上げた。

「軍を……出すおつもりですね？」

　ソバーヌはうなずいた。

「禁きん忌きに触れると言って反対する者も多いが、私はこの国の臣しん民みんを守る責任があるのだ。このことで教団の審しん問もんにかけられたとしても私は後こう悔かいしない。我々に必要なのは知識であって戒かい律りつではないのだからな」

　デメララの街に正午のサイレンが鳴り響ひびいた。

　中庭で、エズオルたちがそれに合わせて咆ほえ始めた。

　その声は、命をかけた闘いを始めた仲間に向かって、ここに来いと呼びかけているようにソバーヌには聞こえた。







　第六章「予兆」







　デメララの王おう国こく府ふが、やっと本ほん腰ごしを入れて動ける体制を取り始めた頃、グレンダランでもエズオルを迎え撃うつ用意が整い始めていた。

　この日の昼過ぎに、なんと銃じゆう士し隊たいの連れん発ぱつ銃じゆうが百丁ちよう、全員分揃そろったのだ。

　ミントは、昨日人々の前で約束した期日の半分の一日で百丁の銃を作り終えた。

　シルバーチップというワーカーがいたとしても、それは常じよう人じんのなせる業ではないと思われたが、この生産速度には理由があった。

　ミントは父の作った連発銃と共に、部品製造のために使用した治じ具ぐをすべて保存していたのだ。

　治具があれば同一形状の部品を大量生産する際の手間がはるかに短くて済む。そして銃をゼロから作り出すのではなく、すでにある銃の一部分に改造を加えるという方法だったために、百丁の銃を一日で作ることができたのである。

　とはいえ、それが、ミントにとって限界を超えた仕事であったことは間違いない。

　今、ミントは工こう房ぼうの片かた隅すみにある長なが椅い子すに倒れ込んだままタオルケットを掛けて寝ている。

　このタオルケットは、様よう子すを見に来たケリンが、奥の部屋から持って来たものだった。

　長椅子で寝ているミントを見つけたケリンは、しばらく、ミントの寝ね顔がおを見ていたが、そのままでは風か邪ぜを引くと思ったのだろう、そっと工房を出て、奥の居間からタオルケットを探し出し、それをミントの身体からだに掛けた。

　メガネを外してぐっすり寝ているミントの顔は、子供のように見えた。

　……すげえよな、この子。二日で百丁ちようの連れん発ぱつ銃じゆうを作ってみせる！　ってタンカ切って、そしてその半分の一日で作っちまったんだから。

　この子は……もしかしたら本当に女め神がみ様なのかもしれないな。鉄てつ砲ぽうの神様ってのがいるのかどうなのか知らないけど、もしいるとしたら、きっと女神様だ。うん、そうに決めた。

　ケリンは勝手にそう決めてうなずくと、そっとミントの工房をあとにした。

　小さな工房や、製鉄工場で働く労働者たちの狭い住宅が立ち並ぶ新市街地の細い路ろ地じを歩きながらケリンは、家々が静まり返っているのに気がついていた。

　午後二時に近いこの時間、いつもならば、この路地には、立ち並ぶ工房の動力源げんの水車が回るごとごとという音や、走り回って遊ぶ子供たちの歓声などが響ひびいているはずなのに、そういった声はどこからも聞こえないのだ。

　……みんな旧きゆう市街地や屋や敷しき町の方に避ひ難なんしたんだな。

　ケリンはミントの工房を振り返った。

　……あいつも避難させなきゃいけないんだよな……でも、ぐっすり寝てるし、起こすのは可か哀わい想そうだから、もうちょっと寝かせてやるか。もしエズオルがやってきたら、叩たたき起こして避難させりゃいいんだ。

　小さくうなずいたケリンは、銃じゆう士したちが配置についている最前線の城じよう壁へきに向かって走り出した。

　タラモアが立てたグレンダラン防衛計画は、襲おそい来るエズオルの数に対し、こちらの戦力では、この街の南側外がい周しゆう部ぶに広がる新市街地を維持することは困難だという前ぜん提ていで立てられていた。

　外周部の城壁で、防げるだけ防ぎ、エズオルを倒したあと、迎げい撃げき部隊はすみやかに旧市街地に撤てつ収しゆうし、新市街地と旧市街地との間にある古い城壁で第二次防衛ラインを敷くのだ。

　グレンダランの街を上空から見ると、市街地の中に、ぐねぐねと曲がったいくつもの線が見えるだろう。それは、このグレンダランの街が発展してきた年代を表す年ねん輪りんだった。

　一番中心にある年輪は北の高台の上の古い総そう督とくの屋敷がある公園を囲んだ高さ二メルテほどの簡単に石を積み上げただけの粗そ雑ざつな石いし垣がきだ。

　このグレンダランの元になった開かい拓たく村むらは、最初、この場所に造られた。その石垣は、その開拓村を守るために造られた城壁なのだ。

　そしてこの公園の外側に、総そう督とく府ふの建物や、総督の私し邸ていなどが立ち並ぶ高台の屋や敷しき町がある。

　総督府の建物と屋敷町は、周囲を幅三メルテほどの掘ほり割わりに囲まれている。

　この水はグレンダランの北にある製鉄工場が使った水車の水を引いてきたもので、この掘割は一種の貯ちよ水すい池ちの役割を果たしている。この水が用水と樋といによってさらに下にある中小の工こう房ぼうに引かれ、動力源げんの水車を回すのだ。

　屋敷町の外には、高級住宅街が広がっている。

　いわゆる上級士族セツクや、製鉄工場の幹部たちが住んでいる一画で、そこから南に延びる中央通りの両側には、しゃれたレストランや高級洋品店、劇場などが立ち並んでおり。ここがいわゆるグレンダランのメインストリートに当たる。

　この高級住宅街は高さ二メルテほどの低い石いし垣がきで囲われていた。

　この石垣は二重になっており、以前は二つの石垣の間に丸まる太たを立てて並べ、防ぼう壁へきにしていたのだが、使われなくなったために丸太は取り除かれ、基礎だけが残っている。

　しかし、今、その基礎の石垣の間には、再び丸太が立てられつつあった。

　何人もの作業員が丸太を運んできて立てているのだ。

　作業員に指示を与えていた男は、旧きゆう市街地の方から、警備隊ガーデイアンの制服を着た二、三人の男たちが歩いてくるのに気がつくと、詰め物が入った安全帽ぼうを脱いで頭を下げた。

「タラモア隊長、ここの防壁はあと少しで完成です、内側に足場を作るのはもう少し時間がかかりますが……」

　タラモアは、丸太を並べた防壁を見上げて言った。

「エズオル相手なら火を使って攻撃をしてくるわけではないのだから、こういった防壁でも充分役やくに立つわけだな……」

　監かん督とくらしい男はうなずいた。

「ええ、そうです。でも丸太は長持ちしませんからね、修しゆう復ふくや維い持じ管理することを考えたら石積みの防壁の方が楽かもしれません。造るのは大変ですけど、一いつ旦たんでき上がったらほったらかしにしても百年は持ちますから」

「まあ、それもあるし、見み栄ばえもある、ってことだろうな。新市街を囲う一番外の城じよう壁へきは、半分体たい面めんを保つためのものだ。グレン州の州しゆう都とらしく堂々とした姿を見せるために、先代の総督が計画したんだが……実用にするときが来るとは思いもよらなかった」

　そのとき、タラモアたちの脇を、歓声をあげて子供たちが走り抜けて行った。

　その子供の姿を目で追ったタラモアが聞いた。

「あれは……新市街地から避ひ難なんしてきた子供かな？」

「たぶん、そうだと思います……この一画にある空あき家やや劇場には、新市街地の住民だけではなく、グレン州の他の村から避難してきた家族が収容されていますから」

　タラモアは子供たちが走り去って行ったその先にある高級住宅街を見て、つぶやくように言った。

「あそこに住んでいた連れん中ちゆうはほとんど逃げ出してしまったが……そのおかげで避ひ難なん民みんを収容できた。そのことだけは感謝すべきかもしれんな」

　監かん督とくは肩をすくめた。

「あんな家、一生に一度でいいから住んでみたいと思ってましたけど……たいして住みよくないみたいですね、無む駄だに広い感じがするって言っていましたよ……」

　タラモアは笑った。

「私と同じだな。私もああいった家を官かん舎しやとして与えられたとき、妻と二人で途と方ほうにくれたものだ。それまで親子四人で台所と寝室と居間しかない狭い下級官かん僚りよう用ようの宿しゆく舎しやにしか住んだことがなかったからな……結けつ局きよく八部屋もある家だったが二部屋しか使わなかった……あとは物置だったよ」

　監督は微笑ほほえんだ。

「苦労なさったのですね、タラモア隊長殿どのは……」

　タラモアは防ぼう壁へきを組んでいる作業員たちを見上げて言った。

「今も苦労しているよ、世の中ってのは、苦労する人間は最後まで苦労するようにできておるのかもしれんよ」

　タラモアの言葉を聞いた監督はうなずいた。

「仕事ってのは、できないヤツのところには回ってきません。できるヤツのところに回ってくるんです。だから苦労する人間はいつでも苦労するんですよ」

　監督とタラモアは視線を合わせ、そしてどちらともなく微笑を交わした。

「旧きゆう市街地の城じよう壁へきで食い止めるつもりでいるが……もしかするとここが最終防ぼう衛えいラインになるかもしれん、がんばってくれ」

「わかりました、全力を尽くします！」

「全力は尽くさんでもいい。君たちにもエズオルと戦ってもらわねばならん、そのための力は取っておいてくれ」

　そう言い残して去ってゆくタラモアの背中を見て、監督は思った。

　……この街にあの人と、そしてあの若い銃じゆう士し隊たいの隊長がいてくれたことを、俺たちは神様に感謝しなけりゃならないのかもしれない。

　そして監督は、並べている丸まる太たの外に広がる、茶色に汚れた家並みを見た。

　……旧市街……俺の生まれて育った街。

　ここがエズオルに襲おそわれるときが来るなんて、思ったこともなかったな。

　最終防衛ラインの石いし垣がきの外側に広がる旧市街地。

　ここは、その名の通り、古い一般住宅街だ。製鉄業が盛んになるにつれて人々が集まり、いわゆる労働者のための住宅が造られ、それによって発達した一画である。

　安い酒場や食堂、日用品や雑貨を扱う小さな店が狭い路ろ地じの両側に立ち並ぶ、いわゆる下町の雰ふん囲い気きを持っているこの一画は、猥わい雑ざつでいつも人通りが絶えない。

　メインストリートがグレンダランのよそいきの顔ならば、この街はグレンダランの普段の顔だった。

　この、旧きゆう市街地は、人口も多く、グレンダランでは最も広い区画であり、タラモアはここを今回の防衛計画の中心と定めていた。

　新市街地との境きよう界かいにある古い城じよう壁へきは、東西で街の外と接しており、その部分には、材木を組んでさらに一段高くした防ぼう壁へきが築かれつつあった。

　そこがこの防衛計画の中で最も弱点となる部分であり。そこが破られれば、この計画は水すい泡ほうに帰すのだ。

　エズオルたちは南から押し寄せてくる波のようなものだ。

　その波が最も強く当たる南側の城壁に戦力を配置するのは当然だが、正面にぶち当たった波は恐らく左右に分かれて、このグレンダランを包ほう囲いするだろう。

　その左右に分かれた波の先せん端たんが襲おそい掛かるのが、この旧市街地の東西にある城壁だった。

　タラモアとケリンは、銃じゆう士し隊たい百人のうち五十人を正面に、残りの五十人を二十五人ずつに分けて、この旧市街地の東西の城壁に配置することにしていた。

　旧式の先さき込こめ式の猟りよう銃じゆうを持った部隊もいるとはいえ、五十人の銃士では正面を支えきることはできないことをタラモアもケリンも知っていた。

　本当の防衛ラインは、この旧市街地の城壁なのだ。

　その、旧市街地の城壁の補強は昼夜を問わずぶっ続けで行われていた。

　三メルテほどの石いし垣がきの上に、二メルテほどの高さに材木を載せて城壁全体をかさ上げし、さらにその材木の防壁の後ろには足場を組んで幅二メルテほどの通路を造るのだ。

　この防壁に使うための木材は、住民を避ひ難なんさせた新市街地の住宅を取り壊し、その柱や壁を再利用したものだった。

　新市街地の外にある外壁と違い、全体の高さが低いこの防壁には、それを補うために、スパイクが取り付けられていた。

　それは、製鉄工場から持ち出された錬れん鉄てつ製の鉄道馬車のレールを加工したものだった。

　レールの先を水力を使った旋せん盤ばんで尖とがらせ、それを木製の防壁の下の地面に先端を上にして埋め込み、さらに防壁の外側にも下を向けて植えたのだ。

　こういった作業は、作業員だけではできない。

　タラモアは、市民を動員してこの作業に当たらせた。

　女も子供もみんな働いていた。この防壁が自分たちを守る砦とりでであることを誰もが知っていた。

　しかし、市民を動員したとは言え、材木を組み上げる技術を持っているのは、専門の職人であり、職人たちは不ふ眠みん不ふ休きゆうでこの作業に当たっていた。

　しかし、そんな中に、この扱いに不満を持つ男がいた。

　常つね日ひ頃ごろから、二ふた言こと目めには不平と不満しか言わない男だったので、誰も仕事を頼まなくなり、そしてそれがまた彼の不平と不満の種になる、という悪あく循じゆん環かんを繰り返すという、典てん型けい的なダメ職人のパターンにはまり込んでいる男だった。

　足あし場ばの材木を組みながら、その男の不平は続いていた。

「なんで、俺だけこんなことをしなきゃならないんだ」

「休み無しで働かされてたまるか」

「手て間ま賃ちんだってもらえるかどうかわからないのにやってられるか」

「俺はこんなくだらない仕事をするような人間じゃないんだ」

「俺の腕は、そこらへんの職人風ふ情ぜいと一緒にされちゃ困る。俺は芸術家なんだ」

　その男の口から出る言葉の意味を要約すると、要するにこの五種類に分類できる。

　実際には順番と内容の組み合わせでさまざまなバリエーションがあるが、基本的には変わらない。

　その男が芸術家並なみの腕を持っていようが持っていまいが、そんなこととは、まったく関係なく、仕事とは要するに義務であり、それには責任がつきものなのだ。

　しかし、その職人はそれを理解していなかった。

　仕事とは、自分の好きなようにすることであり、責任などというものがそこに生じるということが理解できなかったのだ。

　無責任な職人に仕事を頼む人間はいない。

　しかし、グレンダランの街は、こういった心こころ得え違いの馬ば鹿か職人でも使わなくてはならなかったのだ。

　四時間だけの仮か眠みんを取って、再び作業に就つかされることを知ったこの職人は、ついに逆切れして、現場監かん督とくに食ってかかった。

「なんで寝ないでやらなきゃいけないんだよ！　いいかげんにしろよ！」

　現場監督は冷たい目でその職人を見み据すえて言った。

「お前、馬鹿か？」

「馬鹿とはなんだ！　馬鹿とは！」

「今、俺たちが置かれている状況がわからないのは馬鹿としか言いようがないだろうが！　てめえの目には何が見える！　エズオルから生き延びるために働いてる人間が見えねえのか！　見ろ！　女の人も、子供も一生懸けん命めい働いているだろうが！　てめえだけ休ませなきゃならない理由は何だ！　言ってみろ！」

　職人は胸を張った。

「俺は腕利きの職人だ、そのへんにいる有う象ぞう無む象ぞうと一緒にしないでくれ。俺みたいな腕利きは尊そん敬けいされ、優ゆう遇ぐうされてしかるべきだ、それが理由だ」

　現場監かん督とくはその職人の言葉を鼻で笑った。

「尊そん敬けいされて、優ゆう遇ぐうされてしかるべきだと？　馬鹿も休み休み言え！　本当に尊敬されたきゃ休まないで人の倍の仕事をしろ！　本当に腕がいいなら、黙っていたって尊敬されて、優遇されるもんだ！　お前みたいに、誰も他人が尊敬してくれないから自分で自分のことを『俺は偉いんだ、凄すごいんだ』って言わなきゃならねえようなのは屑くずだ！」

　そして、現場監督は冷たい声で告げた。

「お前がこの現場を任されてるのは、尊敬されているわけでも評価されているわけでもない。単にシロウトよりマシって理由なんだ。さあ仕事だ。嫌なら帰れ、その代わりにこのグレンダラン中の人間がお前をあざ笑うだろう。選ぶのはお前だ」

　職人は、しばらく現場監督をにらみつけていたが、そのまま黙って足あし場ばを組む現場に向かった。

　職人は、目の前にある足場の材木の結けつ合ごう部ぶの補強をせずに直じかに組んで針はり金がねで固定した。そして針金を締め上げるための楔くさびも捻ねじりもいいかげんにしたまま次の足場に取り掛かった。

　そして、そこの結合部もまた適当に放置した。

　職人の意識の中にあったのは責任感とは程ほど遠とおいものだった。

　……馬鹿にしやがって。休ませてくれないなら、手を抜くだけのことだ。

　俺一人くらい手を抜いてもわかりゃしない。

　こんな仕事を真ま面じ目めにやってるヤツなんかいるもんか。

　きっとみんな俺のように手を抜いているに違いないさ。なにかあっても俺だけのせいじゃない。

　こういったメンタリティの人間はどこにでもいる。たとえば商店で万まん引びきをして捕まると、そう言った人間は怒る。そしてこう言う。

『なんで私だけ捕まえるんだ。みんなもやっているじゃないか』

　誰もが万引きを当然のようにやっており、万引きをしない人間などいない。みんながやっているから許される。と本気で思っているのだ。

　そして、突とつ貫かん工事の中で点検は行われず、この職人が手を抜いて組んだ足場は、そのまま放置された。

　現場監督は、まさか、この男が、これほどまでに愚おろかだとは思ってもいなかった。

　この男は、確かに自負するだけの腕を持っており、その技術力の高さは認めていたからだ。

　彼は、技術と責任感とはまったく別のものであることに、気が付いていなかったのだ。




　ケリンが新市街地の城じよう壁へきに戻って来ると、そこでは射しや撃げき訓練を終えた銃じゆう手しゆの志願者たちと、クロスボウを持った弓ゆみ部隊の隊員たちが休きゆう憩けいを取っているところだった。

　タラモアは銃を扱ったことはなくとも弓ゆみの経験があるものや、剣術槍そう術じゆつといった得え物ものについて経験のあるものを選別し弓ゆみ部隊と槍やり部隊を編へん制せいした。

　市内にある武器屋の店頭や倉庫にあったクロスボウや手て槍やりといった武器はもちろん、個人の家にあるそういった武器をすべて供きよう出しゆつさせ、取りまとめて、彼らに配布していた。

　十二歳さい以下の子供と女性以外の男はすべて、この防衛隊に組み込まれた。

　建設作業や、運うん搬ぱんといった作業に従事しているものは、その作業が優先するが、エズオルの襲しゆう撃げきがありしだい、彼らは持ち場につくことになっている。

　嫌も応おうもなかった。

　この戦いは総そう力りよく戦せんなのだ。

　ハンキーが怒ど鳴なった。

「ようし、猟りよう銃じゆう部隊、立てぇい！　もう一度装そう填てん訓練をやるぞ！　身体からだに覚え込ませろ！　心臓がバクバク言ってしょんべんちびりそうなくらいびびっても、身体が勝手に動くまで覚え込ませるんだ！　そうじゃねえとエズオルに勝てねえぞ！」

　猟銃部隊がざわざわと立ち上がって銃を構えるのを見ていたケリンのところにＤデイー・Ｄデイーがやって来て言った。

「ハンキーの訓練ぶりは、なかなかだな、やっぱり経験値ちの差だな」

　ケリンはうなずいた。

「新人を鍛きたえるって仕事は、年ねん季きの入ったおっさんにはもってこいの仕事だって親父おやじが言っていたよ。ただ、気をつけなくちゃいけねえのは、ちゃんと仕事をしているおっさんを選ぶことだって。仕事ができねえおっさんは百ひやく害がいあって一いち利り無しだとさ」

「へえ、じゃあハンキーみたいな下か士し官かんは最適ってわけだな……」

　そうつぶやいたあとでＤ・Ｄはケリンを見て聞いた。

「どうだった？　女め神がみ様は」

「女神様？　ああ、ミントのことか、寝てた」

　Ｄ・Ｄはうなずいた。

「だろうなあ、あんな女の子が一日で百丁ちようの銃を作ったなんて信じられねえよ」

「ミントの工こう房ぼうに夕飯届とどけに行ったとき、ワーカーってのが、いろんな仕事を同時にやってるのを見たときは驚いたけど……昔の人間ってのはあんな機械を何台も動かして、いろんな道具や機械を使っていたんだろうな、って思うと、少し気が遠くなっちまった……それだけの技術があればエズオルなんか簡単に退たい治じできただろうになんでやらなかったんだろうな？」

　Ｄ・Ｄは少し難しそうな顔をして言った。

「環かん境きよう維持と、先せん住じゆう種族の保護ってヤツだろうな」

　ケリンは眉まゆをひそめた。

「なんだその、かんきょういじ、とかせんじゅうしゅぞく、ってのは？」

「俺も詳しいことは知らない。ただ、ガキの頃アカデミーでそういったことを教わった覚えがある。エズオルがこの世界の本当の主あるじで、俺たちがあとからやってきた。だからエズオルを滅ぼすことは悪いことだ、とな……」

「要ようするにアレだろ、教団の言っている禁きん忌きってヤツ。『エズオルはこの世の主なり、エズオルを滅ぼすこと無かれ……』だったっけ？」

「そう、それがあるから人間は今までエズオルを滅ぼさなかった……でも、俺たちは今エズオルに戦いを挑いどもうとしている……それは、禁忌に逆らうことにならないのかな？」

　ケリンはＤデイー・Ｄデイーの肩を叩たたいた。

「禁忌に触れたからどうだって言うんだ？　そんなことは生き延びたときに考えりゃいいんだ！　正しいかどうかなんてことは、どっかの偉い学者が決めることじゃねえよ。俺たちが戦って戦って戦い抜けるか、この街の人たちを守り抜けるかどうか、それで決まるんだ」

　Ｄ・Ｄはうなずいた。

「お前の言うとおりだな……戦って、生き延びてからの話だな……」

「そうそう、それから考えたって遅くは無いぜ」

　さらっと笑うケリンを見て、Ｄ・Ｄは真剣な目になって答えた。

「士し族ぞく以外の人間に銃を持たせ、さらに銃じゆう士し隊たいの持つ銃は禁忌に触れる連れん発ぱつ銃じゆう。んでもって狩ってはならぬエズオルを皆みな殺ごろしにする……これだけの禁忌破やぶりをやってのけたらまず無事に済むわけがない。だが、もしこれで生き延びてグレンダランの住民を守りきることができたら……これはちょっとした事件になる。

　いくらギルドや教団に力があったとしても、多くの市民を救った英雄を、軽々しく審しん問もんにかけることはできまい。ここで守るのは市民だけじゃない。俺やお前、そしてあの女め神がみ様の未来も守るってことだからな」

　ケリンは、はっとした顔をした。

「そうか……ミントはギルドから追放されるのを覚かく悟ごで、あの銃を俺に渡したってことか」

「ああ、なんでも死んだ父親は、あれを作ったせいでデメララを追われてこのグレンダランにやってきたらしい……禁きん断だんの銃ってことらしいぜ」

　ケリンはしばらく黙ったまま、目の前にある連発銃を見ていたが、やがて自分に言い聞かせるように両手を握り締めて気合を入れた。

「よし！　生きてやる！　絶ぜつ対てー負けねー！」




　ケリンが自分に気合を入れていたその頃、新市街の一角にある鉄道馬車用ようの馬を飼し育いくしている厩きゆう舎しやでは、食糧用に収容されていた牛や羊が、落ち着きの無い様よう子すで行ったり来たりしていた。

　この家か畜ちくの世話をしていた畜ちく産さん業者は、その家畜の様子を見て眉まゆをひそめてつぶやいた。

「妙みようだな、やけに落ち着きが無い……何かあるな」

　太陽はゆっくりと西に傾き始めていた。

　やがて。

　風向きが変わった。

　今まで吹いていた東風が、ゆっくりと南風に変わった。

　城じよう壁へきの上に丸まる太たを組んで作られた監かん視し台だいに立っていた監視員の一人が、風の中に何か生なま臭ぐさい匂においが混じっているのに気がついた。

「おい、妙みような匂いがしないか？」

　声をかけられた相あい棒ぼうは、すこし鼻をくんくんとさせてからうなずいた。

「ああ、するな……なんというか、こいつは血の匂いだな……」

　そう言うなり、その男は目を見開いた。

「南の牧場に放した家畜が食われているんだ……こいつはその匂いだ！」

　監視員は、目の前にある鐘かねを三回ずつ叩たたき出した。

　カン！　カン！　カン！　　カン！　カン！　カン！　　カン！　カン！　カン！

　三さん点てん鐘しようは、警けい戒かいを告げる合図だった。

　この音は、グレンダランの人々の間に電流のように流れて行った。

　ケリンとＤデイー・Ｄデイーは、城壁の後ろにある足場に駆け上ると、監視台にいる監視員に向かって叫んだ。

「エズオルか！」

　監視員は首を振った。

「まだ見えません！　しかし、風に血の匂いが混じっています！　南の牧場の牛や羊が食われているのだと思います！」

　ケリンとＤ・Ｄは慌あわてて風の匂いを嗅かいだ。

　監視員の言うとおりだった。南から吹いてくる風からは、明らかに血の匂いとそして獣けもの臭くささを嗅ぎ取ることができた。

　Ｄ・Ｄは叫んだ。

「風が変わったのはいつだ？」

　監視員は答えた。

「ついさっきです！　それまでは東風でした！」

　ケリンは、南の地平線をにらみつけたまま聞いた。

「あと、どれくらいだと思う？」

　Ｄ・Ｄは、素早く頭の中で計算してから、静かに答えた。

「血の匂いに腐ふ敗はい臭しゆうが混じっている……南の牧場が襲おそわれたのは、おそらくかなり前だ……もしかしたら昨日の夕方には襲われていたのかもしれない……やつらはそこで牛と羊を食い、そして、前進を開始した……あと一時間ないしは二時間でスタンピードの先頭がやってくるに違いない」

　ケリンは、振り返って旧きゆう市街地の城じよう壁へきにある塔とうについている大おお時計を見た。

　時計は午後二時三十分を指そうとしていた。

　……夜になる前に最初の一戦をやることになりそうだな。

　ケリンは城壁から訓練をしていたハンキーに向かって怒ど鳴なった。

「訓練は終わりだ！　配置に就つかせろ！　火か薬やくと弾だん丸がんを持って来い！　弓ゆみ部隊と槍やり部隊にも集合をかけろ！　あと一時間でエズオルが来るぞ！」

　ハンキーは大きくうなずくと、どら声を張り上げた。

「よーし、訓練は終わりだ！　持ち場に就け！　本番だぞお！」

　銃じゆう士しや、猟りよう銃じゆう部隊や弓部隊の隊員たちが一いつ斉せいに動き始めた。

　タラモアは旧市街地にある警備隊ガーデイアン本部の塔の下にある前進本部の中で、その三さん点てん鐘しようを聞いていた。

　大きなテーブルの上にグレンダランの市し街がい地図を広げ、防ぼう壁へきの整備状況と、防ぼう衛へい隊員の配置状況を書き込んでいた前進本部の女の子たちの間に、緊きん張ちようが走った。

　本部に詰めているのは警備隊の本部や総そう督とく府ふの軍ぐん務む局きよくで事務を担当していた女子職員たちだった。

　警備隊の男性職員はすべて防衛隊として最前線に配置されていたため、彼女たちがこの本部で情報の受け渡しをすることとなったのだ。

　女子職員たちは、青ざめた顔でタラモアを見た。

「総そう隊長……私たちは何をすれば……」

　タラモアはたしなめるように言った。

「三点鐘を聞いただけでそんなに落ち着きを失ってどうするのだ。何か動きがあったのだろう、きっともうすぐケリンから報告がある。君たちは冷静に今いま何が起こっているのか、それを聞き、私に報告し、そしてここに書き込むのが仕事だ。状況判断をするべき本部が冷静さを失ってはならん」

「はい……申し訳ありません」

　互いの顔を見合わせてばつが悪そうに黙り込んだ女子職員たちを見て、タラモアは防衛隊を志願してきた女の子たちのことを思い浮かべた。

　彼女たちは、このグレンダランのハイスクールの学生で、競技としてボウガンを練習しており、その辺のシロウトには負けないと胸を張っていた。

　結局最さい終しゆう防衛ラインまで攻め込まれたらそのときに戦ってもらう、と言って引き取ってもらったが……あの子たちが戦うようになれば、本当に最終の戦いになる、ということなのだろうな。

　そのとき、本部に伝でん令れいが飛び込んできた。

　伝でん令れいは、まだ若い十三歳さいくらいの少年だった。

　少年は紅こう潮ちようした顔で一礼すると手に持っていた通信用紙の文ぶん面めんを読み上げた。

「ケリン隊長より報告！　南の風に血の匂においあり。牧場にエズオルが到達せしものと認む。なお風向き変わりしは数分前なり、グレンダラン到達は一時間ないしは二時間後と思し量りようせしものなり！」

　タラモアは満足げにうなずいた。

「五感の作用により姿無なきを見て音無なきを聞く……さすがだな」




　三さん点てん鐘しようを聞き、エズオルの襲しゆう撃げきが近いことを知った街の人々は不安げな顔を見合わせた。

　特に旧きゆう市街地の西と東の城じよう壁へきに近い家の人々は、銃を背負った銃じゆう士し隊たいや弓ゆみや槍やりを持った防ぼう衛えい隊の男たちが続々とやってきて、城壁に取り付くのを見て驚いた。

　ここが防衛ラインになるということは説明を受けていたが、実際に目の前に銃士たちの姿を見たとき、初めてそれがどういうことなのか知ったのだ。

　避ひ難なん勧告を真ま面じ目めに受け取らなかったその付近の家の人々は、今になってやっと荷物をまとめ始めた。

　三点鐘は屋や敷しき町に避難した人々の上にも流れて行った。

　最終防衛ラインに丸まる太たを並べていた作業員たちは、その音を聞くと、手を休めて不安げな視線を交わし合った。

　防ぼう壁へきはもうでき上がっており、あとはいくつかの足あし場ばを補強する工事だけが残っていたが、それは夜にでもできる仕事だった。

「よーし、みんな集まってくれ！」

　監かん督とくがそう言うと、作業員たちは次々に工こう具ぐを置いて監督のところに集まってきた。

　作業員たちを見回して監督は言った。

「エズオルがもうすぐやってくる。俺たちは旧市街地の防壁の予よ備び隊員だ。弓部隊と槍部隊の補助につくことになっている……あそこを破られたら俺たちの街は終わりだ。気張ろうぜ！」

「わかりやした！」

　若い作業員が手に持ったハンマーを顔の前に持ってきて言った。

「この腕でエズオルの脳のう天てんに一発ハンマーを食らわしてやります！」

　年寄りの作業員がツッコミを入れた。

「ハンマー取られて逆に一発食らわないようにしろよ」

　作業員たちは笑った。

　監督はその男たちの顔を見て思った。

　……俺も、こいつらも、本当のエズオルの姿を知らない。目の前に立たれたことすらない。

　槍やハンマーでエズオルと戦わなければならなくなったとき、そのときでも俺たちはこうやって笑えるだろうか？

　監かん督とくは小さく首を振ってから顔を上げ、そして言った。

「よし、行くぞ！　仕事だ！」







　第七章「前哨戦」







　最初のエズオルが現れたのは、一時間十二分後だった。

　城じよう壁へきの上に材木を組んで立てられた見張り台で、南の方角に広がるなだらかな丘きゆう陵りように作られた畑を見ていた隊員の双そう眼がん鏡きようの視し界かいに最初に入って来たのは、黄おう土ど色いろの点だった。

　丘陵がつらなるその稜りよう線せんに現れた黄土色の点は、見る見るうちにその数を増し、やがて、一本の線のようになった。

　そして、その線はそのまま面となって近づいてきた。

　見張り員は、双眼鏡を目に当てたまま、横にいた同どう僚りように向かって叫んだ。

「来た！　警けい報ほうを鳴らせ！」

　手すりにもたれかかって、のんびりと違う方向を見ていた同僚は、慌あわてて聞いた。

「三さん点てん鐘しようか？」

「乱らん打だだ！　警けい戒かいじゃない！　襲しゆう撃げきだ！」

　その言葉を聞いた同僚は、見張り台に下がっている鐘かねに飛びつくと、横にあった木き槌づちを握り締め、思いきり鐘かねを叩たたいた。

　カン！　カン！　カン！　カン！

　その早はや鐘がねの音が、グレンダランの街の中に響ひびき渡るのと同時に、人々が一気に動き出した。

　ついに来るべきときが来たのだ。

　ケリンは、その鐘の音を聞くなり詰め所を飛び出して、見張り台に向かって走った。

「おい！　ケリン！」

　慌あわててあとを追おうとしたＤデイー・Ｄデイーに向かってケリンは叫んだ。

「俺が状況を確認する！　お前は煙えん硝しよう蔵ぐらから弾だん薬やくを取り出して、配ってくれ！」

　Ｄ・Ｄはうなずいた。

「わかった！」

　城じよう壁へきに取り付けられた足場を駆け上がり、城壁の上に出ると、ケリンはそのまま見張り台へと走った。

　梯子はしごを上ると、そこにはもうハンキーが来ていた。

　ハンキーは、持っていた双そう眼がん鏡きようをケリンに差し出した。

「南の稜りよう線せんです……ものすげえ数ですぜ、俺たちが今まで相手にしていたのとはケタが違う……」

　双眼鏡をのぞき込んだケリンは言葉を失った。

　そこにあったのは、もこもことうごめく一面の黄おう土ど色いろだった。

　やがて、二番目の稜りよう線せんに黄おう土ど色いろの点が現れた。

　その点もまた見る見るうちに線となった。

　ケリンは双そう眼がん鏡きようを下ろした。

「すげえ……地面が見えねえ。地面が三で、エズオルが七だ」
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「あのスピードですと、城じよう壁へきに取り付くまであと三十分というところですかな」

「ああ、そんなところだろうな……冷却用の水みず桶おけとか、予備のチャンバーの用意はできているかい？」

　ハンキーはにやっと笑った。

「準備万ばん端たんでさあ、いつでも戦せん闘とう開始できますぜ、ケリン隊長」

　ケリンは首を振った。

「いや、小しよう休止だ」

　ハンキーは目を見開いた。

「小休止ですか！」

　ケリンは笑った。

「そんなに焦っても仕方ねえさ。喧けん嘩かの前に一休みだ。もうちょっと時間があるだろ？　隊員に伝えてくれ、小休止だ。タバコを吸いたいヤツはタバコでも一いつ服ぷくして、トイレに行きたいヤツは行って来い、ってな」

　ハンキーは感心したようにうなずいた。

「さすがはケリン隊長ですな、喧嘩の前に一休みですか……言われてみればそのとおりです」

　そして、ハンキーは見張り台の上から城壁にいる隊員たちに向かって怒ど鳴なった。

「よーし、おめえら良く聞け！　小休止だ！　タバコを吸いたいヤツはタバコを吸え！　トイレに行きたいヤツは今のうちに行って来い！　どうやらこの先、そんな暇ひまは無さそうだ！」

　見張り台の下にいたプラットが叫んだ。

「この先さき暇が無いとしたら、晩メシは抜きですか！」

「わからん！　知りたきゃ城壁を出てエズオルに聞きに行ってこい！　お前が晩メシだ、って言われるかもしれねえけどな！」

　隊員たちが声を上げて笑った。

　予備のチャンバーを配りながら、その笑い声を聞いたＤデイー・Ｄデイーは、感心したようにうなずいた。

　……士し気きは高い。なんとかなるかもしれない、って気がしてきたぜ。




　小休止を終えて、隊員たちが配置についた。

　エズオルはもう肉にく眼がんでもはっきり見えるほどに近づいていた。

　ハンキーの指示が飛んだ。

「いいか！　無む駄だ弾だまを撃うつな！　青い旗のところまで引き付けろ！　そして黄色の旗の間で撃ち倒せ！　赤い旗を越えて近づいたヤツは、猟りよう銃じゆう隊に任せろ！」

　銃の取り扱いに慣れた銃じゆう士し隊たいは遠距離と中距離の射しや撃げきに専せん念ねんし、それ以外の士し族ぞくや平へい民みんの志願者からなる猟銃隊が、直近まで近づいたエズオルを撃つ。

　命めい中ちゆう率りつは距離が短ければ短いほど良くなるため、銃に不ふ慣なれな人間でも当てることができる。

　これがＤデイー・Ｄデイーが考えた二段迎げい撃げき法だった。

　やがて、先頭のエズオルが青い旗を越えた。

「撃て！」

　ケリンの命令と同時に、五十丁ちようの長ちよう銃じゆうが火を噴ふいた。

　落らく雷らいのような轟ごう音おんが響ひびき渡り、城じよう壁へきが白い硝しよう煙えんに包まれた。

　先頭のエズオルのほとんどが、その場にバタバタと倒れた。しかしエズオルの勢いは止まらなかった。

「近づけるな！」

　銃士隊はハンマーを起こしては引き金を引いた。

　連続する銃声の轟音の中に、時ときおり空からになったチャンバーが床に落ちるカーンという金属音が混じる。

　全員が五十発ほど撃ったところで、エズオルの群れが崩れた。

　後ろからやってきたエズオルの中に、撃たれて死んだエズオルを引きずって戻っていくものが現れたのだ。

「あいつら、死体をどうするつもりなんだ？」

　怪け訝げんな顔をする隊員に、Ｄ・Ｄが言った。

「食うんだろう、あいつらにしてみれば、仲間だって死んでしまえばただの肉だ……」

　Ｄ・Ｄの言葉を裏付ける光景があちらこちらで見られた。

　とりあえずの食い物が手に入ったからだろうか、エズオルが引き始めた。

「今のうちだ！　銃を冷却して弾だん丸がんを補充しろ！」

　ハンキーの指示が飛ぶ。

　隊員たちは、持ち場の横に置いてあった水みず樽だるの中に銃身を漬け、火か薬やくカスをブラシで取り始めた。

「火薬運びパウダーモンキーは今のうちに空のチャンバーを回収して装そう填てん済みのと交換だ！」

　大きな布のバッグを左右の肩にかけた少年たちが銃じゆう座ざを走り回って、使用済みのチャンバーを拾い、装填済みのチャンバーを配り始めた。

　しかし、その休息も長くは続かなかった。

　エズオルの群れはさらに数を増して押し寄せてきたのだ。

　押し寄せたエズオルの数は明らかに一いつ斉せい射しや撃げきで倒れたエズオルの数より多かった。

　銃じゆう士したちの連れん発ぱつ銃じゆうが撃うち漏らしたエズオルが赤い旗を越えたとき、今まで待機していた猟りよう銃じゆう隊たいの持つ旧きゆう型がたの猟銃が火を噴ふいた。

　装そう填てんに時間がかかるが、装填手しゆがついているため、一人で撃つよりは早く撃てる。

　城じよう壁へきの手前で、エズオルたちはバタバタと倒れて行った。

　エズオルたちは、何度と無く押し寄せては引いて行った。

　見張り台に立ったケリンは、いくつもの群れが左右に分かれて、進んでいくのに気がついていた。

　……西と東の防ぼう壁へきに回るつもりか？

　ケリンは下にいた伝でん令れいの少年に向かって叫んだ。

「伝令！」

「はい！」

　伝令員の少年は持っていた紙と黒こく鉛えんの鉛筆を構えて、ケリンの言葉を聞き間違えないように真剣な目でケリンを見た。

「警けい報ほう！　エズオルの一部は城壁外がい周しゆうを迂う回かいせり！　……以上だ！　すぐに届けろ！」

「はい！　わかりました！」

　伝令員の少年は紙を畳たたんで胸ポケットに仕し舞まうと、走り出した。




　ケリンの警けい報ほうが旧きゆう市街地の防ぼう壁へきに届くのと、エズオルが城壁の外に現れたのは同時だった。

　そしてここでも、南側ほどではないが、銃じゆう撃げきとそして弓ゆみ矢やによってエズオルたちは、ばたばたと倒されていった。

　南側の防壁で迎げい撃げきを指し揮きしていたケリンは、弓ゆみ部隊のボウガンの効果が思ったより弱いことに気づいていた。

　銃じゆう弾だんと違い、ボウガンの矢は頭や目などに命中しない限りエズオルの動きを止めることができないのだ。

　中には胸などに五、六本の矢を突き立てても平気で動き回っているヤツもいるくらいだった。

　……これでは弓は使い物にならないな……なんとかしないと。

　ケリンはＤデイー・Ｄデイーに向かって叫んだ。

「矢の効果が薄い！　なんとかしねえと！」

　Ｄ・Ｄも、ケリンと同じことに気が付いていた。

　弓部隊は、銃じゆう士し隊たいと猟銃隊の不足している東西の防壁の防衛の主力にするつもりだったのだが、今のままでは到とう底てい主力にならない。

　Ｄ・Ｄは考え込んだ。

　銃弾なら一発でエズオルを倒せるが、矢や一本では倒せない。

　矢の傷は致ち命めい傷しようにならないんだ。

　そのとき、Ｄデイー・Ｄデイーの脳のう裏りに一つのアイディアがひらめいた。

　……そうか、一本の矢を致命傷にしてしまえばいいだけのことだ！

　Ｄ・Ｄは持ち場を離れると、詰め所に飛び込んで、その場にあった紙になにやら書きつけると、伝でん令れいの少年を呼んだ。

「おい！　伝令！」

「はい！」

　緊きん張ちようした顔つきでＤ・Ｄの元に駆け寄ってきた伝令の少年に、Ｄ・Ｄは通信用紙を渡して言った。

「これを大だい至急タラモア本部長に届けてくれ！　もうすぐ日が暮れるが、それまでに間に合えば効果を確認したい、と言ってくれ」

「了りよう解かいしました！」

　伝令の少年は敬けい礼れいすると、走り去って行った。

　やがて、三十分しないうちに、看かん護ご師しのエプロンをつけた女の人たちが、小さな陶とう器きの壺つぼをいくつも持って、防ぼう壁へきにやってきた。

「Ｄ・Ｄさん！　薬局から頼まれた品物を持ってきました！」

「おお！　間に合ったか！」

　Ｄ・Ｄはチャンバーを配っている少年たちに向かって叫んだ。

「おーい、お前ら！　あの壺を弓ゆみ部隊に配れ！」

　少年たちが看護師たちから無む造ぞう作さに壺を受け取るのを見たＤ・Ｄはもう一度叫さけんだ。

「取り扱いに気をつけろ！　それは猛もう毒どくだぞ！」

　少年たちが、ぎょっとした顔になるのを見たケリンが、笑って言った。

「そうか、毒どく矢やか！」

「そうだ、即そく死しさせるほどの効果があるかどうかわからないが、身体からだが動けなくなればそれで充分だからな」

　小さな壺を受け取った弓部隊の戦闘員たちは、すぐに矢じりをその壺につっ込んで、中に入っていた液体を矢じりに塗ってからエズオルを狙って矢を放ち始めた。

　効果は抜ばつ群ぐんだった。

　今までは五、六本の矢を突き立てても平気で動き回っていたエズオルが、次々に倒れて動かなくなって行くのだ。

　城じよう壁へきのあちらこちらで、歓声が上がるのを聞いたＤ・Ｄは、自分の頭をゲンコツで殴なぐった。

「くそ、もっと早く気が付くべきだった……俺もまだまだだな」




　やがて、太陽が西の地平線に近づき始めた頃、エズオルの動きが止まった。

　エズオルは、基本的に昼ちゆう行こう性せいであり、夜は動かない。

「撃うち方やめえええっ！」

　夕焼け空の下にハンキーの怒ど鳴なり声が響ひびき渡るのを聞いた隊員たちが、へたり込んだ。

「まいった……指が動かねえ……何発撃うったかわからねえや」

「俺の銃は、もうだめだ、ハンマーがひっかかった」

「腹はら減へったあ〜」

　硝しよう煙えんで真っ黒に煤すすけた顔を見合わせた隊員たちの中には、空からのチャンバーが散乱する銃じゆう座ざの中で、そのまま横になってしまう者も続出した。

「おめえら立て！　見張り要員を残して、詰め所に撤てつ収しゆうだ！　銃に不ふ具ぐ合あいがあるやつは申し出ろ！　調整と修理を行う！　メシを食ったら寝ろ！　この戦いは明日も続くんだからな！」

　ハンキーの言葉を聞いた隊員たちが、夕ゆう闇やみの迫る中でのろのろと立ち上がった。

　彼らの今日の戦いは終わった。




　硝煙で顔を真っ黒にした、がっちりとした体つきの男が、木箱の上に座ってタバコを吸っているハンキーのところにやってきて話しかけた。

「ハンキー隊長。オレはあんたに謝らなくちゃいけねえと思ってる……」

　ハンキーは顔を上げた。

「ん？　なんのことだ？」

　男は、頭を掻かきながら言った。

「いつぞや酒場でよ、あんたらと大おお喧げん嘩かになっただろう？」

「ああ、おまえはあのときの相手か！」

　それは、ケリンがこのグレンダランに着任したばかり頃のことだった。

　このグレンダランにある大きな製鉄工場に勤める作業員は、製品である錬れん鉄てつを運うん搬ぱんするためにみんな力ちから自慢の男たちばかりだった。

　その力自慢の男たちと、銃じゆう士し隊たいが、街の酒場で大だい乱らん闘とうになったのだ。

　ことの起こりは、作業員たちが銃士たちに向かって「税金泥どろ棒ぼう」とか「猟りよう師し以下の鉄てつ砲ぽうごっこ」という言葉を投げつけたことが原因だった。

　作業員らしいその男は、何度も頭を下げながら言った。

「あのときの言葉を取り消すよ、あんたら銃士隊は税金泥棒なんかじゃねえ！　立りつ派ぱな人たちだ」

　ハンキーはタバコの煙を吐き出すとにやっと笑った。

「いや、俺たちはな、本当は税金泥棒なんだ。税金泥棒でなくちゃいけねえんだ……こんな、給料分の仕事をすることはあっちゃならねえのさ」

　ハンキーの言葉を聞いた作業員は複雑な顔をした。

「そりゃあそうかもしれねえけど……あんたらは逃げなかった、命がけで戦ったじゃないか！　あの……総そう督とく府ふの連れん中ちゆうみたいな。あいつらみたいのが本当の税金泥どろ棒ぼうって言うんだと思うぜ！」

　ハンキーはタバコをもみ消して、そしてゆっくりと言った。

「お前さんも現場で働いているならわかるだろう？　給料分の仕事をしているヤツってのは、本当に少ないんだってことが……」

　作業員はうなずいた。

「そうだな……楽して儲もうけることしか考えてねえヤツが多いな」

「本当の税金泥棒、給料泥棒ってのは、現場にはあんまりいねえんだ。夏は涼しくて冬は暖かい建物の中にいて、時間通りに出勤してきっちり土日は休めるようなところにいるんだぜ」

「確かにそうだな……逃げてったのはみんなそういった連中ばかりだ」

　ハンキーはゆっくりと立ち上がって言った。

「俺たちは別に勇ましいことや、英雄になりたくてやっているんじゃねえ。これが仕事だからだ。仕事ってのは特別のことじゃねえんだ、わかるだろう？」

「ああ、わかる……でも……」

　ハンキーはもう一度にやっと笑った。

「仕事ってのは、きっちりやってのけて当たり前なんだ。やり終えたときに初めてご苦労様さまと言ってもらえる。要ようはそれだけのことよ……明日も仕事は続く。がんばろうぜお互い」

　ケリンは、疲れきった中にも希望に満ちたような顔つきでゆっくりと城じよう壁へきを降りてゆく銃じゆう士したちを見て、大きくため息をつくと、横に立っていたＤデイー・Ｄデイーに言った。

「今日のところは一人の犠ぎ牲せい者も無いまま、とりあえず前ぜん哨しよう戦せんが終わったな」

　Ｄ・Ｄはうなずいた。

「ああ、今のところエズオルに食われたヤツはいないようだ……問題は明あ日す以降だな、明日は朝からこれが続くんだ……一日中な」

　Ｄ・Ｄの言葉に間違いは無い。

　確かにエズオルに食われた人間は一人もいなかった。

　しかしそれはグレンダランでの話である。

　実際にはこの日、エズオルに食われた人間がいたのだ。

　この日の午前中に、グレンダランから遠く離れた一つの村がエズオルに襲おそわれていた。







　第八章「スプリングバンク」







　スプリングバンクは、グレンダランから馬車で東に約一日の距離のところにある、人口千人足らずの小さな宿しゆく場ば町まちである。

　西せい域いき国こくが大陸行こう路ろを整備したときに、馬車の休憩と旅行者の宿泊のために造られた村であり、村の北側に丘があり、冬に北西から吹く季節風を丘がさえぎってくれるために、穏おだやかな春のような日が続くことから名づけられた典てん型けい的な宿場町だったが、この日、村の雰ふん囲い気きはいつもと大きく違っていた。

　昨日の午後から夜にかけて、グレンダランから総そう督とく府ふの上級士族セツクの家族を乗せた何十台もの馬車がこの村にやってきて、街の中への立ち寄りを求めたのだ。

　村長と、村役人は、熱病流りゆう行こうのために大陸行路は閉へい鎖さされており、規則により流行地帯であるグレンダランからの旅行者は村に入れることはできないと告げたのだが、グレンダランからやってきた一行は総督府の高官サモーヴァだと名乗り、無理やり村の中に入ろうとして、そこでにらみ合いになった。

　村長は、村役人に銃を持たせて、門の上に立たせ、総督府の高官に向けて言った。

「法と規則を破るものは、容よう赦しやなく撃うつ！　総督府の役人だろうが上級士族の名門だろうがそんなことは関係ない！　法と規則を破ったものにつく肩書きは犯罪者という肩書きだけだ！」

　サモーヴァは、憎にく々にくしげに村長と村役人をにらみつけて言った。

「南の森でスタンピードが発生したのだぞ！　こんなところで貴き様さまのような小こ役人と言い争っている時間は無いのだ！ 　さっさと我々を村の中に入れ、換えの馬と宿しゆく舎しやを用意しろ！」

「スタンピードだと？」

「そうだ！　国家の一いち大事なのだ！　規則を盾たてにしてくだらぬことを言っている場合ではない！」

　村長は改めて高官たちの乗ってきた馬車を見た。

　どの馬車にも家族と、そして家か財ざい道具が満まん載さいされている。

　……避ひ難なんしてきた、というわけか。

　言っていることに嘘うそは無いようだ。スタンピードが発生したということは間違いないな。

　村長は聞いた。

「あんたたちは避難民というわけだな？」

「ああそうだ！　非常時に避難民を受け入れ、救きゆう護ごするのは、規則違い反はんではないはずだぞ！　早く中に入れろ！」

　村長はうなずいた。

「わかった、門を開ける。中央広場に入ってそこで待ってくれ、換えの馬と食事は手配するが、宿しゆく舎しやは提供できん」

　サモーヴァの顔色が変わった。

「なんだと？　我々に野の宿じゆくをしろと言うのか！」

「これは人道的な措そ置ちだ！　あんたたちが感かん染せん地区から来たことを忘れんで欲しいものだな、村人との接触を避けるためには、宿屋などの中に入れるわけにはいかん！」

　高官たちは、馬車を降りてなにやら相談したあとで、再び村長に向かって言った。

「わかった、条件を受け入れる、中に入れてくれ」

　村長の横で銃を構えたままの村役人が言った。

「やけに素直になりましたね……大丈夫でしょうか？」

　村長は肩をすくめて言った。

「名門の上級士族セツクサマたちだ、まさか約束を破ることはするまい」

　しかし、この村長の言うところの「まさか」は現実になった。

　門から中に入ってきた馬車の群れは、中央広場を通り越してそのままホテルの前に横付けし、馬車に乗っていた高官と家族はそのままずかずかとホテルに入り込んでしまったのだ。

　門から走ってきた村長が息を切らせながら怒ど鳴なった。

「何をやっているんだ！　約束が違うぞ！」

　サモーヴァは村長の顔を見ると鼻で笑った。

「約束？　なんのことだ？　約束とは対等の立場のものがするものだ。名門である我がサモーヴァ家の者が貴き様さまのような下級役やく人にんと対等だとでも言うのかね？　下らんことを言っていないでさっさと接待の用意をしろ！　待たい遇ぐうがよければ貴様の礼を失した行為の数々を忘れてやってもよいぞ」

　村長は怒りに満ちた目で高官を見て言った。

「わかりました……ではお聞かせ願いたい。これは村長としての権けん限げんでお聞きする。この村では私の権限の方があなたの役職より優先するのだからな」

　サモーヴァは、唇の端に薄ら笑いを浮かべたまま言った。

「ほう……権限と来たか、仕方ない、答えてやろう、何が聞きたい？」

　村長はゆっくりと言った。

「スタンピードの状況はどうなっている？　規模はどれくらいで。どこからどこに向かっているんだ？　あんたらはグレンダランから避ひ難なんしてきたと言ったが、このあとどれくらいの避難民が来るんだ？　この避難計画を指し揮きしているのは誰だ？　セレス総そう督とくなのか？」

　サモーヴァは肩をすくめてあっさりと言った。

「知らん、なにもわからん、今日の朝早くグレンエルジンの村がスタンピードに飲み込まれて滅びたという知らせを持ってグレンエスクの村人がグレンダランに逃げ込んできた。だから逃げてきた、それだけのことだ……」

　そう言うとサモーヴァはホテルのロビーに置いてあった酒を勝手に飲み始めた男の方を振り返って聞いた。

「他に何か知ってることはあるか？　ボルス」

　ボルス、と呼ばれた同どう僚りようらしい男は早くも赤くなり始めた鼻を鳴らして答えた。

「ふん、わからんね、あのままあの街でぐずぐずしてたら、エズオルに食われちまうから、さっさと逃げてきただけだからな」

　村長は怪け訝げんな顔をした。

「じゃあ、あんた方は避ひ難なん民みんの先せん導どうのために来たのではないのか？」

　サモーヴァは笑った。

「先導？　何をわけのわからんことを言っているんだ。我々が避難民だろうが、我々以い外がいに避難して来た人間がいるのかね？」

　村長は両手を広げた。

「グレンダランには二千人の住民がいるはずだ！　その住民も避難するのだろう？」

　村長の言葉を聞いた高官は、よくできたジョークを聞いたような顔で笑いながら答えた。

「なんだ、君の言っている住民とは平へい民みんや下級士族デミセツクのことか！　私はてっきり我々のような選ばれた人間のことを言っているのだと思っていたよ……平民や下級士族たちがどうするのか、そんなことに興味は無い。我々のような優秀な人材を喪うしなうのは国家的な損失だ。だから我々は自発的に避難してきたのだ」

　奥で酒を飲んでいたボルスという男がしたり顔で付け足した。

「そうそう、こういうのを先せん見けんの明めいがあるというのだよ」

　サモーヴァはボルスに向かって言った。

「俺の分の酒を残しておけよ、エズオルどもは今いま頃ごろグレンダランを襲おそって平民どもを食っているから、しばらくは来ないさ、今夜は羽を伸ばすとしようぜ」

　村長は自分の足が怒りに震えているのがわかった。

　……要ようするにこいつらは逃げてきたのだ。

　住民を見捨て、自分の責任を果たすこともせず、さっさと自分たちの家族と家か財ざい道具だけを持って。

　グレンダランに何台の馬車があるのか知らないが……きっとすべての住民を避難させるだけの数はあるまい。

　だとしたら、女性や子供だけを乗せて避難させるという方法だってあったはずだ。なのにこいつらはその貴き重ちような馬車を自分たちのためだけに使ったのだ。

　……そして、それをなんとも思っていない。

　ゆっくりと背を向け、ホテルを出ようとした村長の背中に、二階の部屋から顔を出したサモーヴァの妻らしい女の声が飛んだ。

「ちょっと村長さん！　このホテルの布団ふとん、羽は根ね布団じゃないわ！　羽根布団を用意するように言いなさい！」

　村長は振り向くとゆっくりと言った。

「すみませんね、奥様。この村で羽根布団を持っているような人間はおりません」

　サモーヴァの妻は露ろ骨こつに顔をしかめて言った。

「おーやだやだ田舎いなかの村って、貧乏臭くさくって、こんな村のホテルに泊まるなんて身の毛もよだつわ、客の要求したサービスを提供できないんですから、代金を支払う必要はないということですわよね」

　村長はそのままホテルのドアを開けて外に出た。

　外には不安げな顔をした村人が集まっていた。

「村長さん、今いま聞いたんですけど……スタンピードが起こったって話ですよね？」

「どうなるんですか？　この村は」

「エズオルどもはここまで来るんですか？」

　村長は両手を上げて村人たちを抑えるような身振りをしてから言った。

「はっきりしたことはわからんが……スタンピードは間違いない事実のようだ。どれくらいの規模なのか、ここまでやってくるのかそれはわからんが……グレンエルジンの村が全ぜん滅めつしたところをみるとかなりの規模だろうと思う」

　村長から具体的な村の名前を聞いた村人たちはざわめいた。

　そのざわめく村人を見回して村長は言った。

「エズオルどもは下へ手たをすれば明日、明後日あさつてにこの村まで来るかもしれん、だからわしはこれから村むら役場に村人たちを全員集めて聞くつもりだ……」

「聞くって……何をですか？」

　村長はそこにいる村人を見回して、静かに言った。

「わしについてくるかどうかを聞くのだよ」

　村人の中にいた若い男……村の雑ざつ家か屋やの若わか旦だん那なだったが、その男が聞いた。

「村長についていくって……どういうことなんだ？」

　村長はしばらく黙っていたが、やがて静かに言った。

「村役場にみんなが揃そろったときに言おう……今ここで言ったのでは混乱する」

　そして、ホテルに泊まっている高官たちの食事や世話が終わった頃、スプリングバンクの村役場に、ほとんどの村人が集まった。

　その村人たちを見回して村長は言った。

「村の諸君、スタンピードが起こったということは聞いたと思う。これはわしの個人的なつながりで聞いていたことなのだが……このスタンピードの規模は、ここ五十年で最大のものになるだろうということだ。今まで経験したことの無い数のエズオルが平原を埋め尽くすだろう」

　村人たちはざわめいた。

　そのざわめきが収まらぬうちに村長は言った。

「グレンダランのような城じよう壁へきで囲われていないこの村はおそらくひとたまりもないだろう……だから……わしは諸君らに提案する。この村を捨てて逃げようと！」

　村人たちは一瞬静しずまり返ったあとで、一気に騒ぎ出した。

　その騒ぎを聞きながら村長はしばらくそのまま立ち尽くしていたが、やがて大声で言った。

「そうだ！　これはバクチだ！　もしスタンピードがそれほどの規模でなければ我々は笑いものになりそして罪に問われるだろう、しかし、もしスタンピードがわしの聞いていた通りだとすれば、我々は死ぬ、女も子供も一人残らずだ！　だからわしは賭かけるのだ！　生きる方に！　笑いものになり、罪に問われたとしてそれがどうだというのだ？　それで妻と子供の命が助かるなら安いものではないか！　このままここにいるよりはるかにマシだとわしは思うのだ！」

　村人の一人がおそるおそる聞いた。

「でも……どうするんだ？　家か財ざい道具を積んでいくだけの馬車が無いぞ」

　村長は首を振った。

「持っていくのは身の回りのものと、当とう座ざの水と食糧だけだ、家財道具は置いていく。そして昼も夜も馬車を走らせて、タンカレーの街を目指すのだ。川の中なか州すにあるあの街ならばエズオルに襲おそわれてもなんとかしのげるからな」

　再び騒ぎ出した村人たちに向かって村長は言った。

「準備は今夜、出発は明日の明け方だ！　無理強じいはしない。わしについてくる気のあるものは、二時間後にここに集まってくれ」

　そのとき、一人の男が声を上げた。それはホテルの支配人だった。

「うちに泊まってる客はどうする？　置いていくのか？」

「あいつらは、グレンダランの総そう督とく府ふの役人のくせに、住民を捨ててさっさと逃げてきたとんでもない連れん中ちゆうだ。捨てられる人間の気持ちを味あわせてやればいい。馬も馬車も置いていくから逃げたければ自分たちで逃げればいいだけのことだ」

　ホテルの支配人は顔をしかめた。

「はあ、道理で……本当に性しよう根ねが腐ってるんだな、うちの夕食にさんざんケチをつけて怒ど鳴なったあげくに不ま味ずかったから金は払わないと抜かしやがった……全部食っておいて言うセリフじゃないと言ったら、今度は州しゆう政府の偉いさんの名前を出して営業停止にするとかなんとか脅おどしをかけてきやがったし……あげくのはては酒を飲んで寝るから明日の朝は起こすなときた。思う存ぞん分ぶん朝寝ね坊ぼうをさせてやるさ」




　次の日の朝、ホテルのベッドで目を覚ましたサモーヴァは、スプリングバンクの村が静まり返っていることに気がついた。

　ベッドに身を起こして、机の上に置いてある時計を見ると、時計の針は午前十時を指していた。

　……確かに朝起こすな、とは言っておいたがいくらなんでも遅すぎるな。

　サモーヴァは不満げに鼻を鳴らすと時計の脇に下がっているスタンドベルのヒモを引いた。

　ちりんちりんちりん。

　ベルの澄んだ音がホテルの一階で響ひびいたが、返事は無かった。

　……まったく。これだから田舎いなかの安ホテルというのは。

　サモーヴァは、横のベッドで寝ている妻を起こさないように立ち上がって部屋のドアを開けると、階下に向かって怒ど鳴なった。

「おい！　支配人！」

　またしても返事が無かった。

　そのとき、サモーヴァはホテルの中が異い様ように静まり返っているのに気がついた。

　……おかしい。なにかあったのか？

　寝巻きを部屋着に着替え、慌あわてて階段を下りてカウンターをのぞいたが、そこには誰もいなかった。

　カウンターの奥にある事務室にも、厨ちゆう房ぼうにも誰もいなかった。

　……いったいどうしたというんだ？

　ホテルのドアを開けて外に出たサモーヴァがそこで見たものは。

　自分たちの馬車を牽ひいていた馬を食っている何十頭というエズオルの群れだった。

　昨日の朝始まったスタンピードの、三つの波の東側の先せん端たんが、ついにスプリングバンクに達したのだ。

　この波はグレンダランに向かった本流が、牧場に放たれた牛や羊を食って停まっている間にも前進を続けていた。

　昨日一日かけて進んだエズオルの群れは、今日の朝、日の出と共に動き出し、午前十時に村の前まで来た。そして村の中に入った。

　村の中から美う味まそうな肉の匂においがしていたからだ。

　そして、彼らはそこで肉を見つけた。

　大きな四本足の草食動物の肉と。

　小さな二本足の雑食動物の肉を。







　第九章「夜」







　電気照明の中に浮かび上がるグレンダランの高級住宅街の方角から、明るい音楽が流れて来ていた。

　グレンダランの街を歩く人々は、皆みな一いち様ように顔に安あん堵どの表情を浮かべていた。

　スタンピードによるエズオルの群れを、銃じゆう士し隊たいは見事に撃げき退たいしてのけた。

　ケリンの采さい配はいの下に銃士隊は、その連れん発ぱつ銃じゆうで襲おそい来る何千というエズオルを屠ほふり、そしてＤデイー・Ｄデイーが考案した二段迎げい撃げき法ほうは、エズオルを城じよう壁へきにすら寄せ付けなかった。

　人々の顔に浮かんでいるのは、なんとかなるかもしれない、という安堵と希望だった。

　グレンダランの街に流れる音楽は、屋や敷しき町にあるセレス総そう督とくの屋敷から聞こえていた。

　セレス総督が、屋敷の中庭で室しつ内ない楽がくの楽がく師したちに、楽器を演奏させていたのだ。

　音楽を聴きつけ、屋敷にやってきたタラモアに、セレス総督は、笑いながら言った。

「おお、タラモア君。見事にエズオルどもを撃退したそうだな。さすがだな、これからささやかな祝しゆく宴えんをひらいて、銃士隊の諸君を慰い労ろうしたいと思うのだが……」

　タラモアは、開いた口が塞ふさがらなかった。

　……この人は、何を考えているのだ。エズオルと戦ったのは、たった三時間ではないか。これで勝ったつもりでいるのか。

　そのタラモアの表情に気が付いたのだろう、セレスの顔が曇った。

「……いけないかね？」

　タラモアは静かに首を振った。

「銃士隊以下の戦闘員だけではありません。今このグレンダランの市民は、すべて明日に備え弾だん薬やくの装そう填てんや、矢の生産に当たっております。音楽を奏かなでるのは、市民の慰なぐさめになるかもしれませんが、祝宴というのはお断りします。料理や酒が出せるのでしたら、それは家や家族を失った避ひ難なん民みんにお与え下さい」

　興きようがそがれたような顔をするセレスをそのままにして、タラモアがセレスの屋や敷しきをあとにしたその頃。

　かがり火が焚たかれた城壁の銃じゆう座ざでは、見張り要員に選ばれた隊員たちが、長ちよう銃じゆうを肩に抱いて、毛布にくるまったまま座っていた。

　城壁の外では、死んだ仲間の肉を食らい、骨を噛かみ砕き髄ずいをすするエズオルの咀そ嚼しやく音おんと、そして時おり、犬のような遠とお吠ぼえが響ひびいていた。

「エズオルってのは、なんであんな風に吠えるんだ？　犬みてえによ」

「群れの中で俺が一番強い、かかって来い！　って叫んでるんだとよ」

「喧けん嘩かするなら、エズオル同士でやってくれりゃあいいのによ」

「よく知らねえけどよ、なんでもここに人間が来るまでは、エズオル同士でやってたらしいぜ、そこに俺たちが割り込んだってことらしいぜ」

「なんだよそれ？　どういう意味だ？　じゃあ俺たちはここで暮らしちゃいけねえってのか？」

「俺もよく知らねえって言っただろ、俺にからむなよ」

「お前が言い出したんだろうが」

　少し離れた場所で、仲間のやり取りを聞いていた一人の隊員がすっと立ち上がった。

　それに気が付いた伍ご長ちようのアボットが声をかけた。

「おい、プラットどうした？　小便か？」

　その隊員は首を振ったあとで、拗すねたような目で、高級住宅街の灯あかりを見て言った。

「なんか、馬ば鹿か馬鹿しくなっちまった……なんでオレたちだけこんなところで毛布にくるまってエズオルの遠とお吠ぼえ聞いてなくちゃならないんだ？」

「なんで？　って、それが俺たちの仕事だろう？」

　プラットは高級住宅街の灯りを指差して叫んだ。

「仕事？　じゃああそこにいる連れん中ちゆうは、どんな仕事をしているんだ？　いいもの食って、風ふ呂ろに入って、のんびり寝るって仕事か？」

　アボットは首を振った。

「あそこにいる連中は、銃を撃うてない、戦えない、だから俺たちが代わりに銃を撃って戦っているんだ」

「そうだよな、あの連中は銃も撃たない戦わない。あいつらの仕事は、酒を飲みながら、こうやって死ぬ気で戦っているオレたちを見て、批評家気き取どりで『もっとうまくやれ、なにをやっているんだ』と文句を言うことだ……やってられるか！」

　プラットは、持っていた長ちよう銃じゆうを毛布の上に置いた。

「逃げるのか？」

「逃げやしねえよ、俺は臆おく病びよう者じゃねえ。あいつらが飲んでる酒をこっちに回してもらうだけだ。俺たちにはその酒を飲む資格がある……違うかい？　アボット伍長」

　アボットは、黙ったままプラットの顔を見ていたが、やがて、小さくうなずいた。

「なるべく早く戻れ……それと。自分だけで飲むなよ」

　プラットは、にやっと笑った。

「当たり前だ、みんなの分も分ぶん捕どってきてやる！」

　城じよう壁へきに取り付けられた足あし場ばの階段を駆け下りていくプラットの後ろ姿を見て、アボットはため息をついた。

　……変わったな、あいつも。

　以前なら、やってられるか！　と言ったあとで、そのままどっかに逃げちまったに違いない。まして、仲間の分まで酒を持ってくるようなヤツじゃなかった。

　アボットの脳のう裏りに、白い歯を見せて笑う紅あか毛げの若者の顔が浮かんだ。

　……なんだかんだ言っても。あいつのおかげかもしれねえな。




「弾だん薬やくの消費量が想像以上だな……連れん発ぱつ銃じゆうが採用されたら、補給兵へい站たんの概がい念ねんが変わるだろう」

　補給所の床に自分の背の高さまで積み上げられた使用済みのチャンバーの山を見上げて、Ｄデイー・Ｄデイーがつぶやいたとき。きちんと四角く積み上げられたチャンバーを載せた手押し車を押した作業員たちがやってきた。

「装そう填てん済みチャンバーを持ってきましたぜ、Ｄ・Ｄの旦だん那な」

「ああ、ありがとう、そこに置いて、こっちの使用済みを持って行ってくれ」

　作業員が、鉄の塊かたまりであるチャンバーを、ひょいひょいと荷車から降ろし始めたのを見たＤ・Ｄが、感心したように言った。

「ずいぶんと軽そうに持つよなあ」

「なあに、普ふ段だん扱っている錬れん鉄てつのインゴットに比べりゃあ軽いモンでさあ」

　作業員は、そう答えると、使用済みのチャンバーを手押し車に山積みにして帰って行った。

「……さて、明日は何発使うことになるのかな？」

　独り言をつぶやいたＤ・Ｄが、新たに持ち込まれた装填済ずみのチャンバーの数を数え始めたとき。

「失礼しやす……」

　一ひと声こえかけてハンキーが、のそりと補給所の中に入ってきた。

　小さな民家を借り上げた補給所の部屋が急に狭くなったように感じたＤ・Ｄは、振り向いて声をかけた。

「どうした？　ハンキー隊長。何か用かい？」

「いや、用事ってほどでもねえんですが、弾たまの残りはどれくらいあるのかと思いやしてね……」

　Ｄ・Ｄは右手の部屋に積み上げられているチャンバーを指差した。

「あっちが今いま届いた未使用のチャンバーだ。こっちの部屋にあった空からのチャンバーは持っていってもらった。朝までには全部装填が終わると思う。工こう房ぼうで新しい銃とチャンバーも作っているから、明日はもう少し余よ裕ゆうがある戦いができると思うよ……」

　ハンキーはうなずいた。

「連発銃ってのは……怖いものですね」

「怖い？　どんな風に？」

「威い力りよくもそうですが、なんというかあれは、道具じゃなくて機械って感じがしやす。人の速さを超えています。あれが戦争に使われるようになれば……戦争はあっという間に終わるんじゃねえかと思うんですよ……弾たまを撃うちつくすか……兵隊が全部死ぬか、そのどっちかで……」

　Ｄデイー・Ｄデイーは首を振った。

「いや、俺は戦争は長引くと思うな……弾をたくさん使うことがわかっていれば、その分ぶん多く作っておけばいい。兵隊がたくさん死ぬことがわかっていれば、その分ぶん兵隊をたくさん作っておけばいい。それでも足りなければ、平へい民みんを兵隊にすればいい……女も子供も年よりも全部兵隊にしてしまえばいい……そんな風に考えるヤツが絶対に出てくる」

　ハンキーは、ぎょっとした顔をしてＤ・Ｄを見た。

「まさか……」

「いや、ハンキー隊長。そういうことを言い出すヤツは絶対にいる。ケリンや、タラモアのように最前線に出て、戦わないヤツ……このグレンダランを見捨ててさっさと逃げちまったヤツ……そういう連れん中ちゆうだよ。机の上だけで考えて、人間を数字としてしか見ない連中だ……」

　Ｄ・Ｄはそこで言葉を切ると、大きくため息をついた。

「そりゃあ確かに人間を数字として見る。という目も必要なんだが……なんというか、俺はその目だけで人間を見ることは結局人間を不幸にすると思うんだ。理性と感情のどっちが欠けてもそいつは人間じゃない……」

　ハンキーは感心したように首をひねった。

「あっしは無む学がくな男なんで、よくわかんねえすけど……Ｄ・Ｄの旦だん那なはインテリですねえ……それだけの才さい覚かくがあって、いいとこの坊ぼつちゃんなんすから、もっと出世の道があったでしょうに……なんでケリン隊長なんかのところにいるんすか？」

　Ｄ・Ｄは、にやっと笑った。

「なんでだと思う？」

　ハンキーは天井を見つめて耳の後ろを掻かいていたが、やがて、ぽつりと言った。

「面白いから……ですか？」

　Ｄ・Ｄは、声を上げて笑ったあとでハンキーの背中を叩たたいた。

「わかってるじゃないか！」

「そりゃあ、まあ……あの男と一緒にいれば、退たい屈くつはしないっすね……三十六年生きてきて、こんなに楽しいのは初めてです……命がけですけど」




　その頃、プラットは高級住宅街をさまよっていた。

　家々に灯あかりは灯ともっていた。しかし、肝かん心じんの酒場や食堂はみんな閉まっていた。

　……おかしいな、新市街から避ひ難なんした連中が、ここに集まっているはずなんだけど……。

　プラットはそんなことを考えながら、奥の方にある、上級士族セツク専用の高級飲食店が並ぶ路ろ地じへと入って行った。

　やがて、プラットは、ドアが少し開いて、そこから光と人の話し声が漏れている一軒の高級レストランを見つけた。

　……やっぱり、営業してやがったか……上級士族セツクなんざそんなモンだ。

　さて、どんなインネンをふっかけて酒を巻き上げるとするかな……。

　プラットは侮ぶ蔑べつするような微笑を口の端に浮かべて、そのドアに近づいて、ドアを開けようとした。

　そのとき、いきなりドアが開いて、小さな影が飛び出してきた。

「おわ！」

　驚いたプラットが声を上げると、その影も驚いたように飛び下がった。

　それは七歳さいくらいの男の子だった。

　手と、鼻の頭を真っ黒にしたその男の子は、目を丸くしてプラットを見上げていた。

「なんだお前……なんでお前みたいな子供が、こんなレストランにいるんだ？」

　子供は首を振った。

「ここはレストランじゃないよ、俺と母ちゃんと、近所のおばさんとでひなんしてきたんだ……今は、みんなでチャンバーに火か薬やくと弾たまを込めているところなんだ……」

　男の子はそう言うとプラットの姿を上から下まで見回して聞いた。

「おじさん……銃じゆう士し隊たいの人？」

「ああ、そうだが？」

　プラットの言葉を聞いたその男の子は、目をかがやかせると、くるりと振り向いて家の中に駆け込んだ、そして、すぐに戻ってくると何かを差し出した。

　それは、ワックスで蓋ふたをされた装そう填てん済みのチャンバーだった。

「これ……俺が火薬と弾たまを込めたんだ……これでエズオルをやっつけてくれよ！　俺の父ちゃんエズオルに殺されたんだ！」

　プラットはチャンバーを受け取った。

　よく見ると、それは、あちこちにワックスがはみ出した、雑な作りのチャンバーだった。

　男の子は半分泣なきながら言った。

「お願いだよ！　それで父ちゃんのかたきを取ってくれよ！」

　男の子の後ろに、母親らしい女が立った。そして、プラットの姿を見て目を見開いた。

「母ちゃん！　銃士隊の人だよ！　父ちゃんのかたきを取ってくれるんだって！」

　母親は慌あわてたように男の子に言った。

「こら！　銃士隊の人は、みんな私たちを守るために命がけで戦ってくれているのよ！　忙しいんだから邪じや魔まをしちゃだめでしょうが！」

　そして、プラットを見ると、不安げに聞いた。

「あの……何か御用でしょうか？」

「あ、いえ、なんでもありません、ちょうどここを通りかかっただけです……」

　プラットは慌あわてて首を振ってそう言うと、その場にしゃがみ込んで男の子の頭をなでた。

「お前の作ったチャンバー……もらっていく。お前の父ちゃんのかたき、俺が取ってやる！　だから、母ちゃんの言うことよく聞くんだぞ」

　男の子は力一いつ杯ぱいうなずいた。

「うん！」




　城じよう壁へきにいた隊員たちは、最初プラットが帰って来たことに気がつかなかった。

　プラットは黙ったまま持ち場に就つくと、立てかけてあった長ちよう銃じゆうを取り上げた。

　その物音で、プラットが帰って来たことに気がついたアボットが声をかけた。

「なんだ、戻ってきていたのか……どうだった？　酒場は。女から酒をもらってきたか？」

「いや、酒の代わりに……子供から……弾たま……もらってきた」

　プラットは小さく首を振ってそう言うと、自分の長銃からチャンバーを抜き、ポケットに入れてあったチャンバーを取り出してそれを叩たたき込んだ。

　仲間たちは誰もプラットに声をかけなかった。

　プラットの仕し草ぐさはなぜかとても神しん聖せいな行為のように見えたからだ。




　その頃、旧きゆう市街地にある大おお手ての鉄てつ砲ぽう工こう房ぼうでは、ミントがシルバーチップと共に、旧きゆう式しきの先さき込こめ式の猟りょう銃じゆうを連れん発ぱつ銃じゆうに改造する作業をやっていた。

　今までの改造は、同じ先込め式の銃でも銃身にライフルが切られた軍ぐん用よう銃じゆうを改造するものだったが今回は銃身にライフルが無い丸い弾だん丸がんを打ち出す猟銃の改造だった。

　猟銃はライフル銃に比べて射しや程てい距離が短いが大だい口こう径けいの弾丸を撃うち出せるために当たったときの威い力りよくが大きく、エズオルを倒すには持ってこいの銃だった。

　しかし、威力が大きいということはそれだけ銃にかかる負ふ担たんも大きいということであり、特に後ろからチャンバーを差し込む方式で撃つと、火か薬やくのガスがチャンバーの左右から噴ふき出すために、弾丸の威力も射程距離もはるかに低くなってしまうのだ。

　ミントの父親が発明したチャンバー方式は、ライフル銃だからこそ使える方式であることがミントにもわかってきた。

　シルバーチップに加工させた猟銃を持ってため息をついたミントを見て、この工こう房ぼうの主人であるギルビーが話しかけてきた。

「どうだねミント、やっぱり難しいかい？」

　ミントは顔を上げた。

　ギルビーはその人ひと柄がらが目に見えるような優しい顔で、ミントを見ていた。

　グレンダランで鉄砲鍛冶ガンスミスをやっている人間は何人もいるが、本当に腕が良い鉄砲鍛冶は何人もいない。

　ギルビーはその中の一人だった。

　生前の父の親友であり、ギルドによって鉄砲鍛冶ガンスミスの資格を取り上げられ修理調ちよう整せい以外の仕事が認められていなかった父の腕うで前まえを認めて、ギルドに働きかけ、グレンダランの中だけで、という条件で鉄砲の生産の許可を取ってくれたのも、このギルビーだった。

　ミントは悔くやしそうにうなずいた。

「猟りよう銃じゆうは……難しいですね……今の連れん発ぱつ銃じゆうを改良した方がいいかもしれません」

　ギルビーは目を見開いた。

「改良だって？　あれのどこを改良するというんだ？」

　ミントは設計図を広げた。

「あの銃の最大の欠点は過か熱ねつです。発はつ射しや速度が速いために、銃が熱くなりすぎるんです。鉄は熱で柔らかくなります、撃うち続けることによって、チャンバーを入れる口が変形してしまえばもう撃てません、それを防ぐために銃じゆう士しの人たちは水みず桶おけを用意して、そこに銃を突っ込んで冷やしながら撃っています。でも、撃ち続けるとそんな冷却の仕方では追いつきません。私はそれをなんとかしたいんです」

　ギルビーは設計図を見ながら言った。

「これは……変わった形の銃だね、銃身を何かで覆おおっているのかい？」

　ミントはうなずいた。

「以前……変わったお皿に入ったシチューを食べさせてもらったことがあります。お皿が二重になっていて、間に熱いお湯が入るようになっているんです。そのお湯で中のシチューが冷めないように工夫されたお皿です。それを見たとき、この仕組みが利用できないか、と考えたのがこれです」

　ギルビーは目を見開いた。

「そうか！　銃身を水の入ったジャケットで覆おおうつもりなのか！」

「ええ、常に水に触れていれば銃身の過熱はかなり抑えることができると思います」

　設計図に目を落としたギルビーは、ちょっと考え込んだ。

「しかし、それではかなりの重さになる、とても銃じゆう士しがかついで歩ける重さではない」

　ミントは、机の上にもう一枚の設計図を広げた。

　それは、鉄の棒で組んだ三さん脚きやくのようなものの上に水すい冷れい銃じゆうが載った図面だった。

「この銃は持って歩くための銃じゃありません。エズオルの大たい群ぐんなどを迎え撃うつために、城じよう壁へきやそういったところに据すえ付けて使う防御用の銃です……」

　ミントはそう言うと、机の上にあった部品を取り上げた。

　それは銃のハンマーと引き金の部分を組み合わせたものだった。

「今日戦った銃士の人たちから聞いた問題点で一番多いのがハンマーを起こす指の痛みでした。連れん発ぱつ銃じゆうは、今までの銃に比べてハンマーを起こす回数がはるかに多く、そして間かん隔かくも短いため右手の親指が動かなくなるのだそうです……それで、私は以前考えていたこの機構を組み入れようかと思ってます」

　ミントはそう言ってギルビーに引き金とハンマーを組んだ部品を差し出した。

「ちょっと、この引き金を引いてみていただけますか？」

　ギルビーはハンマーを起こそうとした。

「あ、ハンマーはそのままで、引き金だけを引いて見て下さい」

「そんなこと言ったって、ハンマーを動かさなけりゃ引き金は引けないよ」

　ミントはくすっと笑った。

「これは引けるんです、ウソだと思ってやってみて下さい」

　ギルビーは怪け訝げんな顔をしたが、ミントの言うとおり、ゆっくりと引き金を引く指に力を入れた。

　引き金は動いた。

　そしてギルビーは目を見開いた。

　引き金を引くのと同時にハンマーが起き上がってきたのだ。

「こ、これは……」

　ミントは微笑を浮かべたまま言った。

「いいからそのまま引ききって下さい」

　ギルビーは言われたとおりに引き金を引く人差し指に力を入れた。

　ハンマーは一番上まで行って、そこで引き金を引ききったのと同時にカチンと落ちた。

　ミントは言った。

「引き金から指を離せば元の位置にもどります。そこからもう一度引いてみて下さい」

　ギルビーは言われたとおりに何度も引き金を引いた。

　そのたびにハンマーはカチンカチンと音を立てて落ちた。

　ギルビーの手が震えていた。

「こ……これは……これこそは連発銃でなければ使えない機き構こうだ！　今までのように一発撃うつたびにハンマーを起こし雷管キヤツプをはめ込むような銃には使えない、しかし、チャンバーに雷管がついている連発銃ならば、これでさらに発はつ射しや速度は上がるだろう……恐ろしいことになるぞ」

　ミントは怪訝な顔をした。

「恐ろしいこと？　私はただ、銃じゆう士し隊たいの人たちが親指を痛めないようにと考えただけなんですが……」

　ギルビーはゆっくりと言った。

「開発の動機は、実に君らしい優しいものだったかもしれない……しかし、この機構を組み込んだ水すい冷れい式しきの連発銃が、人を襲おそうエズオルではなく、同じ人間に向けられたらどうなると思うね？　人間は愚おろかだ。百年前私たちは国くに同士で殺しあう戦争というヤツをやった。もし、その戦争にこの銃が使われたらどうなると思う？　死ぬ人間の数はあのときの百倍千倍になるかもしれん……それを考えたことがあるかね？」

　ミントは血の気の無い顔で小さく首を振った。

「私……そんなこと考えたこともなかった……私はケリンが……いえ、銃じゆう士し隊たいの人たちのためになれば、グレンダランの街の人たちを救いたくて……それで……」

　ギルビーは慌あわてたように言った。

「あ、いや、君を責めているわけじゃないよミント。君の父上が作ったあの銃も君が作った銃も立りつ派ぱに役に立っている。グレンダランの住民はみんな君に感謝するだろう。しかし私はこのスタンピードが終わったあとのことを考えて憂うれえたのだ……そんな先のことまで考えることはないし、それは年寄りのたわごとなのかもしれないが、そういう見方もあるのだということを心のどこか片かた隅すみに入れておいてくれればそれでいいんだ」

　ミントは黙ったまま設計図を見ていたが、やがて顔を上げてギルビーに聞いた。

「これは……作らない方がいいのでしょうか？」

　ギルビーは難しい顔をして考え込んだ。

　そして、ぽつりと答えた。

「作りたまえ、これがどう使われるのか私にはわからん。しかし、今この銃を必要としている人がいるのなら、その人のために作ってあげなさい……その人が生き延びるために」

　ミントは小さくうなずいた。

「はい……わかりました」







　第十章「二日目・朝」







　東の空が白くなって来た。

　あたりに朝もやがかかる夜明け前のうすぼんやりした明るさの中で、ミントが城じよう壁へきに立って外を見ていた。

　城壁の外には、畑の土が見えぬほどのエズオルの死し骸がいが転がっていた。

　風が変わった。

　エズオルの死骸の上を渡ってきた風が、ミントに屍し臭しゆうを吹き付けた。

　ミントは、顔かお色いろ一つ変えずにその屍臭を受け止めたように見えた。しかし、目の前に広がる何千というエズオルの死骸を見たとき、ミントの感覚は完全に麻ま痺ひしていたのだ。

　夕べ、ギルビーの工こう房ぼうから戻ったミントは、ケリンに戦場を見せてくれと頼んだ。

　自分の目で自分が作った連れん発ぱつ銃じゆうの本当の姿を見たかった。銃というものの本質を自分の目で確かめたかった。

　ケリンは断ったが、ミントはどうしてもと頼み込み、戦いが始まる夜明け前、短時間だけという条件で許可をもらったのだ。
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　……これが全部、私の作った銃で死んだんだ。

　……私は……これだけの命を奪った、たとえそれがエズオルでも命に変わりは無いんだ。

　エズオルの死し骸がいの山を見ても眉まゆ一つ動かさないミントを見て、銃じゆう士し隊たいの隊員が、ひそひそ話をし始めた。

　それに気がついたミントは、平原から視線を外さずに言った。

「来年……ここは良く肥こえた畑になるわね」

　ぎょっとする隊員たちをあとにしてミントは城じよう壁へきを下りた。

　それは、ミントの精せい一いつ杯ぱいの強がりだった。

　階段を下りる足が震えていた。

　銃というものがいかに無む残ざんなものなのか、改めて思い知らされたような気がした。

　……私が作っている物は、何一つ生み出さない。

　鋤すきや鍬くわのように物を産み出す道具じゃない。

　命を奪い、消し去るための道具なんだ！




　太陽が昇るのと同時に、戦いが始まった。

　しかし、銃じゆう撃げきが始まって、三時間しないうちに、銃士隊の隊員たちから悲鳴が上がった。

「だめだ！　抑えきれねえぞ！」

「エズオルの数がハンパじゃねえ！　昨日の倍以上だ！」

　隊員の悲鳴は事実だった。

　昨日グレンダランを襲おそったエズオルたちは、前ぜん哨しよう部隊でしかなかった。

　今、グレンダランを襲っているエズオルたちこそがスタンピードの本隊だったのだ。

　エズオルたちは、波を作って押し寄せた。

　城壁の前で倒れているエズオルの中には、矢を受けて倒れているものが少なからずあった。

　昨日とは違い、今日の弓ゆみ部隊の放つ矢が効果抜ばつ群ぐんだった理由は、毒どく物ぶつである。

　矢の効果を高めるためにグランダラン中の薬局から各種の毒物が掻かき集められ、それを小こ瓶びんに入れたものが、弓部隊に配布されたのだ。

　銃士隊の連れん発ぱつ銃じゆうと、猟りよう銃じゆう隊たいの猟銃、そして弓部隊の毒どく矢やによって倒れたエズオルの死体が、城壁の前に積みあがった。

　群れの中に、撃うっても撃っても倒れないエズオルがいるのを見た隊員が恐怖の叫びを上げた。

「おい！　あいつら不ふ死じ身みだぞ！　撃っても倒れねえ！」

「馬鹿野や郎ろう！　よく見ろ！　後ろにいるヤツが押しているから倒れねえだけだ！　不死身なんかじゃねえ！」

　しかし、それは要ようするに撃たれても倒れる隙すき間まもないほどにエズオルが密集していることの証明でもあった。

　そして、夜明けと共に始まった戦闘が、五時間を経過した頃、銃じゆう士し隊たいの間から別の悲鳴が上がり始めた。

「チャンバーが動かねえ！　撃うてねえぞ！」

　それは、連続発はつ射しやによる熱ねつ変形が原因だった。

　冷却する暇ひまも無く撃ち続けたため、チャンバーを入れる部分が熱で変形し始めたのだ。

　射しや撃げき可能の銃が減り、弾だん幕まくが薄くなった部分から、エズオルが城じよう壁へきに取り付き始めた。

　石いし垣がきの出っ張りをつかんで、エズオルが城壁を登り始めたのを見たケリンが叫んだ。

「着ちやつ剣けん！　白はく兵へい戦せんだ！　槍やり部隊前まえへ！」

　射撃できなくなった銃を持つ銃士隊は、腰に吊つっていた銃じゆう剣けんを抜いた。

「ちくしょう！　ついにチャンバラかよ！」

「剣けん士しの給料も、余分にもらいたいくらいだぜ！」

　銃剣を長ちよう銃じゆうに取り付けた隊員たちは、城壁を登って来たエズオルたちを突き刺し始めた。

　長銃についている銃剣は細長く先が尖とがったもので、剣と言うよりはスパイクに近いものだ。

　相手が人間ならばこれで突き刺せばそれだけで死ぬか、死なないまでも戦せん闘とう能力を失わせることができる。しかし、人間の数倍の生命力を持つエズオルは、そうはいかなかった。

　銃士隊の隊員の一人が、城壁を登ってきたエズオルの胸を銃剣で刺したが、エズオルは、それをものともせずにその銃剣のついた長銃を両手でつかむと、そのままぐい、と引いた。

「うわぁ！」

　城壁から身体からだを乗り出してエズオルを突いていたその隊員は、叫び声を上げると、自分が突いたエズオルと共に城壁の外に落ちて、そこにうごめくエズオルの群れの中に飲み込まれていった。

　指し揮き所しよとして使っている見張り台の上でケリンは叫んだ。

「落ちたのは誰だ！」

「一番隊のモイダートです！」

「ああ、だめだ！　あれじゃ助からねえ！」

　ケリンは大声で叫んだ。

「身体を突くな！　手足を突け！　城壁から落とすだけでいい！　銃をつかまれたら手を離せ！　銃には代わりがあるがお前らに代わりは無いんだ！」

　まだ撃てる銃を持っている隊員が、銃を構えて怒ど鳴なるように言った。

「俺たちに代わりはないんだとよ！　今までの隊長とはずいぶん違うな！」

　横で入りにくくなったチャンバーをゲンコツで叩たたき込んでいた隊員が大声で聞いた。

「え？　何だって？」

　城壁の上まで登ってきたエズオルの脳のう天てんを撃ち抜いて、さっきの隊員は答えた。

「今までの隊長は、お前らは消しよう耗もう品ひんだ！　換えはいくらでもある！　ってのが口くち癖ぐせだったのによ！」

　チャンバーを叩たたき込んだ隊員は、銃のハンマーを起こして構えると、次に登ってきたエズオルの額ひたいに弾だん丸がんを撃うち込んでから、にやっと笑って言った。

「そりゃそうだ！　うちの隊長はケリンなんだぜ！　ガキだけど漢おとこだ！」

　やがて、沈ちん黙もくする銃が増えるに従って、城じよう壁へきの上の戦いの主役は槍やりや剣、斧おのという武器に変わった。

　槍部隊とは、チャンバーを運んでいた作業員や、火薬運びパウダーモンキーの少年たちのことだった。

　彼らは手に手に槍や斧を持って、城壁を乗り越えようとするエズオルと必死に闘い始めたが人間の力とエズオルの力は違いすぎた。

　見張り台で指し揮きをしているケリンの右手の方でカン高い悲鳴が聞こえた。

　見ると、火薬運びをしていた十四歳さいくらいの少年が、両手をエズオルにつかまれていた。

　そのエズオルの肩には槍が刺さったままになっている。

　きっと突いた槍が浅かったのか、エズオルの筋肉が巻き付いて抜けなくなったのだろう。

　エズオルは、少年の両手を持って広げるようにして少年の身体からだを自分に引き寄せ、その太い牙きばをむき出して口をくわっと開けた。

　ケリンは持っていた長ちよう銃じゆうで素早くそのエズオルを狙うと引き金を引いた。

　パッカーン！

　轟ごう音おんと共に大口を開けたエズオルの口の中と、後頭部にぱっと赤いものが飛び、エズオルは口を開けたまま後ろに崩れるように倒れた。

　食われる寸すん前ぜんだった少年は、ケリンを見た。

　目を見開いた少年の顔には青黒い恐怖の色が染み付いていた。

　ケリンは怒ど鳴なった。

「火薬運びは、城壁から降りろ！　子供の力じゃエズオルは倒せない！」

　指揮所の下にいたＤデイー・Ｄデイーが叫んだ。

「補助戦せん闘とう員いん！　城壁に上がれ！　いいか二人で一頭を相手にするんだ！　絶対に一対一で戦おうなんて思うな！」

　Ｄ・Ｄの言葉が終わらないうちに、手に手に槍や斧を持った大人おとなの男たちが、城壁に登ってきた。

　それは補助員として待機していた普通の市民たちだった。

　ケリンの目には、その男たちは城壁の上で槍や斧を振り回しエズオルと必死に戦っている兵士や、作業員たちに比べて、実に弱々しく見えた。

　……大丈夫かな？

　そのケリンの予感は的てき中ちゆうした。

　補助戦せん闘とう員いんが闘いに投入されて十分しないうちに、城じよう壁へきの上に再び悲鳴が上がった。

　一人の男がエズオルにわしづかみにされていた。

　横にいた男がエズオルのわき腹に槍やりを突き立てようとしたのだが、その男の腰は引けており、まったく力が入っていない。

　エズオルは、わしづかみにしていた男の首に噛かみ付き、そのままその男の首を、無む造ぞう作さに食いちぎった。

　槍を突き立てようとした男の上に鮮せん血けつが降り注ぎ、その血を浴びた男は、その場に、くたっと腰を落とした。

　……腰を抜かしやがった！

　そのとき、両手に斧おのを持った巨きよ漢かんが飛び込んできた。
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　頭から真っ赤な血を浴びているその男はハンキーだった。

　どうやらその血はすべて倒したエズオルの血らしかった。

　ハンキーは両手に持った斧を振りかぶると、目の前で人間を食っているエズオルの両腕に振り下ろした。

　ばぐっ！

　鈍い音が上がり、エズオルは絶ぜつ叫きようすると、つかんでいた男の身体からだを取り落とした。

　ハンキーが斧を引き抜くと両腕の傷口からは血が噴ふき出した。

　斧おのの刃は先さきは骨をも切断したのだろう、エズオルは傷口からぶらんとぶら下がった腕を振り回してくわっと口を開けハンキーに噛かみ付こうとした。

　しかし、ハンキーは一歩下がると再び両手で斧を振り上げ、全身の力を込めてエズオルの両肩から内側に向けて二つの斧を叩たたき込んだ。

　どぐ！

　エズオルの顔がくわっと口を開けたまま固まった、と思った次の瞬間、叩き込まれた両方の斧の刃先から鮮血が噴ふき出し、エズオルの首がぐらりと傾いた。

　そして半分ちぎれかけた首がぶらんとぶら下がるのと同時にエズオルの巨体が倒れた。

　ハンキーはエズオルの死体に足をかけて食い込んだ斧を抜くと、目の前でへたり込んでいる男を見て言った。

「お前は下がっていろ！　この仕事はお前には無理だ！」

　男は半分泣ないたような顔になって、そのまま後ずさりするように城じよう壁へきから去って行った。

　手に持った斧を振って血を払ったハンキーは大声で叫んだ。

「野や郎ろうども！　気張れ！　シロウト衆しゆうに無理をさせるな！」

　そして、そのまま目の前に登ってきた次のエズオルの脳のう天てんに斧を叩き込んだ。

　一連の光景を見ていたケリンは指し揮き所しよの手すりを叩いて悔くやしそうに言った。

「くそ！　普通の人間がエズオルと肉にく弾だん戦をするのは、やっぱり無理だったんだ！」

　……槍やりや斧の闘いは結局は体力勝負だ！　ハンキー並みの身体からだがありゃ別だが、普通の、何の訓練も修行もしていない大人おとなじゃあ勝負にならない！

　このままじゃジリ貧ひんになるに決まっている。

　ケリンは、後ろを振り返った。

　後ろには第二次防ぼう衛えいラインとして造られた旧きゆう市街地の城じよう壁へきが見えた。

　……余よ力りよくのあるうちに旧市街の城壁まで下がるしかないな……計画だと、最低でも今日一日はここで食い止めるつもりだったが仕方が無い。

　ケリンは、横にいた信号兵へいに叫んだ。

「撤てつ収しゆうだ！　撤てつ退たいラッパを吹け！　旧市街の城壁まで下がるぞ！」

　信号兵は、ケリンの顔を見て、命令を確認すると、口にラッパを当てた。

　ラッパの音を聞いた銃じゆう士し隊たいや作業員たちが、次々に城壁から飛び降り始めた。

「時間稼かせぎだ！　手順どおりに油を撒まけ！」

　Ｄデイー・Ｄデイーとハンキーの声が響ひびくと、城壁の上にいた連れん中ちゆうが足元にあった小さな手て桶おけの中身を材木を組んで作った足あし場ばにぶちまけた。

　それは、豚や馬の脂あぶらと植物油を混ぜた、どろりとした液体だった。

「合図はもういい！　俺たちも下がるぞ！」

　ケリンは横でラッパを吹いていた信号手しゆにそう言うと、指揮所から走り降りた。

　抵抗が無くなった城じよう壁へきを、何頭ものエズオルが乗り越え始めるのを見たケリンは叫んだ。

「よし！　点火！　火を放ったらすぐ逃げろ！」

　油を撒まいた兵士たちは、腰につけてあった細く切った布の束をその油に浸すと、それに点火器を当ててリングを回した。

　リングについている発はつ火か石せきから火花が飛び散ると、細く切った布が一気に燃え上がった。

　兵士たちはその火のついた布を振り回すと、さっき自分が油を撒いたところに投げ込み、そして一いち目もく散さんに逃げ出した。

　城壁で戦っていた兵士や作業員たちが、旧きゆう市街地に向かう通りを走り始めたのを見たケリンは、後方を警けい戒かいしていたハンキーに向かって叫んだ。

「俺たちは第二銃じゆう座ざまで下がって、撤てつ収しゆうする部隊が門をくぐるまで援えん護ごする！　続け！」

「了りよう解かい！　撃うてる銃と弾だん薬やくを持って、後退だ！　急げ！」

　ハンキーは周りにいた隊員にそう呼びかけると、旧市街地の城門の前に造った銃座に向かって走った。

　銃座では、先についていたＤデイー・Ｄデイーが銃を撃ち始めていた。

「遅いぞ！　ケリン！」

「指し揮き官が一番最初に逃げるわけにはいかねえだろうが！」

「逃げるんじゃない！　戦術的撤てつ退たいだ！」

「なんとでも言え！　早くチャンバーをよこせ！　この銃は使えるのか？　弾たまはあとどれくらい残ってる？」

　矢や継つぎ早ばやに聞いたケリンに向かってＤ・Ｄは一言で答えた。

「見てのとおりだ！」

　ケリンは銃を構えてうなずいた。

「実に正確な答えありがとうよ！」

「どういたしまして！」

　逃げてくる隊員たちの後ろの城壁の内側に材木を組んで作ってあった足あし場ばが炎ほのおと煙を上げて燃え始めるのが見えた。

　城壁を乗り越えたエズオルは、炎と煙を嫌ったのだろう、城壁の上の通路に立って右う往おう左さ往おうするだけで、城壁の内側には下りてこない。

　そのエズオルたちを撃ちながらＤ・Ｄが言った。

「ファイヤーウォールは成功だな！」

「でも、燃え尽きたら終わりだぞ」

「なに、無事に撤てつ収しゆうするまでの時間稼かせぎだ！」

　ケリンはそう言うと、横を走っていく隊員たちに向かって叫んだ。

「急げ！　早く旧市街の城壁の中に入れ！　新市街は放ほう棄きするぞ！」

　やがて、城じよう壁へきで迎げい撃げきしていた隊員たち全員がケリンたちのいる銃じゆう座ざの脇を通り過ぎた。

「全員撤てつ収しゆうしたか？」

「ええ、あとはオレたちだけです！」

　ケリンは、城壁を見た。

　燃え尽きた足場の間から、何頭かのエズオルが城壁の内側に入ってきていた。

　よく見ると、城壁の向こうには数え切れないほどのエズオルの頭が動いていた。

「よし！　俺たちも撤収だ！」

「了りよう解かい！」

　ケリンたちは、銃座に残っていた予備のチャンバーと長ちよう銃じゆうを持って、後ろにある城門に向けて走り出した。

　旧きゆう市街と新市街を隔へだてる城壁にある城門の大きな木の扉は、がっちりと閉められていたが、その脇にある通用門が開いており、そこから銃じゆう士し隊たいの隊員たちが顔を出しているのが見えた。

「隊長！　こっちです！　早く！」

　隊員の声を聞きながらケリンたちは通用門に飛び込んだ。

　全員が門の中に入ったことを確認した作業員が叫んだ。

「よーし通用門閉へい鎖さだ！　土ど嚢のうを持って来い！」

　通用門のかんぬきがかけられるのと同時に、何人もの男が土や砂を詰めた土嚢をかついでやってきて、門の後ろにその土嚢を積み上げ始めた。

　重い銃と弾だん薬やくを持って全力疾しつ走そうしたために息が上がったケリンたちが肩で息をしているところに、タラモアがやってきた。

「おお、ケリン！　無事かね！　ご苦労だった！」

　ケリンは荒い息のまま答えた。

「すみません、タラモア隊長……今日一日あそこでがんばるつもりだったんですけど……」

　タラモアは慌あわてたように顔の前で両手のひらを振った。

「いやいや、とんでもない！　よくやってくれた。エズオルどもは新市街地の中をあさっているから、しばらくはここまで来ないだろう、少し休んでくれ」

　ケリンはうなずいた。

「わかりました、一休みしてから、第二次防ぼう衛えいラインの巡じゆん視しに出ます」

「旧市街地の城壁は補強してある。ここが実質的な防衛線だ、ここを破られるわけにはいかないからな」

　タラモアはそう言うと、目の前に延びる旧市街地の城壁を見上げた。

　三メルテほどの高さしかなかった古い城壁は今、石積みの城壁の上にさらに二メルテほどの高さに木で作られた防ぼう壁へきが造られ、城壁の高さは約五メルテほどにまで上げられていた。

　タラモアは、この城壁を実質的な防衛ラインとして使うことを考えていた。

　新市街地の住民を屋や敷しき町や高級住宅街に避ひ難なんさせることはできても、この旧きゆう市街地に住んでいる人間全員を避難させ生活させるだけの余よ裕ゆうがなかった。

　つまり、この防ぼう壁へきの内側にある旧市街地の住民は避難できず、ここで生活するしかないのだ。

　もし、この防壁が破られれば、犠ぎ牲せい者の数は計り知れなかった。

　タラモアは、この籠ろう城じようを一週間と見ていた。

　エズオルの目的は、食い物と、そして北に向かうことだ。

　このグレンダランに取り付いたエズオルどもは、食い物を求めている。しかし、それが手に入らず、反はん撃げきを食らうということを知れば、おそらくこのグレンダランを迂う回かいして、さらに北に向かうに違いない。

　スタンピードが脅きよう威いとなるのは、エズオルの数であり、数が減れば、脅威は無くなるのだ。

　タラモアは、もう一度目の前にある旧市街地を囲う城壁を見上げた。

　……一週間か。

　それまでに王おう国こく府ふが動いてくれれば良いのだがな。







　第十一章「禁忌」







　王おう都とデメララの門の下を、急きゆう使しの証あかしである赤い上着を着た男を乗せた早はや馬うまが、ひっきりなしに出入りしていた。

　門を入る早馬はスタンピードの被害と、どこまで進んでいるかという情報文を。そして門を出る早馬はスタンピードの被害を免まぬがれた北の都市に対する応援の要よう請せい文ぶんをたずさえていた。

　西せい域いき国こくは、このスタンピードを国家的災さい害がいと位置づけ、挙きよ国こく体制で対応することに決め、非常体制を宣言し国防軍を対スタンピード戦に投入することを決めた。

　しかし、この決定に対し公然と異い議ぎを唱えるものもまた多かった。

　五階建ての王おう国こく府ふの建物の東ひがし館かんにある西域国の軍ぐん務む局。その一階にある総合会議室に、スタンピード総合対たい策さく本部が置かれていた。

　この総合会議室は、軍の総合指し揮き本部として使えるようなさまざまな工夫がなされており、スタンピードのような大規模な事じ案あんに対処するには持って来いの部屋だった。

　それは、この会議室が設けられている場所を見てもわかる。

　この会議室は前線から来る伝でん令れいや急きゆう使しが、建物の中に入ればすぐに分かり、そして動き回らなくても良いように、東ひがし館かんの玄関を入ってすぐの場所にある。

　安全保障上の問題はあるかもしれないが、ここにこの部屋を作った人間は、長い道のりをやってきた通信使しに、階段を登らせたり、入り組んだ建物の中を無む駄だに歩き回らせるようなことを良しとしなかったのだろう。

　その総合対たい策さく本部の室内に一歩入ると、正面の壁に巨大な西せい域いき国こくの地図が掲げられているのに気づくだろう。

　そして、その地図の上に、いくつもの赤い旗や青い旗が刺されているということも。

　その旗はエズオルの襲しゆう撃げきを受けた地点を意味するもので、西域国の南西部一帯にある中小の村や街の上にはすべて赤い旗、そしてそれより北の都市には青い旗が立てられていた。

　赤い旗は全ぜん滅めつ、もしくは音信不ふ通つうとなっている都市を意味し、青い旗は、未だ健けん在ざいな都市を意味していた。

　赤い旗で埋め尽くされた南部州の中に、一つだけ青い旗が立っていた。それは、グレン川の中なか州すにある小さな都市タンカレーだった。

　この小さな都市はグレン川が自然の防ぼう壁へきとなって、助かっているのだ。

　地図を見上げていたこの部屋の主あるじであるソバーヌは、そのタンカレーの街にある青い旗の下、最も南にある都市、グレンダランに視線を移した。

　……グレンダランは最も南にある。おそらくエズオルに蹂じゆう躙りんされ、生き残っている者は一人もおるまい。

　あの、ケリンという若者には可哀想かわいそうなことをしたものだ。

　ソバーヌは、大たい老ろうに任ぜられたあの会議のあと、満場一いつ致ちで国家非常体たい制せい委員会の委員長に任ぜられた。

　これはこのスタンピードに対応するために臨時に作られた役職であり、この西域国の行政、司し法ほう、軍事、外交、のすべての権けん限げんを与えられていた。

　ソバーヌは実質的に国王、もしくはそれ以上の権限を持っていることとなった。

　地図を見上げていたソバーヌの元に、メリーダウンがやってきて耳打ちをした。

　メリーダウンから何かを告げられたソバーヌは、険しい顔でうなずいた。

「わかった、今いま行く。応接室にお通ししておいてくれ」

「かしこまりました」

　メリーダウンは一礼した。

　応接室には、白い薄い布で作られたトーガのような服を着て、白い帽ぼう子しをかぶった二十歳さいくらいの若い男がソファに座って待っていた。

　ソバーヌが応接室に入ってきて一礼したが、その白い服を着た若い男はソファに深く腰を下ろしたままソバーヌを見上げて、軽く会え釈しやくを返しただけだった。

　ソバーヌは内心でむっとしたが、すぐにその気持ちを抑え込んだ。

　……この男は若いが、知の教団で導どう師し長ちようの位くらいにまでなっている男だ。尊そん大だいなのではない、彼にとってこの態度は当たり前……いや。これでも充分へり下っているつもりなのかもしれん。

　若い男は、何の前置きも置かずいきなり言った。

「評ひよう議ぎ会かいは、今回の決定に不快の念を抱いている。エズオルに軍を差し向けるのは許さんぞ」

　頭ごなしにいきなり言われたソバーヌは、一瞬むっとした顔をしたがすぐにその表情を顔から消した。

　いつものように、この知の教団からの使者を適当におだてて、甘い言葉を並べ、言いくるめ、付け届けに、さまざまな贅ぜい沢たく品ひんを山のように渡してお引き取り願おうと考えたのだ。

　知の教団は、さまざまな失われたテクノロジーと知識を管理する集団であり、厳しい戒かい律りつと階かい級きゆうを持つ実に閉へい鎖さ的な集団だった。

　教団は軍隊も兵士も持ってはいなかったが、巨大な人型のワーカーや、未知の兵器を多数所有しており、百年前の東とう域いき国こくと西せい域いき国こくの戦争の際、それを投入して双方の軍隊を壊かい滅めつさせ強制的に停戦に持ち込んだ記き憶おくは人々の中に深く刻まれていた。

　教団に逆らうことは国家の破は滅めつを意味するととらえられてきたのだ。

　ソバーヌは微笑を浮かべて言った。

「ご不快に思われたのなら謝しや罪ざいいたします。しかし、今回の件は、かなり大規模なスタンピードでして、このまま放置すれば、この西域国に甚じん大だいな損害が出ます。国こく政せいを司つかさどるものとして座して見ているというわけにもまいりません。軍の投入はいわば自衛の行動でして、組織だってエズオルを狩り、滅ほろぼすものではございません、どうかその辺のことを斟しん酌しやくしていただけませんでしょうか？」

　教団の若者は不満げに首を振った。

「いや、許さぬ！　それは禁きん忌きを軽んじているという証しよう拠こである！　評議会は西域国に対し軍の撤てつ収しゆうを命ずる！　教団には、西域国内において禁忌を軽んじるさまざまな兆ちよう候こうが見られるとの報告が来ておる、ここでエズオルに軍を差し向けることを認めれば、禁忌は意味を失い、人は間違った道に進むであろう、直ちに軍を退ひけ」

「し、しかし、何万というエズオルが、今、このときに臣しん民みんを襲おそい、食らっておるのです！　女おんな子供も容よう赦しやなく！　それを食い止めることができるのは軍隊以外にありません！」

　若者はじろりとソバーヌを見て言った。

「食われたから何だというのか？　エズオルはこの世界の主あるじだ。我々は侵しん略りやく者でありエズオルこそが正しいのだ。女子供が何人食われようとも、そんなことは些さ細さいなことにすぎん。人類がこの世界の生態系けいを守り、種としての道どう義ぎを重んじる正しい道を歩むために必要な犠ぎ牲せいである。お前のような近きん視し眼がん的にしか物事をとらえることのできぬ無知なピープルには理解できぬかもしれんがな……」

　ソバーヌの目の前が一瞬怒いかりで暗くなった。

　……この男は……教団は、エズオルを野放しにしろと言うのか！

　何百人、何千人食われても、それを笑って見ていろと言うのか！

　それこそが人間として正しい道だと言うのか！

　ソバーヌは目の前にいる若者の顔を見た。

　教団の若い男の顔には何の表情も浮かんでいなかった。

　そこにあるのは、教団に属する者以い外がいを無知で劣った救いがたい存在として見み下くだした目だけだった。

　……こいつらは、一体何なに様さまなのだ！

　禁きん忌きを振り回し、技術や知識を広めることなく抱え込み、自分たちの権力の道具として使うことしかしない、この知の教団とは！

　百年前の戦争のあと、教団は行きすぎた技術の進歩が戦争を呼ぶ、として、ほとんどの機械製品や記録を破壊し、書物を焚たき、ギルドを組織しすべての技術者と生産者をインダストリアンとして登録し管理下に置いた。

　そして、教団は、さまざまな「禁忌」を定め、ギルドに対して新たな技術の習しゆう得とくと発明を禁じた。

　これが大だい粛しゆく清せいである。

　以来百年、教団は国家の上に君くん臨りんし、禁忌に反する者を審しん問もんにかけ異い端たんと断じた者はギルドから追放、もしくは司し法ほう局に告発し刑事罰ばつを科かしてきた。

　しかし、ソバーヌはこの教団の方針に長い間疑ぎ問もんを抱いてきた。それは、子供の頃に読んだ一冊の本がもたらした疑問だった。

　百年前の大粛清の焚ふん書しよを生き残ったその本の名前は「エノキの書」という。

　ソバーヌの家に代だい々だい伝えられたその本に書かれていることは、教団の教えることとはかけ離れたものだった。しかし、ソバーヌはその本に、真実のみが持つ力と光を感じていた。

　そしてソバーヌの心の中には、知の教団に対する反感が少しずつ蓄ちく積せきされていった。

　大人おとなになり役職に就つき、さまざまな権けん限げんとそして責任ある仕事をするに従って、ソバーヌはすべての問題の根源に教団の禁忌があるということを実感した。

　禁忌とは、絶対的なものだ。

　なぜそれが禁忌なのかという疑問を持つことすら許されない不ふ可か触しよくな存在であり、それは、裏返して言えば、ある種の安全地帯のことだった。

　無責任な行為や、やれるのにやらなかったことを追及されても、そこに逃げ込み「それは禁忌に触れる」とか「禁忌ですからやりませんでした」という言い訳をされてしまえば、手は出せないのだ。

　こうして「禁忌」を言い訳にして生き延びてきた無能な人間たちを見るたびにソバーヌの心の中に反感が積もっていった。

　そして。

　この日。ついにその反感が限界を超えた。

　一本の藁わらがロバを殺す、ということわざがある。

　限界まで荷物を背負わされたロバは、その背中に、たった一本の藁を乗せただけで、その重みに耐えられずにつぶれて死ぬ。という意味である。

　目の前にいる傲ごう慢まんな若者は、ソバーヌにとって、その最後の一本の藁だった。

　ソバーヌは、怒ど鳴なりもわめきもしなかった。

　ただ、静かに言った。

「お断りする」

　若者は、ソバーヌの言葉の意味がわからないような顔をした。

　まだ、ニキビの残りが残っていそうなその顔を見てソバーヌはゆっくりと繰り返した。

「断ると言っておるのだ、聞こえなかったのかね？」

　やっと言葉の意味が理解できたのだろう、若者は目を見開いた。

「な、なんだと！　ピープルの分ぶん際ざいで……」

　ソバーヌはぴしゃりと言った。

「何がピープルだ、このスクリプトキッズ上がりの若わか僧ぞうが！」

　ソバーヌは、知の教団の中にある階かい級きゆうを知っていた。スクリプトキッズというのはその中で最下層の人種の蔑べつ称しようである。

　若者の顔が怒りで赤くなった。

「俺はシサードだ！　スクリプトキッズ呼ばわりは許さんぞ！」

　ソバーヌは鼻で笑った。

「スクリプトさえ与えれば、言うことを聞くと思っている点では貴き様さまもスクリプトキッズと変わらんよ」

　若者はソバーヌをにらみつけた。

「許さん！　教団と評ひよう議ぎ会かいの名にかけて、貴様を審しん問もんにかけてやる！」

　ソバーヌの口く調ちようは変わらなかった。

「そらみろ、スクリプトの代わりに教団の名前と評議会を打ち込んで他人を動かそうとしておる。貴様をスクリプトキッズ呼ばわりしたといってそれのどこが禁きん忌きに触れるのだ？　勘かん違ちがいするな、貴様は、ただの使いであって貴様個人に力があるわけではない、人々が頭を下げ敬うやまうのはその教団の礼服と礼れい帽ぼうであって貴様ではないのだ」

　若者は一瞬言こと葉ばに詰まったあとで、すぐに何かに気が付いたのだろう、勝ち誇ったような顔になってふんぞり返った。

「審問にかけるのは私のことについてではない！　エズオルに関する禁忌に触れたためだ！　エズオルはこの世界の先住者であり、尊そん重ちようすべきものである！　それを尊重せぬものは種としての道どう義ぎ心しんが欠けている！　貴き様さまは審しん問もんにかけられ、失しつ脚きやくするのだ！」

　そして、若者は蔑さげすんだような目でソバーヌを見て付け足した。

「まあ、先住者だとか種としての道義などと言っても、貴様のようなピープルには概がい念ねんすらわからんだろうがな」

　ソバーヌはゆっくりと、何かの物語を暗あん唱しようするような口く調ちようで言った。

「千年前、一隻の移い民みん船せんがこの惑わく星せいに降り立った……しかし、この惑星は目的地ではなかった。移民船は転てん移い装置のトラブルにより船団からはぐれ、まったく計算違いの空間に出現してしまったのだ。移民船の人々は必死で人類が居きよ住じゆう可能な惑星を探し、やっとのことでこの星を見つけた。しかし、惑星ドラングと名づけられたこの星には、発達段階にある知ち的てき生命体、それも人間によく似た遺い伝でん子し構造を持つ動物が存在していた。その動物の名はエズオルと名づけられた。当時の恒こう星せい間かん移民法は一つの生態系けいに複数の知的生命体の存在を認めておらず、その趣しゆ旨しから言えばこの惑星に人類が居住することは許されない。しかし、我々はここにしか生きる場所を求めることはできない。人類は先住種しゆとしてのエズオルに敬意をはらい、彼らを尊重し共存しなければならない、それが人類に与えられた種としての道義的責任である……」

　若者は目と口をあけたままソバーヌを見ていたが、やがて震える声でつぶやいた。

「お、お前のようなピープルが、なぜそれを……」

　ソバーヌは若者をにらみつけた。

「……貴様らだけが真実を知っていると思ったら大おお間違いだ！　エズオルは確かに尊重すべき生き物で、滅ぼすことは許されない、しかし、人間もまたこの世界で生きていかねばならんのだ！　貴様ら教団は、そのための知識も知恵も出すことをせず、ただ先祖の言葉を拡大解かい釈しやくし、自分たちの特権を守るために禁きん忌きとしてそれを利用してきただけではないか！　エズオルを守るためなら何人死んでもそれは必要な犠ぎ牲せいだと貴様は言ったな！　エズオルこそが正しいと！　そうだ、そのとおりだ。もともとこの世界にはエズオルしかいなかったのだからな！　それが正しい姿だと言うのなら、人間がこの世から消えねばならん、ならばまず貴様から消えればよかろう！　貴様らが食うパン、肉、バター、それを作っているのは誰だ？　今エズオルに襲おそわれている農民だ！　貴様が着ているその服を、その布を織ったのは誰だ？　貴様が死んでもいいと言った職人だ！　エズオルを野放しにし、貴様らが蔑んでいるそのピープルが死に絶えたら、貴様らは何を食い、何を着て生きる？　教団にあるメインコンピューターとやらにしがみついて、いくらスクリプトを打ち込んでも、食い物も着る物も道具も、何一つ出てこないのだぞ！」

　若者は蒼そう白はくになったまま口をパクパクとさせたあとで搾しぼり出すように言った。

「ゆ……許さん……報告してやる！　貴様の所しよ業ぎようをすべて評ひよう議ぎ会かいに報告して……」

　ソバーヌはにやりと笑った。

「ほう？　誰が報告するのかね？」

「何だと？」

　目を見開いた若者をソバーヌは半分哀あわれみを込めた目で見下ろして言った。

「君には、しばらくこのデメララに滞在してもらうとしよう……なに、そう長い間ではない。このスタンピード騒そう動どうが終わるまでだ」

　若者は、がばっと立ち上がった。

「ふざけるな！　お前にそんなことができるわけがない！」

「できるのだよ、物理的にね」

　そう言うと、ソバーヌはゆっくりと懐ふところから短銃を抜いてハンマーを起こした。

「常に短銃を持ち歩くのは上級士族セツクとしてのたしなみでね……さあ、静かにしてもらおう。暴ぼう発はつ事故で尊い人命を失いたくない……いや、君にとっては、エズオルの命に比べれば取るに足りない命で、失っても惜しくないかもしれないが、私の寝ね覚ざめが悪いのでな」







　第十二章「国防軍会議」







　ソバーヌが教団の使者を憲けん兵ぺい隊たいに引き継いでいた頃。

　西せい域いき国こくの軍ぐん務む局にあるスタンピード総合対たい策さく本部の置かれた総合会議室の中では、国防軍の総そう司し令れい官かんであるコルドン将軍と、各かく連隊長クラスの将校が集まって、対スタンピード作戦の策さく定ていと、防衛ラインをどこに置くか、その会議を開いていた。

　コルドン将軍は、今まで王族が務めていた歴代の軍の総司令官と異なり、王族ではない一族の出身者である。

　西域国における権力構こう造ぞうの中で、王族以外の人間でありながら、実じつ動どう部隊としての軍を任されるということが、この将軍の信頼の厚さを物語っている。

　年ねん齢れいに裏打ちされた経験と、そしてその年齢には似に合あわない熱気を持ったこの男は、まさに軍人として生きるために生まれてきたような男であり、もし彼がこの平和な時代ではなく乱らん世せいに生まれていれば、間違いなく歴史に名を残すであろうと言われていた。

　情報担たん当とう官かんらしい将しよう校こうが、会議の出席者を見回して一礼したあとで、会議テーブルの上に広げられたデメララ南西部の地図を指し示しながら説明を始めた。

「現在までに入っている情報、及びこちらの出した斥せつ候こう部隊により判明したところによると、五日前にグレン州南部で発生したスタンピードの先頭は、現在西と東の二つの大きな流れとなって北上しておりまして、西側はカーリット州のほぼ中央付近まで、東はニトロ州の南端まで達している模も様ようです」

　情報将しよう校こうは、南部にある川の中なか州すにある都市を指示しながら報告を続けた。

「このタンカレーは、現在こちらで確認できているグレン州唯ゆい一いつの生せい存ぞん都市です。この都市とは川を使い、現在も通信が可能です。本日届きました状況報告によりますと、川沿いに北上する群れを多数船ふねから確認した、とのことでして、これがおそらく西側の流れの本隊だと思われます。次に西せい域いき国こく内の交通路の状況についてご説明します」

　情報将校はデメララから四方に延びる鉄道を指示しながら言葉を続けた。

「西にし本ほん線せんの各駅は、カーリット州連隊が警備しておりますが、シャスポー駅及びゲベール駅において、エズオルと遭そう遇ぐうした旨むねの報告があります。いずれも数十頭の小しよう規模の群れで、すべて撃げき退たいしたとのことであります」

　テーブルの中央に座っていた将軍らしい白はく髪はつの初しよ老ろうの男が言った。

「こうやってみると、エズオルは、東と西にしか来ておらんようだな。中央部はどうなっておるのかね？」

　情報将校は首を振った。

「実際には中央にこの東西の群れよりもはるかに大きな集団があるようです。先ほどご説明したタンカレーからの報告によりますと、その群れは、未だに南部州に留まっており北上を開始しておらないようです」

「南部州に？　なぜだ？」

　情報将校は南部州にある一つの都市を指し示した。

「数万頭からなる最も大きな群れは、現在この都市を取り巻いたまま動きを止めておるようです……」

　その都市の名前をちらっと見て情報将校は言葉を継いだ。

「グレン州の州しゆう都と、グレンダランですね」

　将軍たちは、顔を見合わせて小声で言葉を交わした。

　やがて、一人の女性将校が手を上げて聞いた。

「エズオルは、なにゆえに、その都市にこだわっておるのか？　その理由は？」

　情報将校は肩をすくめて答えた。

「誠に申し訳ありませんアニゼット様、理由はわかりません。我々が教きよう示じできるのは、今、こうなっている。ということであって、なぜ、こうなっているのか、ではございません」

　アニゼットは両手を顔の前に上げて小さく頭を下げた。

「すまぬ、つまらぬことを聞いた。忘れてくれ。相手が人間であっても行動目的を推定することは難しい。ましてや相手は人ならぬ獣けものだ、わかるわけがないな」

　アニゼットの後ろにいた若い士し官かんが小声で何かを言うと、アニゼットの周りにいた指し揮き官たちが小声で笑った。

　白はく髪はつの将軍が怪け訝げんな顔をした。

「今、なんと言ったのかね？」

　アニゼットは慌あわてて首を振った。

「あ、いや、今のは私の部下が軽口を叩たたいたのだ、たいしたことではない、気にしないでくれ」

　将軍は、微笑を浮かべて言った。

「そう言われると気になるものだ、アニゼット様の部下とやら、なんと言ったのかそこで述べなさい」

　アニゼットは後ろにいた、二十歳さいそこそこの若い金きん髪ぱつの士官をにらんだ。

「カルタ！　お前がいらんことを言うからコルドン将軍が気にされたではないか。さっさとお答えしろ」

「申し訳ありません、アニゼット様」

　カルタは素直に頭を下げたあとで、立ち上がると、良く通る声で堂々と言った。

「私は、こう言ったのであります『わからないがゆえに本能である。色と恋、金に出世、人の欲もみな本能』と……」

　将軍は、にやっと笑った。

「そうか、わかった、ありがとう」

　カルタは悪びれる様よう子すもなく一礼して着席した。

　将軍は、立ち上がると、グレンダランを指差した。

「なにゆえにこの都市にエズオルがこだわるのか、それはわからん。本能とは今、その若い士官が言ったとおり人じん智ちを超えたところにあり、その力には人間とて逆らうことはできん。しかし理由は何にせよ、スタンピードの波は、この都市により東西に大きく分ぶん散さんし、弱体化しておるものと思われる。我々は、これを奇き貨かとしてとらえ、東西の二つの波の及ぶ恐れのある都市に守備隊を配置することとしよう」

　そのとき、手元にあった報告用紙に視線を落としていた情報将しよう校こうが、顔を上げた。

「あ、申し忘れましたが、タンカレーからの情報に、グレンダランの方角より、かなりの数の銃によるものと思われる銃声がする。というものがありました。ひょっとするとそれが、エズオルを引きつけている理由かもしれません」

　居並ぶ将校たちが、ざわつく中でコルドン将軍が聞いた。

「それは、いつのことかね？」

　情報将校は、慌てて報告書を見た。

「一昨日おとといの夕刻、伝でん令れいがタンカレーを出るときに耳にした、とのことです」

「一昨日の夕刻だと？　だとすると、グレンダランはスタンピードに襲おそわれてもなお組織的抵てい抗こうを行っているということか！」

「あの都市には他の都市にはない堅けん固ごな城じよう壁へきがある、おそらく籠ろう城じようしているのだろう」

「そういえばグレンダランにも地方守備隊が配置されていたな」

　情報将しよう校こうは手元の編へん成せい図を見て答えた。

「六三三銃じゆう士し隊たい、百名が配置されております」

　銃士隊の番号を聞いたとたん、その場にいる将校たちの間に微び妙みような空気が流れた。

　それは、蔑べつ視しに似た冷れい笑しようを伴うものだった。

「ああ、あの六三三銃士隊か」

「下級士族デミセツク上がりのシロウト隊長が指し揮きする懲ちよう罰ばつ兵へいの寄せ集めですな」

「組織的な抵抗を続けているとは信じられん。何かの間違いだろう」

「少しは抵抗したのかもしれんが、たったの百名では太た刀ち打うちできんだろう。今いま頃ごろ数万のエズオルに飲み込まれておるだろうな」

　そのとき、会議室に報告用紙の束を持った将校が入ってきて、敬けい礼れいすると情報参さん謀ぼうにその束を渡した。

　報告用紙をめくって文ぶん面めんを確認していた情報将校の目が見開かれた。

「タンカレーより伝でん令れいがまいりました。さまざまな最新の情報が入りましたが、まずこれをお伝えします……」

　そう言って情報将校は、一枚の文面を読み上げた。

「エズオル数万、引き続きグレンダランを包ほう囲い中。グレンダランは多数の銃を持ってこれを迎げい撃げき中と認む。銃声いまだやむことなし……日付けは昨日の夕刻、となっております」

　会議室にいる将校たちが再びざわついた。

　何人かの将校は笑った。

「意外だな、屑くずどもでも、自分の命が、かかるとなると必死というわけか」

「いや、平へい民みんが見よう見まねで銃を撃うっているのかもしれんぞ、あの屑どもに戦う気などありはしないだろう」

「まあ、どっちにしろ今いま頃ごろは食われているさ、三日も持つわけはない」

　カルタは両手を握り締めていた。

　カルタの脳のう裏りに、この王おう国こく府ふの軍ぐん務む局の廊下でケリンと最後に会ったときの光景がよみがえった。




　軍務局長の執しつ務む室で、局長直じき々じきに任官辞じ令れいを受け取ったカルタが、一礼して部屋を出ると、そこに、礼服を着たケリンが立っていた。

　白い歯を見せて、ケリンは言った。

「よう、カルタ、おめでとう。近この衛え連隊の五十人隊長だって？」

　カルタは小さく一礼した。

「ありがとう、貴き様さまは地方守備隊の百人隊長だそうだな」

　ケリンは面おも映はゆげに右手の人差し指で頭を掻かきながら答えた。

「百人隊長って言ったって地方守備隊だ、近衛連隊の五十人隊長に比べれば下したっ端ぱだよ。おまけにグレンダランって僻へき地ちに飼い殺しになってるゴロツキ部隊の隊長だそうだ……ハメられたような気がしないでもないがな……」

　カルタは手に持った任官辞じ令れいを顔の前で振って言った。

「確かにこいつは保護観かん察さつの罠わなみたいなものだ。俺も貴き様さまも逃げも隠かくれもできん。だがこれを罠と見るか好こう機きと見るかは俺たち次し第だいだ」

　ケリンはうなずいた。

「違えねえな。俺たちはパッサーズだマイヤーズだと言いながら互いに相手を敵にしてケンカしてきたけどよ、俺たちは今度は本当の敵とケンカしなくちゃならねえんだ」

　カルタは怪け訝げんな顔をした。

「本当の敵だと？」

　ケリンもまた手に持った任官辞令を顔の前で振った。

「そうさ、俺やお前……下級士族デミセツクと上級士族セツクの不良が失敗するのをあざ笑わらいたくて心待ちにしている連れん中ちゆうだ。こいつは、その敵と戦う場所への案内状だ」

　カルタはケリンの顔を見直した。

　……こいつは、わかっている。

　俺たちは、これから手足の動き言葉の端はし々ばしまで、常に敵意に満ちた視線にさらされるのだということが。

　そして、俺たちは、俺たちの背中に何百何千という仲間たちを背負っているということを。

　ケリンは、再び白い歯を見せて笑うと、カルタに右手を差し出した。

「負けんなよ、パッサーズの名にかけて」

　カルタはその手を握って言った。

「貴様もな、マイヤーズの名にかけて」




　……ケリン。

　貴様は戦っているのだな。

　エズオルと、そして、今ここにいるこいつらと。

　やがて、将軍が静かに言った。

「エズオルのスタンピードは、より強い者を選び出すための生せい存ぞん競争だという説がある。エズオルの本能の中に、より強いものに立ち向かおうとする意識が生まれているのだとすれば、エズオルどもがグレンダランから動かない理由の説明がつく。彼らは、グレンダランに住む人間を自分たちより強い敵と認識し、それを倒さねば先に進むことはできないと思い込んでいるのであろう」

　居並ぶ将しよう官かんたちはうなずくと、椅い子すから立ち上がって地図をのぞき込んだ。

「我々には北部の守備隊を召しよう集しゆう再編する時間が与えられたというわけだな」

「うむ、今日にもさらにコルダイト州連れん隊たいと、エルサイト州連隊もこのデメララに到着する、そうすれば防衛ラインはさらに広げることができるな」

「まず西の先せん端たんを叩たたこう。数が少ない」

「東にも増ぞう援えんを送った方が良い、こっちは遅いがその分ぶん数が多そうだ」

「そうなると、手持ちの兵力の配分は西が四、東が三、そして中央に三、ということか？」

「うむ、中央は予備ということで、動かさぬ方が良いだろう」

　将官たちの作戦案を見ていたカルタは、思わず声を上げた。

「グレンダランに兵を送らなくても良いのですか！　グレンダランは今、孤立し、必死に戦っております！」

　将官たちは眉まゆをひそめた。

「何者だあの男は？」

「一いつ介かいの、それも五十人隊長の分ぶん際ざいで、出すぎた真ま似ねをしおって……」

「アニゼット様の部下だと思っていい気になりおって……」

　振り向いたアニゼットが、ぴしゃりと言った。

「下がれカルタ！　それは、貴き様さまが言うべきことではない！」

　カルタは、はっとすると、そのまま頭を下げた。

「申し訳ありません、アニゼット様」

　アニゼットはカルタの顔を見ると、ふっと笑って言った。

「それは、私が言うべき言葉だ」

　アニゼットはそのまま立ち上がると、凜りんとした声で言った。

「私はグレンダランに援えん軍ぐんを差し向けるように要よう請せいいたします！　このスタンピードにおける最大の殊しゆ勲くん者は、今、籠ろう城じようし、何万という数のエズオルと戦い続けているグレンダランの者でありましょう！　彼らがかの地で戦い続けているがゆえに、我々は部隊を再編し、多くの人々を守ることができるのであります！　彼らを見殺しにすることは納なつ得とくできません！」
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　居並ぶ将しよう官かんの中からいくつかの声が飛んだ。

「しかし、いまさら間に合うまい」

「まあ、良く戦ってくれたとは思うが、それは必要な犠ぎ牲せいであったと言うべきだな」

　一人が半分笑わらいの混じった声で言った。

「もともと失っても惜しくない部隊だしな」

　何人かが低い笑い声でそれに応えた。

　アニゼットは、笑った将官をびしりと指差し叫ぶように言った。

「貴様！　官かん姓せい名めいを名乗れ！　グレンダランで戦いし者どもは、いわば我らの身代わりとなり、かの地で戦っておるに等しいのだぞ！　我々は彼らに対し、感謝することはできても、それをあざ笑うことはできぬはずだ！　彼らを見殺しにすることを当然のこととして語り、かの者どもを冷笑するとは、貴様らはそれでも軍人か！　貴様らは人ではない！　エズオルにも劣る！　温かき血を持つ獣けもの以下だ！　私は貴様らと同じ軍服を着て、国防軍にいることをこれほど恥ずかしいと思ったことは無い！」

　会議室が静まり返った。

　やがて、コルドン将軍がゆっくりと言った。

「近この衛え連隊長の言うことは正しい。されど我が軍に応援を差し向ける余よ裕ゆうは無く、かつグレンダランは遠い。勇ゆう敢かんなる者に手を差し伸べたくともその手段が無いのだ」

　アニゼットは、ゆっくりと言った。

「我が近衛連隊はこの王おう都との守備隊として、前線に出ることなく、いわば予備兵へい力りよく扱いとなっております。我々をグレンダラン救援に差し向けられたい」

　コルドン将軍は、小さく首を振った。

「このデメララよりグレンダランに向かう途上には数多くのエズオルが徘はい徊かいしているであろう、到とう底てい無事にグレンダランまでたどり着けるものとは思えぬ。近この衛え連隊は、このデメララの防衛の要かなめである。アニゼット様のご要望には添いかねるな……」

　そして、コルドン将軍は、さっきグレンダランの守備隊をせせら笑った将しよう官かんたちに視線を移した。

「スミノフとダンカン。貴き公こうらに東部戦せん線せんの正面に立ってもらうことにしよう。貴公らの言うところのグレンダランの屑くずどもですら、これほどの戦いぶりを示しているのだ、貴公らのような優秀で、なおかつ身分の高い上級士族セツクならば、その数倍のエズオルと戦いこれを蹴け散ちらすことなどわけもなくできるであろう？」

　スミノフとダンカンという二人の上級士族の将校の顔から血の気が引いた。

「将軍！　我々は後方で輸送路の警けい戒かい等に当たることになっておりまして……」

　コルドン将軍はにっこりと微笑ほほえんだ。

「いや、貴公らには、正面作戦に当たるだけの能力に乏しいと思ってその任に就つけたのだが。貴公らの言葉を聞き、わしは見直したのだ。貴公らは自分に自信があるからこそあれだけのことが言えるのだとな……貴公らが二ふた言こと目めには主張する上級士族の誇りとやらを見せてくれることを楽しみにしておるよ」




　会議が終わり、近衛連隊の本部に向かって歩くアニゼットの背中に向かって、カルタがすまなそうに言った。

「申し訳ありません、アニゼット連隊長閣かつ下か。出すぎた真ま似ねをしでかしまして……」

　アニゼットは振り返ると面白そうな顔で言った。

「お主ぬしが謝ることはない。お主が言わなければ私が言っていた……」

　そして、アニゼットは、すっと立ち止まった。

「アニゼット閣下？」

　アニゼットは、怪け訝げんな顔をするカルタの顔を見上げて小声で言った。

「カルタ……貴き様さまは、なんとしてでもグレンダランに行くべきだと思っておるな？」

「あ、いえ。コルドン将軍のおっしゃることはもっともです……グレンダランに向かうまでの間に危険が多すぎることは事実であります」

　アニゼットは、ふっと笑った。

「ならば、それをなんとかしろ」

「え？」

　目を見開いたカルタをイタズラっぽい目で見上げてアニゼットは笑った。

「その問題さえクリアできれば、我々は動けるのだ。なんとしてでも方法を見つけて来い！」

　カルタは戸と惑まどった。

「あ、はい、しかし、我われ々われ近衛連隊の任務はこのデメララの警備でありますが」

　カルタの答えを聞いたアニゼットはうなずいた。

「そうだ、我々は何があってもこの王おう都とデメララを守らねばならん。そしてそのためには敵であるエズオルどもが、どこまで、どれくらいの勢力で来ているのかそれを知る必要がある。違うか？」

　カルタは、アニゼットの言っている意味を理解した。

「そのとおりであります。敵てき情じよう偵てい察さつは防衛の基本です……特に威い力りよく偵察と強きよう行こう偵察は」

　アニゼットはうなずいた。

「私はここから一人で近この衛え連隊本部に帰り、部ぶ隊たい出動の準備をするとしよう。お主ぬしはなんとしてでもグレンダランに向かう手立てを探して来い！」

　カルタはにっこり微笑ほほえむと敬けい礼れいした。

「了りよう解かいいたしました！」

　デメララの街の中を歩きながらカルタは考えていた。

　……近衛連隊の総力は千二百人。そのうち半分を出しゆつ撃げきさせるとしても六百人。

　それに補ほ給きゆう部隊や、資し材ざい輸送隊を加えれば動く人数は八百人か……軍馬と馬車ならば用立てることはできるが、エズオルが跳ちよう梁りようする中を馬と馬車で動くのは危険すぎる。

　そのとき、カルタのすぐ横で、鐘かねがカランカランと鳴り響ひびいた。

　顔を上げると、六頭立ての大型の鉄道馬車がこちらに向かって走って来るところだった。

　気が付かぬうちに鉄道馬車の線路の中に入り込んでしまっていたのだ。

　慌あわてて線路を横断したカルタの脇を、大型の鉄道馬車が通り過ぎて行った。

　その鉄道馬車は、全体を国防軍の車両と同じダークグリーンに塗っており、側面と正面に西せい域いき国こくの紋もん章しようを掲げ、黄色い連れん隊たい旗きをはためかせていた。

　……コルダイト州連隊か、北部州からの応援だな。

　鉄道馬ば車しや連隊が所有している軍用の兵員輸ゆ送そう用よう大型馬車には、五十人以上の兵士が乗ることができる。

　鉄道馬車は、この西域国で、もっとも効率の良い運うん搬ぱん交通手段なのだ。

　カルタは、はっとした。

　……そうだ、グレンダランには、鉄道馬車の大陸南北縦じゆう断だん線せんが延びている。

　鉄道馬車を使えば、グレンダランまで行けるんだ！

　問題は、馬車を牽ひく馬をどうやってエズオルから守るかだ……。

　そういえば、一年ほど前に、装そう甲こう鉄道馬車とかいうのを観かん閲えつ式しきで見た覚えがある。

　馬と馬車全体を装そう甲こう板ばんで囲った奇き妙みような馬車だったが、あれならばなんとかなるのではないかな……。

　カルタはしばらく考えていたが、やがて意を決したようにうなずいた。

　……俺一人でいくら考えてもいい知恵なんか出ない。やはり鉄道馬車のことは鉄道馬車の専門家に聞かねば。

　カルタは、あたりを見回すと、目の前にある鉄道馬車の線路に沿って小走りに走り出した。

　デメララの南の一角にその施設はあった。

　何本もの線路が延びる民間の鉄道馬車会社の操そう車しや場の一角から、延びた数本の線路が、その建物の門を通って施設の中に延びている。

　門の扉に西せい域いき国こくの紋もん章しようを掲げ、その脇に制服姿すがたの兵士が衛えい視しとして立っているこの施設は、西域国国こく防ぼう軍ぐん鉄道馬車連れん隊たいの連隊本部兼けん鉄道工こう廠しようであった。

　石造りの古い倉庫のような建物の奥にある、連隊長室で、カルタは鉄道馬車連隊のシードル連隊長に直じか談だん判ぱんしていた。

「前置きは抜きで、直接申し上げます！　我が近この衛え師し団だんは、グレンダランまで強行偵てい察さつを計画しております！　しかしグレンダランは遠く、その行こう程ていには数多くのエズオルが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしておりそこにたどり着くまでに多大の損害が予想されます。あの都市まで行く手段として、使えるのは、この鉄道馬車以い外がいにありません。シードル連隊長のご尽じん力りよくをお願い致します！」

　シードルは五十過ぎの、見るからに技術屋という顔つきの赤ら顔の男だった。

　連隊長でありながら、軍服の上に軍の作業服を着込んでいるところから見て、この男は机の上だけで仕事をする気がないことがわかる。

　シードル連隊長は、少し驚いたような顔で答えた。

「近衛師団は、この王おう都との防衛が任務のはずだ。なにゆえにそのような場所……それもスタンピードのど真ん中に行く必要があるのかね？」

　カルタは胸を張った。

「グレンダランでは、何万というエズオルに包ほう囲いされているにもかかわらず、いまだに守備隊と市民が一いち丸がんとなってこれに抵抗し続けております。そして、彼らがかの地で戦い続けているがゆえに我々は、迎げい撃げき体制を整え、反攻に出ることができるのであります。我々はかの地で戦う戦友と市民を救う義務があると信じます」

　カルタの言葉を聞いたシードル連隊長は、机の上に書類の束を取り出して見せた。

「先ほど作戦会議要よう項こうが私のところにも届いたが……アニゼット様は、確かにグレンダランに援えん軍ぐんを差し向けるように進言しておったな……しかし、コルドン将軍にその提案は却きやつ下かされたことになっておるぞ、どういうわけだね？」

　カルタは悪びれもせずに言った。

「はい、その通りであります。我々はこのデメララを防衛するという任に就ついております。アニゼット様は、王都防衛に際し、最も大切なことは敵てき情じよう視察であり、まず情報を収集するべきであるという結論に達しました。その敵はどこにいるのか？　敵の主力はどこにいるのか？　それは、グレンダランであります。従って我われ々われ近衛連隊は王都防衛のために、グレンダランに向かう必要ありと判断したわけであります。ぜひともご協力をお願いいたします！」

　シードル連隊長はカルタをにらみつけた。

「貴き様さま、正気か！　このデメララから、鉄道馬車で三日かかる距離にある、この西せい域いき国こくでも最も南の外れの都市に部隊を送り込むことが、王おう都と防衛の任務だと言うのか！　軍の中にはエズオルを敵として狩ることですら禁きん忌きに触れると言って恐れる者が数多い。にもかかわらず、近この衛え連隊みずから禁忌を破り、命令に従わぬとあっては、軍ぐん規きは乱れ、この西域国の名は地に落ちるであろう！　そのような愚ぐ行こうに協力する気はない！」

　カルタはひるまなかった。

「私もアニゼット様も正気であり、本気であります！　我々国防軍が守るべきは禁忌にあらず、国民なり！　と大たい老ろうソバーヌ様が宣言した通りであります！　いたずらに禁忌を恐れ、禁忌の名の下にするべきことをせず、禁忌の名の下に国民を見殺しにするは、軍の本分にあらず！　我が近この衛え連隊が守るのは、国民とこの王都のみにあらず！　我らは国王の名と、名めい誉よをも守るために存在しておるのです！　今デメララで戦いたる者を見殺しにすることは、王の、そして我が西域国国防軍の名誉に関わることであります！　我らは、その名誉を守るために、デメララに赴おもむき、かの地で戦っている者どもを救い、広くこの世界に住む者に、西域国は勇ゆう敢かんな者を見捨てることは決して無いと知らしめる必要があると思うが故であります！　ご協力を！」

「まだ言うか！」

　シードルは、カルタの顔を正面からにらみつけた。

　カルタは、その目を正面から見返して、言った。

「何度でも言います！　ご協力を！」

「この……不良上がりの五十人隊長め！　アニゼット様に可愛かわいがられていることを良いことに言いたい放ほう題だい言いおって！」

　カルタの表情は変わらなかった。

「確かに私は不良上がりの五十人隊長です、しかし、そのことと、これとの間に因いん果が関係はありません。私が不良上がりでなくとも、いえ、私でなくともアニゼット様の固い意志を受けた者が、必ずここにまいり、私と同じことを申し立てたはずです！」

　シードルは黙り込んだ。

　カルタはその前から動かなかった。

　一分ほどの沈ちん黙もくのあとで、シードルはゆっくりとつぶやくように言った。

「守るべきは国民にして禁忌にあらず……か。ソバーヌ様も思いきったものだな。それだけこのスタンピードを重く見ているということか……」

　カルタはうなずいた。

「ソバーヌ様は思いきった御お方かたです。西域国はこれで大きく変わるかもしれません」

　シードルはカルタの顔を見上げて言った。

「お前の言うこともわかる。しかし鉄道馬車も、普通の馬車と同じだ、馬がエズオルに襲おそわれれば動けんぞ……」

「私は昨年の観かん閲えつ式しきで、装そう甲こう鉄道馬車というものを見た覚えがあります。馬車だけでなく牽けん引いんする馬のいる部分も板で覆おおわれた馬車でした……あれならばエズオルに襲おそわれても馬を食われる心配は無いのではありませんか？」

　シードルは、ちらっとカルタを見上げた。

「知っておるのか……まんざら馬鹿ではないということだな。お前さんの言う通りだ。あれならば、エズオルに襲われても馬は無事だろう……しかし、重すぎて馬が疲れてしまうのだ。一日に動ける距離は普通の鉄道馬車の半分以下でしかない。とてもグレンダランまで行けんよ」

「軽量化しても無理でしょうか？　あの装そう甲こう馬車は銃じゆう弾だんに耐えるために作られていますが、この任務で相手にするのはエズオルです、エズオルは銃を持っていません。木の板でも充分に役に立つと思われますが……」

「軽量化しても馬の疲労は防げん……問題は途中の駅が襲われていれば、馬の交換ができんということだ。三日同じ馬に牽ひかせ続ければ、馬が持たない」

「そうですか……疲れ知らずの馬がいればいいのですが……そんな馬はいるわけが無いな」

　カルタの言葉を聞いたシードルは、ちょっと目を見開いた。そしてしばらく考え込んだあとでゆっくりと言った。

「貴き様さまに見せたいものがある……工こう廠しようまで来い」




　それは、工廠の奥の、鉄道馬車の部品や、レールの分ぶん岐き器きの廃はい品ひんなどが山と積まれた場所の中に置かれていた。

　シードルの指示を受けた工廠の職しよつ工こうたちが、クレーンを使って部品を動かし始めると、そのガラクタの山の中に、石で組まれた小屋のようなものが見えてきた。

　怪け訝げんな顔をして一連の作業を見ていたカルタに向かって職工の一人が笑いかけながら言った。

「あれが日の目を見ることになるとは、思いもよらなかったな」

「あの小屋の中には……一体何なにがあるのですか？」

　職工は、にやっと笑った。

「禁きん忌きだよ、百年前の大だい粛しゆく清せいで壊されたはずのものだ……俺も言い伝えだけで、実物を見るのは初めてだ。歴代の工廠長に取り扱い説明書が引き継がれてきた品物だよ……馬うま無なしで走る馬車だ」







　第十三章「落城」







　戦いは四日目を迎えていた。

　グレンダランの周囲を取り巻くエズオルの数は一いつ向こうに減らず、ケリンたちは、旧きゆう市街地の防ぼう壁へきで、襲おそい来るエズオルたちと死し闘とうを繰り広げていた。

　防壁の外側は、すでにエズオルの墓場と化し、街には屍し臭しゆうと硝しよう煙えんの匂においが満ちていた。

　この日の朝から、防衛部隊は戦闘方法を変えていた。

　話は、夕べの作戦会議にさかのぼる。

　警けい備び隊たいの建物の中にある本部で行われた会議で、Ｄデイー・Ｄデイーが、エズオルの攻撃パターンを分析していた。

　Ｄ・Ｄは机の上に広げられた地図の旧市街の防壁ラインに、小さな動物のぬいぐるみを三つほど置いて言った。

「昨日までの三日間の戦いで、わかったことがあります。それは、エズオルの習性です。エズオルは、多いものは百頭、少ないものは十数頭の群れ単位で行動しており、まず最初に攻撃を仕掛けてくるのはその中にいる若いオスの集団です。こいつらは人間と同じくらいの身体からだの持ち主で、小型ですが数が多い。そして、この若いオスの集団が倒されると、少し年上の成せい獣じゆうとなったエズオルたちが次に攻撃を仕掛けて来ます」

　そう言うと、Ｄ・Ｄは最初に置いた小さなぬいぐるみをどかして、一回り大きなリスのぬいぐるみを一個置いた。

「こいつらは体長二メルテほどの大型の連れん中ちゆうですが数はそう多くはありません」

　Ｄ・Ｄはさらに一回り大きなテディベアのぬいぐるみを防壁に置いて言った。

「そして最後に最も身体の大きな、いわゆるボスとその周辺が登場します。こいつらは、体長三メルテから四メルテ近いヤツもおり、銃じゆう撃げきを浴びせても急所に命めい中ちゆうしない限り一発ではまず倒せません。そして、一つの群れのオスたちのほとんどが全ぜん滅めつすると、群れの後方で待機していたメスの集団は、そのままバラバラになって他の群れに吸収されて行きます。このとき、それまでグレンダランに興味を示していなかったり、積極的に攻撃するような様よう子すを見せなかった群れに変化がおきます。全滅した群れのメスを吸収した群れのオスは、間違いなく攻撃的になり、さっき倒されたオスのところにやってきて、そのオスたちの魂たましいが乗り移ったかのように攻撃を仕掛けてくるのです。そしてまた次の群れが先ほどと同じ攻撃パターンを繰り返すというわけです」

　Ｄ・Ｄの説明を聞いていたタラモアが、怪け訝げんな顔をして聞いた。

「一つの群れを全ぜん滅めつさせたにもかかわらず、次の群れが襲おそってくる理由は何なのだろう？　エズオルには知性がある。当とう然ぜん学習だってするはずだ。仲間が倒されるのを見れば、その相手を避けようとするのが普通ではないかと思うのだが」

　そのとき、市し民みん防衛隊の代表の一人の老人が手を上げて言った。

「スタンピード期に入ったエズオルは、通常期のエズオルとはおそらく行動パターンが違うのですよ」

　人々の視線を浴びたその老人は、慌あわてて頭を下げた。

「あ、申し遅れましたが、私はこのグレンダランで教師をやっておりますアベラワーと申すものです。エズオルの習性について、いささか文ぶん献けんを集めておりまして、その知識でお手伝いできんものかと思ってこちらにまいった次し第だいです」

　タラモアは合がつ点てんがいった、という風にうなずいたあとでそのアベラワーと名乗った老人に聞いた。

「行動パターンが違うとは、どういうことなのですかな？」

　アベラワーは、生徒に講義するような口く調ちようでゆっくりと答えた。

「スタンピードに入ったエズオルは、何よりも群れの中のヒエラルキーを優先します。スタンピードは、数が増えて過か当とう競争下かに置かれたエズオル同士の暴ぼう発はつのようなものでして、まず群れの中で最も強い者を定め、そしてその強いリーダーに率ひきいられた群れ同士が争い、強い群れが生き残ってゆくという弱じやく肉にく強きよう食しよくのシステムの中にすべてが組み込まれてゆくわけです。おそらくエズオルにとって、我々は戦って倒すべき敵の群れなのです。ですから一つの群れを滅ほろぼされたのを見た他の群れは、次々に我々に挑ちよう戦せんしてくるのだと思います」

「そうか、戦って勝つがゆえに戦いが続くというわけなのだな」

　そう言って腕を組んだタラモアの顔を見て、Ｄデイー・Ｄデイーもまた肩をすくめて言った。

「かといって負けるわけにはいきませんしね」

　そのＤ・Ｄの腕をつんつん、と突ついてケリンが小声で聞いた。

「意味がよくわかんねえけど、それってアレか？　エズオルは俺たちをライバルだと思ってるってことか？」

「まあ、そうだな。簡単に言ってしまえばその通りだ」

　ケリンは難しそうな顔になって言った。

「確かに俺たち銃じゆう士し隊たいはこのあたりの群れじゃあ一番強いし、ハンキーのヤツ、肉にく弾だん戦せんになると無敵だからなあ……そのせいなのか」

「俺たちは群れかよ……」

　Ｄ・Ｄが、あきれたように答えると、会議室に笑いが満ちた。

　その笑いを聞きながらＤ・Ｄは、今、さらりとタラモアが言った言葉の意味を考えていた。

　……そうだ、この戦いが続くというのはそういうことだ。目の前にいるエズオルすべてを倒さない限り、この戦いは終わらないのかもしれない。

　もしかしたらこの戦いは持じ久きゆう戦せんになるのかもしれないな。

　そのとき、Ｄデイー・Ｄデイーは横にいるケリンがいつになく真剣な顔つきで考え込んでいるのに気が付いた。

「おい、ケリン。何を考え込んでいるんだ？」

　ケリンはＤ・Ｄがエズオルの戦い方を説明するときに使ったぬいぐるみを見ながら言った。

「エズオルは群れの中にある順位ごとに下したっ端ぱから攻めてくるよな、最初は若い身体からだの小さなオスどもがわらわらと来て、次に身体のでっかいの、んでもってボス。銃じゆう士し隊たいも最初に押し寄せるザコを撃うつだけでチャンバーを一個から二個使い切ってしまうだろ？　でもよ、本当の相手はボスどもなんだから、それまで銃の弾だん薬やくを節せつ約やくしておいた方がいいと思うんだ」

　タラモアが顔を上げた。

「ケリン隊長、それはどういうことかな？　もう一度詳しく説明してくれないか？」

　ケリンは立ち上がって、さっきＤ・Ｄが説明に使った小さなエズオルのぬいぐるみを取り上げて、それを防ぼう壁へきの向こう側に並べた。

「だからまあ、こういうことだ。最初に襲おそってくるエズオルどもはザコで、身体の大きさも人間並みだ。まあ力は強いけどそれでもボスに比べれば、たいしたこたあない。だからこういったザコどもに、銃士隊や猟りよう銃じゆう隊たいが当たることはねえと思うんだよな……」

　ケリンは地図にある防壁の内側に置かれていた小さな人形を前に出した。

「ザコには近きん接せつ戦闘員を当てて、とりあえず防壁を越えられないようにしのぐ。俺たち銃士隊は待機していて、危険になったときだけ対応する。なんか楽らくしてるみたいに思われるけど、ここで弾薬を浪費することはない。そしてザコが倒されて中堅の連れん中ちゆうが出てきたら、猟銃隊と弓ゆみ部隊が相手をする。このとき、俺たち銃士隊はその後ろにいるボスどもの周辺にいる連中を遠距離から狙そ撃げきするんだ」

　そう言ってからケリンは顔を上げてアベラワーを見た。

「先生！　ちょっと聞きたいけど、さっき先生はスタンピードが始まったエズオルは、群れの中でも順位を争うって言ったよね。だとしたら、群れの中にいるボスやその周りにいる連中を倒したら、その群れは、群れの中で混乱しねえかな？　ボスってのは一頭だけどナンバーツーとかナンバースリーって位置にいるのは何頭もいると思うんだ、そいつらが自分の座やボスの座を争ってケンカになるとか……」

　アベラワーは少し考え込んだあとで、うなずいた。

「それは……充分考かんがえられる行動です」

　タラモアが低い声で言った。

「そうか、ザコではなく、まずボスやその周辺の連中を倒せば、その群れの階かい級きゆうはその時点で崩ほう壊かいし、新たなボスが決まるまで、その群れは脅きよう威いではなくなるというわけか……その迎げい撃げき方法は効果的かもしれんな……しかし、ケリン殿は、よくそういったことが思いつきますな」

　ケリンは頭を掻かいて照れたように言った。

「実を言うとこれは、グループでケンカするときの方法なんだ。正面から大おお人にん数ずう同士でガチンコで当たればこっちの怪け我が人にんだって馬鹿にならねえから手っ取り早く終わらせたいだろ？　そんなときに狙うのはボスじゃない。ボスなんてのは担かつがれてる飾りみたいなものだ、その担いでいる連れん中ちゆうをバラバラにしたきゃ飾りじゃなくて、足並みを揃そろえるために音頭おんど取ってるナンバーツーとかナンバースリーあたりの連中を叩たたくのが一番効果的なんだ……」

　そしてケリンは自じ嘲ちよう的な笑いを浮かべて言った。

「ま、要ようするに不良少年のグループ抗争ってのは、エズオルの群れのケンカとあんまり変わんないってことだな」

　タラモアはにやっと笑って言った。

「いやいや、そうだったのか。この方法がうまくいったら、我々はケリン隊長が不良少年だったことに感謝すべきかもしれんな」

　会議室が再び笑いに包まれた。




　こうして、四日目からの戦いは、大きく迎げい撃げき方法が変わった。

　ケリンたちはこの作戦を「頂ちよう上じよう作戦」と呼び、群れのボスと、その周辺にいるエズオルを重点的に狙うのだということを防衛隊の面めん々めんに周しゆう知ち徹てつ底ていさせたが、それは要するに斧おのや槍やりで戦う近接の仕事が増えたということでもあった。

　銃じゆう士し隊たいや、猟りよう銃じゆう隊たい、弓ゆみ部隊などに比べ、斧や槍で迎げい撃げきに当たる直接戦せん闘とう員いんの疲労はかなりのものになる。

　防衛する人間には限りがある。何時間にも渡って戦い続けることはできない。

　Ｄデイー・Ｄデイーは、銃士たちと弓部隊などの遠距離攻こう撃げき部隊を二つの班に、槍や斧で戦う近きん接せつ戦闘部隊を三つの班に分けて、ローテーションを組み、エズオルと戦うこととした。

　そして、戦い始めてすぐにこの「頂上作戦」が実に効果的であることが判明した。

　最初に襲おそってくる若いエズオルの群れだけを何とかしのぎ、その次に来る中ちゆう堅けんや中ボス、そしてその向こうにいるボスとその周辺のエズオルを狙そ撃げきすると、その時点でそこにいたエズオルどもは互いに争ったり、戦闘意い欲よくを失って下がっていく。

　しかし、そこでまた群れの順位が決まれば襲しゆう撃げきは始まるのだが、一回の襲撃から次の襲撃までの間に、時間的余よ裕ゆうが生じるようになったのが大きかった。

　この間に銃士隊は銃を水みず桶おけに漬けて冷やし、弓部隊は毒どく矢やを補ほ給きゆうできる。

　特に連れん発ぱつ銃じゆうの欠点である過か熱ねつによる動どう作さ不良が避けられることによるメリットは計り知れないものがあった。

　信号兵へいのラッパの音が聞こえた。

　この日、何回目かの群れの襲しゆう撃げきを撃げき退たいしたのだ。

　防ぼう壁へき全体を見回していたＤデイー・Ｄデイーが、ほっとした顔で叫んだ。

「打ち方やめ！　銃じゆう士し隊たいは銃の冷却！　火薬運びパウダーモンキーはチャンバーの補ほ給きゆうだ！」

　近きん接せつ戦闘員が、交代のために防壁に登ってくるのを見ながら、ハンキーが言った。

「今度の戦闘方法は、俺たちだけが楽らくをしてるみたいで、悪いような気がしやすね」

　Ｄ・Ｄは首を振った。

「俺たちだけが戦ったって、勝てやしないさ。この戦いは総力戦だ、少しでも生き延びるために誰もが戦わなくちゃならない。それは自分のためであり、他人のためでもある。街の人たちもそれに気づいて変わったみたいだしな」

　ハンキーはうなずいた。

「夜中に街に帰ると、街の人がみんな寄って来て話しかけてきやす……信じられやせん……俺たちはゴロツキで、街の嫌われ者だったんですぜ」

　そのとき、ケリンの声が飛んだ。

「ようし！　近接戦闘員の諸君ご苦労！　後ろに水みす桶おけが用意してあるからそれでエズオルの返り血を落としてくれ！　そのままで街に戻ると怪け我が人にんと間違われて野や戦せん病院に放り込まれるぞ！　あそこの看護師は美人ぞろいだけど仮け病びようには厳しいって話だぜ」

　近接戦闘員の男たちの間に小さな笑いが広がった。

　男たちの顔にはどす黒く疲労の色が染み付いていたが、ケリンの言葉を聞いて笑った彼らの目には光があった。

　ハンキーはにやっと笑った。

「変わったんじゃねえんですよ、Ｄ・Ｄの旦だん那な。俺たちも街の人間も変えられちまったんです、あのガキ大将にね」




　交代した近接戦闘員や銃士隊の隊員は、防壁の後ろにある旧きゆう市街地の細い路ろ地じに座り込んだ。

　あるものは泥のように正体を失ってねむりこけ、あるものは焦点を失ったままの目で、ただ自分の足元だけを見ていた。

　彼らは、今いる場所で短い休憩を取ったあとで、防壁のすぐ内側で待機する。そして、時間がくると、槍やりや斧おのを手にして防壁に登り、再び襲おそいくるエズオルと戦うのだ。

　そういった疲れきった戦闘員のところに、何人もの女の人が走りよって声を掛け始めた。

　手に手にバスケットを持ち、その中にあるパンや飲み物を配ってゆく。

　この女の人たちは、補給担たん当とう員だった。

　旧市街地にある食堂や民みん家かにはこういった女性たちが何人も働いていた。

　彼女たちは、彼らが自分たちの運命を握っていることを知っていた。

　防ぼう壁へきの上からその光景を見ていたケリンに、一人のおばさんが気づいた。

　そのおばさんは、見張り用の鐘しよう楼ろうの下まで来ると、上で警けい戒かいしているケリンに声をかけた。

「隊長さん！　お腹なか減っているんじゃないの？」

　ケリンは笑いながら答えた。

「よくわかったなあ、腹はらの虫が鳴いた音がそこまで聞こえたのかい？」

　おばさんは、ケラケラと笑うと、バスケットの中からパンの包みを取り出しながら言った。

「あんたぐらいの歳としの若い者は、いつでも腹を減らしているってのが相そう場ばだよ、これあげる、ここに置いとくからね！」

　ケリンは首を振った。

「そんなとこ置いておいたら誰かに食われちまう！　ここまで投げてくれよ！」

　おばさんは目を丸くした。

「え？　私に投げろって言うのかい？」

　ケリンはうなずいた。

「大丈夫！　若い頃を思い出して、思いっきり投げなよ！　若い頃はきっと美人で男どもを騒がせていたんだろ！」

　おばさんは照れたような顔になった。

「いやだねえ、なんてこと言うんだい！」

「ああ、悪かった、今でも若くて美人だ！　だからここまで届くって！」

　おばさんは、あたりを見回して、みんなが笑っているのを見ると、ほっとしたような顔になって、手に持ったパンの包みを、構えて思いっきり投げ上げた。

　その包みはくるくる回りながら放ほう物ぶつ線せんを描いて飛んだが、あと少しというところで失速した。

　……だめだ！

　誰もがそう思ったとき、ケリンが持っていた長ちよう銃じゆうをぶんと振って、銃を差し出し、銃じゆう床しようで落ちてきたパンの包みをもう一度そのまま空中に跳ね上げた。

　パンの包みはくるくると回って飛び上がり、見事にケリンの手の中にすぽんと納まった。

　そのケリンの銃さばきを見ていた人々から拍手が湧わく中で、ケリンはパンの包みを持ち上げると、おばさんに白い歯を見せて笑いかけた。

「ありがとう！　大事に食うよ！」

　補ほ給きゆう部隊の女の人たちの顔にも、下で座り込んでいる戦闘員たちの顔にも笑顔が浮かんでいた。

　その光景を見ていたＤデイー・Ｄデイーはハンキーの顔を見てうなずいた。

「間違いないね、あんたの言うとおりだ。あいつは人を変えちまう……」

　その場に座り込んだケリンがパンの包みを開けて中に入っていたサンドイッチを食い始めるのを見たＤデイー・Ｄデイーはハンキーの元を離れて、ゆっくりとケリンに近づいた。

「どうだ？　美う味まいか？」

　ケリンはサンドイッチを頬ほお張ばりながら答えた。

「トリサーの作ってくれたコンビーフサンドがまた食いたいな」

　Ｄ・Ｄは笑いながら答えた。

「この戦いに勝ち抜けば、また食うことができるさ、それよりどう思う？」

「何が？」

「エズオルの数は減ったと思うか？」

　ケリンは首から下げてあった双そう眼がん鏡きようを外してＤ・Ｄに差し出した。

「なんとも言えねえな。新市街地の中にいるエズオルは見えるが、外壁の外には何頭ぐらいのエズオルがいるのかわからねえ。気が付くとあとからあとからあの外壁を越えて入って来やがるんだ……」

　Ｄ・Ｄは、双眼鏡から目を外し、真ま面じ目めな顔をしてケリンに聞いた。

「なあ、ケリン。俺たちはこの四日で何頭ぐらいのエズオルを倒したと思う？」

　ケリンはサンドイッチを口に入れたまま答えた。

「二万はくだらないだろう……弾だん丸がんの消費量から考えてもそれくらいだと思う……」

　そのとき、右手の方で銃声が聞こえた。

　銃じゆう士し隊たいの射しや撃げきが始まったのだ。

　梯子はしごから見ると、西の防ぼう壁へきの向こうにいくつものエズオルの頭がうごめいているのが見えた。

　Ｄ・Ｄが忌いま々いましげに言った。

「昨日の夕方、防壁の外に取り付けてあったスパイクが外れた場所か！　エズオルも馬鹿じゃない。壊れたところや、こっちが手て薄うすの場所を狙って襲おそって来やがる」

　サンドイッチの最後のかけらを口に放り込んだケリンが、ぽつんと言った。

「Ｄ・Ｄ、お前、王おう国こく府ふから援えん軍ぐんが来ると思うか？」

　ぎくっとしたような顔でケリンを見たＤ・Ｄと目を合わせずにケリンは言葉を続けた。

「今はまだいい、でも弾だん薬やくには限りがある。食い物だってそうだ。タラモア隊長はこの籠ろう城じようを一週間と考えてる。でも一週間で終わるとは思えねえな……」

　Ｄ・Ｄは静かに言った。

「でも、それを俺たちが言うわけにはいかない……」

　サンドイッチの包み紙をくしゃくしゃと丸めながらケリンは立ち上がった。

「当然だ、援軍が来る。それを俺たちは信じなくちゃならねえ。俺たちが戦う姿を見て街の人たちが希望を持ってくれるなら、俺たちは戦い続けなくちゃならねえ……弾たまが一発も無くなって銃じゆう剣けんでエズオルとわたり合うときがきても、俺たちは戦うんだ。俺たちは生きるために戦っている！　たとえこの旧きゆう市街地を失って、あの最終防衛ラインの中に立て籠こもっても、俺たちは戦い続け生き続けるという意い地じを街の人に見せ続けなくちゃならねえ……」

　そして、ケリンはＤデイー・Ｄデイーの顔を見て言葉を続けた。

「ケンカってのは意地だ。意地が無くなったとき、ケンカってのは負ける。このケンカには負けるわけにゃあいかねえ。負けりゃあ何一つ残んねえんだ」

　そして、ケリンは振り向くと信号手しゆに向かって叫んだ。

「戦闘開始だ！　西の防ぼう壁へきに応援に行くぞ！」

　信号手がラッパを吹き鳴らすと、南の防壁の戦闘員たちが持ち場に就つき始めた。

　西の防壁の上では、乗り越えようとするエズオルと、それに槍やりや斧おので立ち向かう戦闘員との熾し烈れつな戦いが始まった。

　防壁の上には、怒ど号ごうと悲鳴が交差した。

　防壁の上に組まれた幅二メルテほどの足場の上はエズオルと人間の血で瞬またたく間に赤く染まっていった。

　やがて、何頭かが防壁を乗り越え始めた。

　近くにいた男が慌あわてて斧を振りかぶったがそれより早くエズオルが鋭い爪がついた手を、ぶん、と振った。

　爪はそのまま斧を振りかぶった男の頬ほおに刺さり、そのままその男の顔の半分をそぎ取った。

　顔を半分持もっていかれた男は、そのまま悲鳴すら上げずに防壁の外に落ちた。

「やられた！　乗り越えられたぞ！」

　悲鳴を聞いたケリンは、長ちよう銃じゆうを抱え、防壁の上を走った。

　戦闘員を一人殺したそのエズオルは、勝ち誇ったように吠ほえた。

　……本当に勝ち誇っているのかもしれないな。

　ケリンは、一瞬そんなことを考えながらそのエズオルの眉み間けんに照しよう準じゆんを合わせて銃の引き金を引いた。

　パッカーン！

　銃声と共にそのエズオルはぐわっとのけぞって倒れた。

「やった！」

　歓声を上げる戦闘員に向かってケリンは叫んだ。

「こいつを倒すと、かならず次のがやってくるぞ！　気を抜くな！」

　旧市街地の防壁の戦いは、常に迎げい撃げき側が優勢に戦闘を進め、そして、四日目が終わった。

　そして五日目。

　この日も、迎撃側に分のある戦いが続いていた。

　銃じゆう士したちの顔にも、近きん接せつ戦闘員の顔にも、昨日とは違った自信のようなものが浮かんでいた。

　人々は、希望を持ち始めた。

　このまま行けば……私たちは、助かるかもしれない。

　誰も口には出さないが、行きかう人々の顔色を見るだけで、その想いが人々の間に広がっているのがわかった。

　そして、日の出から五時間が経過した。

　旧きゆう市街地の防ぼう壁へきは、古い三メルテほどの石いし垣がきの上に材木を組んで増ぞう築ちくしたものだった。

　城じよう壁へきの脇にある家などを取り壊し、その材木を利用して、わずか二日で組み立てられたその防壁と足あし場ばの中には、度たび重かさなる戦闘の中で組み合わせた部分に緩みを生じた部分がいくつかあった。

　本来ならば、そういった部分はすぐに補ほ修しゆうされるはずだったが、近きん接せつ戦闘を繰り返す戦闘員はそれを報告する余よ裕ゆうがなくなっていた。

　その兆ちよう候こうはこの日の朝方からあった。

　西の方にある防壁の一箇所の足場が、ひどく揺れるようになっていたのだ。

　時刻は午後一時を過ぎた頃。

　それは突とつ然ぜん起った。

　旧市街地の西の防壁の上を戦闘員が走ったとき。

　ぎぎぎぎぃいいいい！

　材木がきしむ音と共に防壁が揺れた。

　そして。

　旧市街を守っていた防壁の一部が、轟ごう音おんと共に崩れ落ちた。

　そこは、自分ひとりくらい手を抜いてもわかりゃしない、と決めてかかった職人が足場を組んだ場所だった。

　彼が手を抜いた材木の緩みと隙すき間まは、少しずつ広がり、そしてついに耐え切れずに崩ほう壊かいしたのだ。

　防壁で戦っていた全員が、その光景を見て、白はく昼ちゆう夢むを見ているような顔つきのまま一瞬凍こおりついた。

　次の瞬間。人々の行動は全く違う二つのパターンに分かれた。

　逃げる人間と。

　立ち向かう人間と。

「エズオルが入ってくる！　手すきの人間は集まれ！」

　ケリンはそう叫ぶと、崩れた防壁に向かって走った。

　何頭ものエズオルが壊れた防壁のところから石垣を乗り越えて入ってくるのを見たケリンはその場に立ち止まると、素早く銃を構えて撃うった。

　先頭のエズオルがのけぞって倒れた。

　しかし、そのときケリンは、崩れた防壁の左右で戦っていた戦闘員たちが、足場を飛び降りて逃げ始めるのを見た。

　そして、その姿は瞬またたく間に伝でん染せんした。

　恐怖に目を見開いた戦闘員たちは、槍やりや斧おのを投げ捨てると、そのままエズオルに背を向けて走り出した。

「逃げるな！　逃げたら終わりだぞ！」

　ケリンの叫びは、逃げ惑まどう人々の中に飲み込まれた。

　旧きゆう市街地の細い路ろ地じを、恐怖を顔に貼はり付けた男たちが叫びながら走り始めた。

「もうだめだ！　逃げろ！　エズオルがくるぞ！」

　表おもてが騒がしいのに気が付いたタラモアが顔を上げたのと、部下が飛び込んでくるのは同時だった。

「防ぼう壁へきが崩れました！　市街地にエズオルが侵入しております！」

「なんだと！」

　本部のドアを開けて外に飛び出したタラモアが見たものは、パニックに陥った何百人という人々の群れだった。

　旧市街地には、多くの人々が住んでいた。

　もしもの場合に備えて、避ひ難なん計画は定めてあったが、パニックの前にその計画はすべて水すい泡ほうに帰した。

　大声で叫ぶ男。

　わめきながらよろよろと逃げる女。

　親とはぐれ、泣き叫ぶ子供。

　家か財ざい道具を積んだ荷車で塞ふさがれた路ろ地じに響ひびく怒ど号ごう。

　旧市街地は収しゆう拾しゆうがつかない混乱の中に飲み込まれつつあった。

　防壁の上から飛び降りて、その逃げる人々のところに走っていこうとした戦闘員の腕をつかんでケリンが怒ど鳴なった。

「馬鹿野や郎ろう！　逃げるな！」

「終わりだ！　もう終わりなんだ！」

　その男は泣きわめくような口く調ちようで。そう叫ぶと、ケリンの腕を振り払って逃げてゆく人々の群れに加わった。

　逃げ惑う人の波を見たケリンの脳のう裏りに、さっきＤデイー・Ｄデイーに言った自分の言葉が浮かんだ。

『俺たちが戦う姿を見て街の人が希望を持ってくれるなら……』

　……そうだ！

　ケリンは、指し揮き所しよに走って戻ると、そこにいた信号手しゆに向かって叫んだ。

「ラッパを吹け！　集しゆう合ごう信号だ！」

「わかりました！」

　信号手しゆが腰に下げてあったラッパを口に当て、ラッパを吹き始めると、人の波の中で右う往おう左さ往おうしていた何人かの銃じゆう手しゆたちが振り返るのが見えた。

　ケリンは、銃手たちに向かって叫んだ。

「中央通りに防衛ラインを敷く！　住民が避ひ難なんする時間を稼ぐんだ！」

　ケリンの脇に来ていたＤデイー・Ｄデイーが叫んだ。

「エズオルだ！」

　振り向くと、崩ほう壊かいした防ぼう壁へきの部分から、エズオルが次々に侵入し始めていた。

「くそ、食い止めるのは無理か！」

「無理だ、見ろ」

　Ｄ・Ｄは、防壁を指差した。

　戦闘員が逃げ去った防壁の、あちらこちらから、エズオルたちが姿を見せ始めていた。

　ケリンは集合した銃じゆう士し隊たいに向かって叫んだ。

「ようし！　俺たちはここで踏みとどまって最後まで戦うぞ！　気張れ！」

　ハンキー以下の隊員は、声を揃そろえて叫んだ。

「わかりやした！　隊長！」

　ケリンたち百人は、屋や敷しき町に向かって逃げてゆく人々を守るために、最終防衛ラインの門に続くメインストリートの坂道の下で、三方向に向けて方ほう陣じんを組み、侵入を開始したエズオルたちに向かって銃を撃うち始めた。

　Ｄ・Ｄが叫んだ。

「弾だん薬やくの残りが少ない！　よく狙って撃て！」

　逃げる人の列は続いていた。

　銃士たちは、その人々の後ろに迫るエズオルを狙そ撃げきしまくった。しかし、旧きゆう市街地の防壁を乗り越えて侵入してきたエズオルが市街地の中に入り込み始めると、市街地のあちこちから人々の悲鳴が聞こえてきた。

「まだ残っている人間がいるんだ！」

　ケリンの声を聞いたＤ・Ｄは、険しい目つきで旧市街地の街並みを見て言った。

「無理だ、入り込んだエズオルの数はハンパじゃない……逃げ遅れた人間は、かわいそうだが見捨てるしかないな」

「でもよ……」

　Ｄ・Ｄはケリンを見ていった。

「お前がそういうのは大だい嫌きらいだというのは知っているが、副ふく官かんとして俺はこう言うのが仕事だ。俺たちはこのグレンダラン全体を守らなけりゃならない。文字通り俺たちが最後の砦とりでだ。ここを動くわけにはいかない」

　そのとき、旧市街地の奥の方から明らかに女の人と子供のものと思われる悲鳴が聞こえた。

「母親だ！　子供もいるみたいだぞ！」

　ケリンは目の前にあったチャンバーの入った布ぬの袋ぶくろをひったくるようにつかむと、隊員たちに向かって叫んだ。

「アボット！　プラット！　俺と来い！」

　ハンキーが怒ど鳴なった。

「隊長！　俺も連れて行ってくだせえ！」

「ダメだ！　お前は残ってＤデイー・Ｄデイーを手伝え！　お前らはここで最後まで抵抗して避ひ難なんする時間を稼ぐんだ！」

　走り出そうとしたケリンの前に両手を広げたＤ・Ｄが立ち塞ふさがった。

「行かせねえぞ！　行ったらお前も死ぬ！」

　Ｄ・Ｄは今にも泣きそうな目でケリンをにらみつけていた。
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　ケリンはＤ・Ｄの顔を正面から見た。

　二人の視線が合った。

　ケリンは笑った。

　白い歯を見せて、ケリンは笑った。

「お前の言いたいことはわかってる！　隊長としての責任も、兵士としての責任も全部わかってる！　でも俺は行くぜ……見殺しにはできねえ！　それもまた銃じゆう士し隊たいの責任だ！」

　Ｄデイー・Ｄデイーの目が揺れた。

「ケリン……」

　両手を広げたＤ・Ｄの脇をすり抜けるようにして前に出たケリンは、Ｄ・Ｄに背中を向けたまま言った。

「悪りぃ……あとは頼んだ！」

　走り出したケリンの方を振り向きもせずにＤ・Ｄはわめいた。

「ちくしょう！　頼まれてなんかやらねえぞ！　生きて帰って来い！」




　長ちよう銃じゆうを背負ったケリンたち三人は旧きゆう市街地の中に走り込んだ。

　路ろ地じのあちこちに散乱している避ひ難なん民みんが投げ捨てた荷物を避けながらケリンは悲鳴が聞こえた方向に向かった。

　悲鳴は旧市街地の西の真ん中にあるロータリーの方から聞こえた。

　五本の道が集まるそのロータリーは、石いし畳だたみの敷かれたちょっとした広場になっており、広場の真ん中には、小さな石造りの噴ふん水すいが設けられ、夏の盛りには旧市街に住む子供たちが水遊びをする光景がよく見られる場所であった。

　ケリンたちがそのロータリーに飛び込むと、その広場に人の姿は無く、そこには打ち捨てられた荷物だけが転がっていた。

　プラットが叫んだ。

「あそこ！　家の二階のバルコニーだ！」

　そこには逃げ遅れたのだろう、若い母親と、そして三歳さいくらいの女の子が立っていた。

　そしてそのバルコニーの柱を三頭のエズオルがよじ登っている。

　プラットとアボット、そしてケリンの三人はその場で長銃を構えた。

　ケリンが言った。

「俺は一番下！」

　プラットが答えた。

「じゃあ俺は真ん中！」

　アボットが言った。

「一番上、了りよう解かい！」

　そして三人の長銃は同時に火を噴ふいた。

　バルコニーをよじ登って、今にも母親につかみかかろうとしていたエズオルが、その場でのけぞって倒れ、そしてそのエズオルに続いていた他の二頭も、転がり落ちた。

　恐怖に目を見開いていた母親に向かってケリンが叫んだ。

「今行く！　下に下りて来い！」

　母親は首を振った。

「家の中に入ってきてるんです！　それでここに逃げたんです！」

　ケリンは小さく舌した打うちをすると、長ちよう銃じゆうを抱え込んだ。

「家に突入する！　援えん護ごを頼む、プラットは俺と来い！　アボットは家の前で退たい路ろの確保だ！」

「了りよう解かい！」

　ケリンとプラットはそのまま家に飛び込んだ。

　家の中はめちゃくちゃに荒らされ、奥の厨ちゆう房ぼうあたりで何かが動き回る物音がする。

　ケリンは長銃を腰に構えたまま厨房に向かって走った。

　厨房の中には、成せい獣じゆうのエズオルが二頭、食糧貯ちよ蔵ぞう庫こらしい場所の扉を開けて、中をあさっていた。

　ケリンはそのエズオルの後頭部に照しよう準じゆんを合わせて一発撃うった。

　パッカーン！

　銃声と共にそいつはのけぞり、奥にいたもう一頭が振り向くのが見えた。

　パッカーン！

　ケリンの脇にいたプラットの長銃が火を噴ふき、そいつはそのまま後ろに吹っ飛んだ。

「よし、二階に行くぞ！」

　二人はそのまま二階に昇る階段を駆け上がった。

　バルコニーにつながる部屋の入り口のドアを開けようとしたケリンは、右手の部屋の中で何かが動く気配を感じて振り返った。

　目の前にエズオルがいた。

　銃を構える暇ひまもなかった。そのエズオルはいきなり右手でケリンの長銃をつかんで引いた。

　ものすごい力だった。

　ケリンはその力に逆らうことなく銃を突き出すようにして一歩踏ふみ込んだ。

　エズオルの顔が間近に迫り、生なま臭ぐさい獣けものの息がケリンに吹きかかる。

　エズオルはくわっと口を開けて噛かみ付こうとしたが、そのとき、ケリンは銃をつかんでいるエズオルの右腕の力が抜けていることに気が付いていた。

　ケリンは銃を立てて、エズオルの背後に飛び込み、そのまま銃を振った。

　逆さか手てになったエズオルの手から銃が外れたそのとき。

　パッカーン！

　プラットが発はつ砲ぽうした。

　ケリンの身体からだが離れるのを待っていたのだ。

　エズオルは、ケリンにもたれるように倒れ込み、ケリンを下した敷じきにした。

「隊長！　大丈夫ですか！」

　エズオルの下敷きになったケリンはうなずいた。

「ああ。ありがとう、助かった。こいつをどかすのを手伝ってくれ！」

　やっとのことでエズオルの死体の下から這はい出したケリンは、急いでバルコニーにつながる部屋に飛び込んだ。

　ケリンたちの姿を見た母親と女の子は、泣きながらケリンに飛びついてきた。

「ああ、ありがとうございます！　この子とはぐれ、探しているうちに逃げ遅れてしまって、気が付いたら家の中にエズオルが……」

　そのとき、家の下の方で銃声が響ひびいた。

　ケリンは、言葉を続けようとする母親に向かって言った。

「今、下で仲間がエズオルを抑えている、早く！」

　慌あわててうなずく母親と、泣いている女の子をつれて一階に降りてきたケリンに向かって、玄関で長ちよう銃じゆうを構えていたアボットが叫んだ。

「来やした！　ものすごい数です！」

　見ると、目の前にある広場に何十頭というエズオルがあふれていた。

「くそ！　とりあえず逃げるぞ！」

　玄関からケリンたちが飛び出してくるのを見たエズオルどもが、ケリンのあとを追った。

　ケリンは振り向いて銃を連発した。

「先に行け！　ここは抑える！」

「でも隊長！」

「いいから行け！　その母親と子供を早くつれて行け！」

　ケリンが叫んだそのとき、広場に耳みみ慣なれない銃声が連続して響ひびき渡った。

　その銃の発射間かん隔かくは、異い様ように早かった。

　パッカーン！　パッカーン！　ではなく。

　パカン！　パカン！　パカン！　というリズムなのだ。

　そして、その異様に早い銃声と共に、ケリンの目の前に迫っていたエズオルどもがバタバタと倒れ始めた。

　……あれは、俺たちが持っている銃じゃない、違う銃だ。

　そして、ケリンは気が付いた。

　……この広場に面したところに確かミントが銃の修理をやっていたギルビーって人の工こう房ぼうがあるはずだ！

　ケリンは振り向いた。

　ギルビーの工房の玄関の奥から銃声と共に発はつ射しや炎えんがきらめき、そして、その炎ほのおの奥には見慣れた作業服がちらりと見えた。

　だん！　とその場で足踏みをして、ケリンは怒ど鳴なった。

「あの馬鹿！　逃げてねえのかよ！　お前ら！　早く逃げろ！　俺はミントをつれてくる！」

　プラットとアボットは目を見開いて叫んだ。

「お供しやす！　隊長だけをほっておけません！」

「手伝わせて下さい！」

　ケリンは怒ど鳴なった。

「馬鹿野や郎ろう！　お前らはその人たちをつれて行くんだ！　これは俺の仕事なんだ！」

　そしてケリンはにやっと笑った。

「お前らをつれてったら公こう私し混こん同どうだぜ！」

　プラットとアボットは、しばらくケリンを見つめていたが、やがて覚かく悟ごを決めたようにうなずいた。

「わかりやした、俺たちは戻ります！」

「おう、Ｄデイー・Ｄデイーに言っといてくれ、あとは頼んだぞって念を押してたってよ」

　そう言い残すとケリンは、プラットたちと別れ、通りに面した店の軒のき先さきに沿って走り始めた。

　広場に面したギルビーの工こう房ぼうにたどり着いたケリンは、開いたままになっているギルビーの工房の玄関から室内に飛び込んだ。

　ケリンの目の前には、巨大な銃の銃口があった。

「きゃあ！」

「うわ！　撃うつな！　俺だ！」

　三さん脚きやくのようなものの上に載った太い銃身を持ったその銃の後ろに、目を丸くしたミントの顔があった。

「あ、ああ、なんだケリンか、びっくりした」

「びっくりしたのはこっちだ！　それよりお前こんなところで何をやってんだ！　なんで逃げなかったんだ！」

　ミントは目の前にある大型の銃を指差した。

「この試し作さく銃じゆうを持って行こうとしたんだけど……重すぎて……過か熱ねつ防止のために銃身の周りに水が入ってるから……」

「水だと？」

　ミントはうなずいた。

「うん、あのときのシチューの容器にヒントをもらったの！　これなら過熱して銃身とチャンバーが焼きつくことはないと思うの……」

　そこまで言ったとき、ミントの顔が恐怖でひきつった。

　ケリンが振り向くと、工房の玄関先さきに一頭のエズオルがいた。

　ケリンは、背中に背負っていた長ちよう銃じゆうを構えようとしたが、それよりも早くミントが目の前にある水すい冷れい銃じゆうの引き金を引いた。

　パカン！

　銃声と共に、玄関先のエズオルがのけぞって倒れた。

　そのあまりの早はや業わざにケリンは驚いた。

「今、どうやって撃うったんだ？」

　ミントは、水すい冷れい銃じゆうを指差した。

「これはハンマーを起さずにそのまま引き金を引くだけで撃うてるの！」

「なんだって？」

　ミントの言葉を聞いたケリンは、水冷銃に飛びついた。

　言われたとおりに引き金に指をかけて力を入れると、少し重いが、確かに引き金を引くだけでハンマーが起き上がり始めた。

　視線を銃口の先に延ばすと、玄関の向こうに別のエズオルがやってくるのが見えた。

　ケリンは照しよう準じゆんをそのエズオルに合わせると、引き金に力を入れた。

　ハンマーが一気に起き上がって、そして落ちた。

　パカン！

　銃声と共に、炎ほのおと硝しよう煙えんが立ち込め、銃口の先にいたエズオルが倒れた。

「すげえ！　これならいちいちハンマーを起こさないでいいだけ早く撃てる！」

　……それに水冷だから、過か熱ねつを気にしないで撃つことができるんだ！　こいつは……究極の連れん発ぱつ銃じゆうだ！

「こいつを持って、屋や敷しき町まで下がろう！」

　顔を上げたケリンが、ミントにそう言ったとき、ミントは目を見開いたまま黙って横の窓をを指差した。

　ケリンがその方向を見ると、窓の外に広がる噴ふん水すい広場には何百というエズオルの群れがうごめいていた。

　エズオルの本隊が、ついに城じよう壁へきを乗り越えたのだ。

　……だめだ、もう間に合わない。このまま外に出れば、あいつらに食われる。

　俺がひきつけている間にミントを逃がす……それしかない。

　ケリンは横にいたミントに聞いた。

「弾たまはどれくらい残ってる？」

「チャンバーが……五十本ぐらい！」

　ケリンはうなずいた。

「よし！　お前は裏口から逃げろ！　俺はこいつでやつらを引きつける！　その間に逃げるんだ！」

　ケリンの言葉を聞いたミントは目を見開くと、取り乱したようにケリンの腕をつかんだ。

「やだ！　私も、ここに残る！」

「何を馬鹿なこと言ってるんだよ！　お前は何が何でも生き残って、この連れん発ぱつ銃じゆうをもっと使えるように改良するんだ！　それがお前の仕事だろうが！」

　ミントは首を振って叫んだ。

「やだ！　私、もう一人ぼっちになりたくないんだ！　もう無理だ！　逃げる前に捕まって食べられちゃうに決まってる！」

　ケリンは左手を伸ばしてミントの髪の毛をくしゃくしゃと掻かき回した。

「食わせやしねえよ、安心しろ！　エズオルに食わせるぐらいなら俺が食ってやる！　でもお前はまだ食べごろじゃねえからまだ生かしておいてやる！　さあ逃げろ！」

　ケリンの手の下でミントはぽろぽろと涙を流しながら首を振った。

「私、一人で死ぬのも嫌だ！　一人で生きていくのも嫌だ！」

　ケリンは窓の外を見た。

　エズオルの数は、増え続けていた。

　……ここまでか。

　ケリンは大きく息を吸って、吐いた。

「わかった、じゃあ一緒にいろ、俺と……」

　ミントは泣きながらうなずいた。

「うん！」

　ケリンは工こう房ぼうの玄関にかんぬきをかけると、三さん脚きやくに載った水すい冷れい銃じゆうを引きずって窓に向けた。

「こっちの方が射しや界かいが広く取れるからな……おい、ミント、チャンバーここまで持って来い！」

「うん、わかった！」

　ミントは涙を拭ぬぐうと、工房の奥に積んであったチャンバーを抱えて持って来て、銃の左脇に積み上げ始めた。

「私はここでチャンバーを差し込むわ！　ケリンは撃うつことだけに集中して！」

「わかった、給きゆう弾だん頼んだぞ！」

　ケリンは、そう言うと、窓の外にいるエズオルに向けて水冷銃の引き金を引いた。

　パカン！　パカン！　パカン！

　新型銃は、今までの連発銃とは比べ物にならない発はつ射しや速度で炎ほのおと煙とそして弾だん丸がんを吐き出し始めた。

　広場に集まっていたエズオルどもが、ばたばたと倒れていく。

　ケリンは内ない心しんで舌を巻いた。

　……すげえ威い力りよくだ。それに三脚でがっちり支えられているから、撃つ方は全然疲つかれないし、ハンマーを起こすために親指を動かす必要も無い。

　こいつが二十丁ちよう、いや十丁あれば、この戦いは勝てたかもしれない！

　チャンバーの弾だん丸がんを撃うち尽くすのと同時に、横にいたミントが次々にチャンバーを差し込んでいく。

　新型銃は過か熱ねつすることもなく弾丸を吐き出し続けた。

　しかし、撃っても撃ってもエズオルたちはやってきた。

　工こう房ぼうの前にある小さな広場には、エズオルの死し骸がいが山になっていたが、その山を乗り越えてエズオルたちはやってきた。

　そして、持っていたチャンバーを差し込んだミントが叫んだ。

「これで最後よ！」

　ケリンはうなずいた。

「よし屋根裏でもどこでもいい、逃げ込め！　内側からしっかり戸と締じまりするんだ！　俺はここで最後まで食い止める！」

　ミントは再びケリンの腕をつかむと泣きながら言った。

「だったら、一緒に来て！　ここに残るなんて言わないで！」

　ケリンはミントを見た。

　思い詰め、涙を一いつ杯ぱいにためた目でミントはケリンを見返した。

　ふと、ケリンは昔のことを思い出した。

　……ガキの頃、よくこうやって女の子に泣かれたっけ。

　俺は、女の子に泣かれるのが一番の苦にが手てだったんだよな。

　ケリンはうなずいた。

「わかった、一緒に行こう！」




　逃げ遅れた母と子を収しゆう容ようし、プラットとアボットから話を聞いたＤデイー・Ｄデイーは、方ほう陣じんを組んで、防衛に当たる銃じゆう士し隊たいと共に、目の前に迫るエズオルの大群を見ながら、ミントの連れん発ぱつ銃じゆうの銃声が響ひびくのを聞いていた。

　あの馬鹿……。

　やがて、その連発銃の銃声がぱたりとやんだ。

　Ｄ・Ｄは絶望的な目で、銃声が途と絶だえた方角を見た。

　……ケリン。

　死ぬんじゃねえぞ！




　ミントの後ろから工房の屋根裏に上がる梯子はしごを昇りながら、ケリンは内側から施せ錠じようしクギづけにしておいた玄関ドアと窓がエズオルどもに叩たたき割られる音を聞いた。

　梯子のてっぺんに登ったミントが、不安げな顔で、その上にある屋根裏うら部屋に入る押し上げ扉に手を当てて押すと、押し上げ扉は埃ほこりのシャワーを降らせながら、ゆっくりと開いた。

「大丈夫！　入れるよ！」

「ようし！　早く入れ！」

「ちょっと待って……扉が重くて……」

「力ねえなあ、お前！」

　ケリンはそう言うと、下から押し上げて扉を開けようと、じたばたしているミントのお尻に両手を当て、ミントごと扉を押し上げた。

「きゃ！」

　屋根裏うら部屋に投げ込まれたミントの上げた小さな悲鳴を気にもせずに、ケリンは、そのまま屋根裏部屋の入り口の縁へりに手をかけて、屋根裏部屋の中に飛び込んだ。

　明かり取りの窓から外の光が差し込んでいるのだろう、屋根裏部屋は思ったより明るかった。

　使わなくなった旧きゆう式しきの工具や、紐ひもで縛しばられた古い書類などが、白い埃ほこりをかぶって乱雑に積み上げられている中に、同じように白い埃まみれになって、半分べそをかいたような顔をしたミントが、ぺたんと座っていた。

　ケリンが屋根裏部屋の入り口の扉を閉めようとしたとき、玄関ドアを破る音が止まった。

　そして、エズオルが室内に入ってくる気配がした。

　ケリンは、急いで扉を閉めると、ミントに向かって小声で言った。

「エズオルが入って来た！　動くな、じっとしてろ！」

　室内に入って来たエズオルは一頭や二頭ではないのだろう、いくつもの足音が、ケリンたちの足の下を歩き回り始めた。

　その気配がわかったのだろう、ミントが青ざめた顔のままケリンを見た。

　ケリンはそっとミントの脇に寄ると、小声で聞いた。

「この工房には、食い物があるのか？」

　ミントは、はっとしたような顔になって答えた。

「うん、厨ちゆう房ぼうに小麦粉とか干し肉とかが、少し……」

「その匂においを嗅かぎつけたんだな……エズオルは鼻がいいから」

　ミントが不安そうに聞いた。

「私たちの匂いも嗅ぎつけるかな……」

「わかんねえな、ただ、この工房は油の匂いが強いから、ひょっとしたら助かるかもしれない……」

　そう言ってケリンはミントの頭に鼻をつけて匂いを嗅いだ。

「そう言えばお前……いい匂いがするな」

　その言葉を聞いたミントは体が熱くなるのを感じた。

「変なこと言わないでよ……こんなところで！」

「いや、ホントのことだぞ。知らなかったな……女め神がみ様って、こんな匂いがするんだな」

　ミントは悲しそうな声でつぶやいた。

「私、女め神がみ様なんかじゃない……その逆だ」

　ケリンはちょっと驚いたように聞いた。

「逆って……どういう意味だ？」

「私は……生き物を殺すための道具を作ってる……神様なんかじゃない……悪あく魔まなんだ」

　ケリンはミントの髪の毛をくしゃくしゃと掻かき回して怒ったように言った。

「ふざけんな！　お前は神様だ！」

「だって……」

「お前の銃はこのグレンダランの街に住んでる人間……女も男も大人おとなも子供も、生きてる人間全部に未来をもたらすかもしれないんだ！　人間に希望と未来を与えることができるのは神様だけだ！　いいから胸を張れ胸を……お前のは、あんまり大きくないけど胸は胸だ」

　ケリンの言葉に、嘘うそも下した心ごころも無かった。

　ミントにはそれがわかった。

　下を向いたミントが、ぽろぽろと涙をこぼすのを見たケリンは慌あわてたように言った。

「あ、悪かった」

　泣きながらミントは首を振った。

「違う……私……嬉うれしいんだ……きっと誰かにそう言ってもらいたかったんだ……」

　ケリンは目を見開いた。

「え？　貧ひん乳にゆうだってことをか？」

　ミントはもう一度首を振った。

「違う！　私が悪魔じゃないってこと！」

「あ、ああ、そうか、俺はてっきり……」

　ケリンがそこまで言ったとき、屋内に侵入してきたエズオルどもが、屋根裏うら部屋の真下の部屋の中に入って来た気配がした。

　ミントとケリンは、息を潜ひそめて身を寄せた。

　お互いの息遣づかいとそして鼓こ動どうの音まで聞こえるような気がした。

　ミントは、自分の腕の上に重なっているケリンの腕から伝わってくるぬくもりが、ゆっくりと体の中に染み込んでくるような気がした。

　エズオルの足音は、一頭や二頭ではなかった。

　何頭ものエズオルが家の中を歩き回り、戸棚や、物入れをひっくり返す音が響ひびいていた。

　その物音を聞きながら、ミントは思った。

　　……エズオルは頭がいい。

　人間が食糧を隠かくしたり、いろんなところに隠れていることを知っているんだ。

　ここが見つかったら……どうしよう……。

　ミントは、思わず生なま唾つばを飲み込んだ。

　その音に気がついたのだろう、ケリンが、ミントの手を握ってきた。

　ミントは、一瞬どきっとしたが、すぐにその手を握り返した。

　……大丈夫、心配するな。

　ケリンの手はそう言っていたからだ。




「第二分隊、弾たまがありやせん！　今のチャンバーを撃うち尽くしたら終わりです！」

「第三分隊も同じです！」

　最終防衛ラインの手前で方ほう陣じんを敷いていた銃じゆう士し隊たいから、次々に弾切れを告げる声を聞きながら、Ｄデイー・Ｄデイーはついに決断した。

「よし！　一番隊はこの場で支えろ！　二番隊は最終防衛ラインに下がれ、そこで一番隊の撤てつ収しゆうを支援するんだ！」

　ハンキーが目を見開いた。

「でもＤデイー・Ｄデイーの旦だん那な！　ケリン隊長が……」

　Ｄ・Ｄは首を振った。

「仕方ない、俺たちは俺たちの仕事をするんだ！」

　ハンキーは何かを言いたそうに口を開いたが、すぐにその口を閉じ、そして何かを決意するようにうなずいた。

　Ｄ・Ｄは叫んだ。

「撤収！　最終防衛ラインに下がるぞ！」




　旧きゆう市街のあちこちから火の手が上がっていた。

　避ひ難なんするときに、火の始し末まつをし忘れた家にエズオルが入り込み、中の家具や道具を掻かき回したのだろう。

　高台になっている最終防衛ラインの上で、その光景を見下ろしていたタラモアがつぶやいた。

「備び蓄ちく食糧は、あと二日……弾だん薬やくは尽き、残るは弓ゆみ矢やと斧おののみ……か」

　最終防衛ラインの防ぼう壁へきの内側は、旧市街地から逃げ込んだ人々で足の踏み場も無い混雑ぶりだった。

　すでに逃げ込んでいた新市街地の住民たちの上にさらに数百人が押し寄せたのだ。

　面積から言えばグレンダランの総面積の一割ほどしかない広さの場所に、グレンダランのすべての人間が詰め込まれているのだ。

　命からがら逃げてきた人々が、不安げに座り込む中に、撤収してきた銃士隊がやって来た。

　座り込む場所も無い中に、大きな荷物をいくつも置いて、その脇に座り込んでいる商人らしい男に向かって、Ｄデイー・Ｄデイーが頭を下げた。

「誠に申し訳ない、少し場所を開けてくれないか？　兵士たちを休ませたいんだ」

　その商人らしい男はちらっと顔を上げると、不満げにそっぽを向いた。

「役立たずを休ませる場所なんかねえよ」

　言葉を失ったＤ・Ｄに向かってその商人は憎にく々にくしげに付け足した。

「お前らは俺の払った税金で食っていたんだろうが、休むなんて盗ぬす人つと猛たけ々だけしい。休むヒマがあったらさっさとエズオルを退たい治じして来やがれ！　お前らは俺たちを守るために死ぬのが仕事だ！」

　そのとき、その商人の目の前に空からのチャンバーが差し出された。

　それを持っているのは、八歳さいくらいの男の子をつれた母親だった。

「なんだこりゃ？」

　怪け訝げんな顔をする商人に向かって、その母親はゆっくりと言った。

「それが、あなたの払った税金分です……お返しします」

「何のことだ？」

　八歳くらいの男の子は叫んだ。

「銃じゆう士し隊たいのひとたちは、みんな戦っていたじゃないか！　おれの父ちゃんのかたきをとってくれるために命がけで戦ってくれたじゃないか！」

　母親は涙をためた目で商人をにらみつけて言った。

「あなたが、税金を払っていたことを理由にするのなら、その税金分を私がお返しします。お受け取り下さい、そうすればあなたは税金を払ったのだから死ね、などと言うことはできないはずです！」

　商人は気け色しきばんだ。

「てめえ！　このアマ、黙ってれば……」

　母親の後ろから、がっちりとした体格の男たちがやってきた。

　それは、製鉄工場の作業員たちだった。

　作業員たちは、商人の後ろにある荷物をつかむと、ひょいと持ち上げた。

「あ、おい！　てめえ！　なにをしやがる！」

　作業員はこともなげに答えた。

「邪じや魔まだから、捨てるんだ」

　商人は目を見開いた。

「ふざけるな！　なんの権けん限げんがあってそんなことができるんだ！」

　作業員はちらっと商人を見て言った。

「俺はお前と違って恥はじを知っている」

　そして、荷物を担かつぎ上げると、それを持って歩き出した。

「あ、おい！　てめえ！　ただじゃすまねえぞ！」

　荷物を担かついだ作業員は、くるりと振り返って真ま顔がおで聞いた。

「いくらくれるんだ？」

　商人が絶ぜつ句くするのと同時に、避ひ難なん民みんの間から笑いとヤジが飛んだ。

「そいつも持っていって塀の向こうに捨てろよ！　俺が手て間ま賃ちん払ってやるぜ！」

「恥はじ知らずに、この街にいて欲しくはねえからな！」

　母親につれられた男の子は、銃じゆう士し隊たいの隊員を見上げていたが、やがて、一人の隊員の顔を見つけて走り寄った。

　それは、プラットだった。

　男の子はプラットの顔を見上げて叫んだ。

「おじさん！　とうちゃんのかたき、とってくれたのか！」

　プラットは、その場にしゃがみ込んで、男の子と視線を合わせて微笑ほほえむと。男の子の頭をなでて言った。

「お前の作った弾たまは、ちゃんと命めい中ちゆうしたぞ、そしてやっつけた……でっかいエズオルだ、きっと群れのボスだ。お前のおかげだ……ありがとう」

　男の子の目に涙が浮いた。

「とうちゃんの……かたきか？」

　プラットはうなずいた。

「そうだ、きっとかたきだ。お前の父ちゃんを殺したヤツだ！　お前は父ちゃんのかたきを取ったんだ！」

　男の子は下を向いて、静かに泣き出した。

　そのとき、見張り台にいた警備隊ガーデイアンの隊員の声が飛んだ。

「来たぞ！　持ち場に就つけ！」

　ハンキーが叫んだ。

「銃士隊！　持ち場に就け！　着ちやつ剣けんだ！」

　プラットは立ち上がって、泣いている男の子に笑いかけた。

「じゃあ、おじさんは、行くからな、いいか……お前も男の子なら母さんを守れ！」

　男の子は、ぐい、と右の袖そでで涙を拭ぬぐうとうなずいた。

　防ぼう壁へきに向かって走り出した銃士隊を見て、避難民の中にいる男たちがゆっくりと立ち上がり、彼らに続いた。




　最後の戦いが始まった。

　それは一発の銃声も聞こえない静かな戦いだった。

　聞こえるのは、肉を切る音と、骨が折れる音と。

　そして、人間とエズオルの断だん末まつ魔まの叫び声だけだった。

　防ぼう壁へきの上と下には、エズオルと人間の死体が折り重なり、そこから流れ出した血が、小さな川のようになっていく筋も流れ落ちていた。

　エズオルに食いちぎられたのだろう、右腕をひじの先から失った若い男が、屋や敷しき町にある大だい聖せい堂どうに運び込まれて来た。

　野や戦せん病院として使われているこの大聖堂には何百人という負傷者が横たわり、うめき声を上げていた。

　血で染まった包ほう帯たいを巻かれた負傷者の間を、白いエプロンをつけた十数人の看護師たちが歩いて傷の様よう子すを見ている。

　彼女たちの中に本来の看護師は二、三人しかいない。ほとんどが避ひ難なん民みんの中にいた志願者たちだった。

　彼女たちは、自分の夫や父親が戦っているときに、ただ逃げてるわけにはいかないとして、看護師に志願したのだ。

　医師が、縫ほう合ごうの道具と、簡単な消しよう毒どく薬やくを持って、腕を食いちぎられた男の元に駆け寄ってその腕の断面を見た。

　……動脈結けつ束そくして止し血けつし、残った皮ひ膚ふと切断された筋きん肉にく組織の壊え死しを食い止めなくては。

　医師は顔を上げてあたりを見回した。

　看護師たちは誰も忙しそうにしているが、その中に、負傷者の包帯を取り替え終わった若い看護師を見つけた。

「そこの君！　手が空あいているなら、この男を押さえていてくれ！」

「はい、わかりました！」

　そう言ってやってきたその若い看護師は、目の前に横たわる若い男を見て目を見開いた。

「ノイリー！」

　医師も目を見開いた。

「知り合いかね？」

　看護師は血の気を失った顔でうなずいた。

「婚約……しています……」

「そうか……彼を助けたければ、しっかり押さえていろ、もはや麻ま酔すい薬やくも尽きた。この手術は麻酔無なしでやらねばならん。暴れて手が滑れば終わりだぞ」

　看護師は真剣な目でうなずくと、その場にしゃがみ込んで、男の上半身に覆おおいかぶさるように押さえつけた。

　男が薄うす目めを開け、自分の身体からだの上にいる女の子を見て言った。

「シャルル……ごめん……僕は役立たずだ。君を守ることも抱き締めることもできない……」

　身体を押さえつけていたシャルルと呼ばれた看護師は涙をぽろぽろとこぼしながら言った。

「馬鹿！　何であやまるのよ！　あんたは充分戦たたかったじゃないか！　たとえ左手だけだって、私を抱き締めることはできるわ！　私はあんたが生きているだけでいいいんだ！」

　医師が腕の止し血けつ包ほう帯たいを緩めながら言った。

「さあ、押さえろ！　メスを入れるぞ！」

「うぐ！」

　押し殺した悲鳴と共に男の身体からだが大きくびくんとのけぞった。

「動くな！　馬鹿！　動いちゃダメ！」

　シャルルは泣きながらノイリーを押さえつけた。

　ノイリーは、自分の胸に、いくつもの温かなものが落ちてくるのを感じながら歯を食いしばった。

　想像を絶する痛みの中でノイリーはただ一つのことだけを考えていた。

　……生きてやる。

　たとえ左手だけになっても、俺は生き延びて、シャルルを守ってみせる。

　そのとき、大だい聖せい堂どうのドアを開けて誰かが叫んだ。

　それは、タラモアだった。

　エズオルの爪による傷なのだろう、肩と頭から血を流したタラモアは、大声で叫んだ。

「手が足りない！　動けるものは立て！　戦えるものは来い！　最後まで戦って女おんな子供を守れ！」

　包帯を巻いた男たちがよろよろと立ち上がり、一歩一歩踏ふみしめるように出口に向かって歩き出すのを見たシャルルは、思わず目をそらした。

　泣きたかった。

　声を上げて子供のように泣きたかった。

　泣いて助けを求めたかった。

　押さえつけていたノイリーが何かを言った。

「え？　なに？　なんて言ったの？」

　シャルルは顔を近づけてその言葉を聞いた。

　ノイリーはこう言っていた。

「僕も……行かなきゃ……行って戦わなきゃ……シャルルを守らなきゃ……」

　シャルルはノイリーの顔を抱き締めて、泣きながらつぶやいた。

「もう……いいよ……もう、充分だよ……」




　防ぼう壁へきの上では死し闘とうが続いていた。

　銃じゆう士し隊たいはひたすらエズオルを銃じゆう剣けんで突き刺し、撃げき退たいし続けたが、エズオルはその傷をものともせずに防壁をよじ登ってきた。

　銃じゆう剣けんでは無理だと判断したＤデイー・Ｄデイーは、銃じゆう士し隊たいに斧おのと槍やりを使うように指示した。

　そして、最終防ぼう壁へきでの戦いが始まって数時間が経過した。

　銃士隊の半数以上が負傷し、何人かは防壁の上で倒れたまま動かなくなっていた。
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　両手に持った斧を振るいながらハンキーが目の前で槍を構えているＤ・Ｄに言った。

「Ｄ・Ｄの旦だん那なには酷こくな仕事ですぜ、下がって下せえ」

　Ｄ・Ｄは震え声で答えた。

「そうはいかない……俺は頼まれたんだ！」

「頼まれてなんかやらねえ！　ってタンカ切ったのはどなたでしたっけ」

　目の前の防壁をつかんだエズオルの指に槍を突き立ててＤ・Ｄは叫んだ。

「うるせえ！」

　頭を出したエズオルの脳のう天てんに斧を振り下ろしながらハンキーが言った。

「いいもんですな、友達ってのは」

　血と、絶ぜつ叫きようと、咆ほう哮こうの中でＤ・Ｄは太陽を見上げた。

　日は高く日没は遠かった。

　……まだだ。まだ戦いは続くんだ。

　Ｄ・Ｄが視線を旧きゆう市街に落としたとき、Ｄ・Ｄの視界の中で何かが動いた。

　……あれは……何だ？

　それは、人間だった。

　旧きゆう市街の屋根の上に走る水路を支える足場の上に、二人の人間が立っていた。

　その足元には何頭ものエズオルが迫っている。

　Ｄデイー・Ｄデイーの見ている前で、一人の人間が手に持った何かを振って、足場をよじ登ってくるエズオルを叩たたき落した。

　その、流れるような身体からだの動きを見ただけで、Ｄ・Ｄには、それが誰なのかわかった。

　……生きて……いやがった。

　あの馬鹿は……生きていやがったんだ！

　Ｄ・Ｄは叫んだ。

「俺は生き延びてやる！　何が何でも生き延びてやる！　だから……いいか！　お前も意い地じを見せろ！」




　水路の足場をよじ登ってきたエズオルを長ちよう銃じゆうの銃じゆう床しようで叩き落したケリンは、背中にかばっていたミントに向かって叫んだ。

「もっと登って！　水路に出るんだ！」

　ミントは頭の上にある水路を見上げた。

　それは、グレンダランの旧市街地の中央を通る石積みの中央水路から分ぶん岐きする木製の大きな樋といだった。

　水路は、水車を回すエネルギーを得るために、地上から約十メルテの高さに造られている。その水路から分岐した水を流す樋を支えているのは材木で組まれた足場であり、今、ケリンとミントは、その足場の一番上に上がっていた。

　この足場から、さらに上にある水路に登るための梯子はしごは無く、樋の外側に点てん検けん用の足がかりがいくつか突き出しているだけだった。

　二人が立つ足場が、時おり大きく揺れていた。

　重い水路を支えている足場は、一ひと抱かかえもあるような角材で組まれており、本来なら人ひと一人がしがみついたくらいではびくともしない。しかし、今、この足場の基き部ぶには十数頭のエズオルが群がり、足場の上にいるケリンとミントに向かって吠ほえかけ、足場を揺すっていたのだ。

　大きく揺れる足場の材木につかまったミントは、絶望的な目でケリンを見て、小さく首を振った。

「無理よ！　もう登れない！」

　ケリンは、何かを言おうとしたが、ミントの手足が細かく震えているのを見て、その言葉を飲み込んだ。

　……大揺れに揺れる足場をよじ登るってのは、女の子には無理か。

　屋根裏うら部屋に隠かくれたのが見つかって、屋根に逃げて、そのままここまで何とか逃げてきたけど……どうやらここが終点らしいな。

　仕方ねえ！　ここで最後までエズオルどもをぶん殴なぐりまくるとするか！

　ケリンは、足場を組んでいる材木の上で足を広げると、長ちよう銃じゆうのスリングを腕に巻きつけて、下からよじ登ってきた次のエズオルの側そく頭とう部に向けて、ゴルフクラブをフルスイングするように長銃の銃じゆう床しようを思い切り振り下ろした。

　ごかん！

　足場のてっぺんに頭を出したエズオルは、声も上げずに落ちていった。

「十二頭目！　さあ次だ！」

　そう叫んで、再び長銃を振り上げたケリンの背中を見ていたミントの目から、涙が流れ落ちた。

　戦い続けるケリンに、何一つ手助けできない自分の無力さが、悲しくて、悔しかった。

　ミントは泣きながら顔の前で両手の指を組んだ。

　指が白くなるほど握り締めて、ミントは祈った。

　神に、亡き父に母に、そしてこの世のすべてのものに向かってミントは祈った。

　助けて欲しかった。

　誰でもいいから助けて欲しかった。




　……自分ではなく。

　ケリンを。




　そのとき。

　両目を閉じたまま、祈り続けていたミントは、遠くで何かラッパの音を聞いたような気がして目を開けた。

　目の前にいるケリンが振り返った。

　ケリンの目も同じように見開かれていた。

　二人は見つめあったまま無言で待ち続けた。

　そして。

　再びラッパの音が遠くで聞こえた。

　ケリンは小さくうなずいた。

　大きなラッパの音が響ひびき渡った。

　それは、旧きゆう市街地に立て籠こもる銃じゆう士し隊たいの吹き鳴らすラッパの音だった。







　第十四章「終焉」







　大陸鉄てつ路ろを走る大きな箱型の車の中で、グレンダランの銃じゆう士し隊たいが吹き鳴らしたラッパの音を聞いた金きん髪ぱつの女性指し揮き官かんの顔がほころんだ。

「グレンダランは、無ぶ事じ生き残っておるようだな」

　横にいた金髪の青年士し官かんが、うなずいた。

「あの街の銃士隊を率ひきいるのは、ケリン・ミルダモンであります。あの喧けん嘩か上手じようずがやられるわけがありません」

　女性指揮官は、ちょっと意外そうな顔をして、その青年士官を見上げた。

「カルタ。お前は確かあのケリン・ミルダモンとは、敵てき味方だったのではないか？」

　カルタはうなずいた。

「ええ、私の言う敵味方、とは『敵と味方』という意味ではありません。敵であるのと同時に味方であるという意味であります……アニゼット様」

　アニゼットと呼ばれた女性指揮官は、カルタの言葉を聞いて小さくうなずいた。

「それは、要ようするに好こう敵てき手しゆというやつだな……」

「はい、ここで彼を見捨てれば、わたくしが私し怨えんで彼を見捨てたというそしりを受けるでしょう。わたくしはセックの誇りにかけてそのようなことを許すわけにはいかないと思ったまでです」

　アニゼットは微笑ほほえんだ。

「セックの誇りか……それこそが本物の誇りであることを知っている人間は残念なことに少ないがな……」

　カルタはアニゼットを正面から見つめて言った。

「それはアニゼット様にも言えることです、姫の協力が無ければここまで来ることはできませんでした」

「なに、臣しん民みんを見捨てたものは、紋もん章しように王家の印しるしを戴いただくことはできんと思っただけのことだ……」

　そして、自分が乗っている車の内部を見回してアニゼットは言葉を付け足した。

「それにしても、こんなものを良く見つけてきたものだな……馬なしで動く車か……」

　その車は、屋根の上にある長い煙突から黒い煙を、そして車輪の周りから白い蒸気を吐き出しながら鉄道馬車の線路の上をゆっくりと進んでいた。

　カルタはうなずいた。

「グレンダランを見捨てずに済んだのは、装そう甲こう馬車連れん隊たいの倉庫の奥にあった、この蒸じよう気き車しやのおかげです。機械は馬と違い疲れを知りません。燃料と水があれば動き続けます」

「確かにそうだが……よくもまあ百年前の大だい粛しゆく清せいを生き残ったものだ……」

　窓の外を流れてゆく煙を見てカルタは答えた。

「鉄道馬車連れん隊たいの中で、取り扱い説明書と共に極ごく秘ひのまま代だい々だい申し送りされていたそうであります。おそらく、禁きん忌きに触れた品物として破壊するのに忍びなかったのだと思います……鉄道を愛するものの情熱というものの為なせる業わざかもしれません」

　アニゼットは微笑ほほえんだ。

「百年前のマニアのおかげというわけか」

　カルタは小さく首を振った。

「いえ、ソバーヌ様が復ふつ権けんし、大たい老ろうの位くらいに就ついたことが、最も大きな理由だと思います」

　近この衛え師し団だんのラッパ手しゆが、再びラッパを吹いた。




　西せい域いき国こくにおけるエズオルのスタンピードはこのあと約一ヶ月に渡って続き、膨ぼう大だいな死傷者を出して終しゆう結けつした。

　南部州にある都市で、壊かい滅めつをまぬがれたのは、州しゆう都とグレンダランとタンカレーだけであった。

　復ふつ興こうの槌つち音おとの響ひびくグレンダランの総そう督とく府ふにある総督の執しつ務む室で、セレス総督が、ケリンに向かって満面の笑みを浮かべて言った。

「ケリン・ミルダモン殿！　グレンダランを救ったのはあなただ！　私はこの戦いの功こう績せきを称たたえ、街の中央広場にあなたをモデルにした銃じゆう士し隊たいの銅像を建てたいと思う！　ぜひ承しよう諾だくしてもらいたい！」

　ケリンは肩をすくめて首を振った。

「やめてくれよ！　そんなのは俺の趣味じゃないし、本当に功績があったのは俺じゃない、連れん発ぱつ銃じゆうを作ったミントだ。それによ、どうせ作るなら野や郎ろうの像より女の子の像の方が見ていて楽しいだろ？　だからさ、銃を持った女め神がみ像でも建てたらどうかな？」

　こうして、グレンダランの中央広場に銃を持った少女の像が建てられ、その台だい座ざには、この戦いで犠ぎ牲せいになった人々の名が刻まれ、語り継がれることとなった。

　ことのいきさつをケリンから聞いたＤデイー・Ｄデイーは、笑いながら言った。

「生きているうちに銅像を建ててもらうなんてことは、めったに無いことだぜ。建ててもらえば良かったのに」

　ケリンは笑いながら言った。

「銅像ってのはな、なぜ、ここにこの人の銅像があるのか？　と聞かれるより、なぜここにあの人の銅像が無いのか？　と聞かれる方がカッコいいに決まってるからさ」




　その頃、王おう都とデメララの王おう国こく府ふに新しく作られた摂せつ政しよう室の執しつ務む室では、ソバーヌが、興こう奮ふんに目を輝かせて連れん発ぱつ銃じゆうを見ていた。

　ソバーヌは、その連発銃のハンマーを起こした。

　カチリ、という鉄の音と共に、差し込まれたチャンバーが一発分右みぎにずれた。

「すばらしい、これは今までの銃の概がい念ねんを変えた大だい発明だ！」

　感かん嘆たんするようにつぶやいたソバーヌに、メリーダウンが答えた。

「その件につきまして、ギルドから告こく発はつ状と異い端たん審しん問もんの許可願いが出ておりますが……」

「告発状だと？　なんのことだ？」

「ギルドの断り無く新型の銃を生産したこと、及びギルドの財産であったワーカーを一体横おう領りようしたこと、量りよう産さん税ぜいを支払わないこと……などの理由です」

　ソバーヌは鼻を鳴らした。

「下らん！　ギルドこそ告発されてしかるべきだ！　あやつらは高い金を巻き上げておきながらここ百年惰だ眠みんを貪むさぼるだけだったのだぞ！」

　連発銃を持ち上げたソバーヌはメリーダウンに聞いた。

「この銃を作ったのは女だそうだな？」

「はい、ミント・ペパー・マージョラムと申す者です」

　ソバーヌは顔を紅こう潮ちようさせて言った。

「その者を王おう都とに呼べ！　王おう立りつ銃器研究所を作り、国を挙げてその者を支援する！　もうギルドにでかい顔はさせん！」

　そして同じ頃、王おう国こく府ふの軍ぐん務む局では、コルドン将軍が、執しつ務む室の壁にかけられたパレオ大陸の地図を見ていた。

　東西南北に区分けされた世界。

　北は凍てついた山々、そして南は人の侵入を拒こばむ森林地帯。

　唯ゆい一いつ人が住めるのはこの東と西に分けられた平原のみ。

　西せい域いき国こくは、このスタンピードで甚じん大だいな被害を受けた。しかし、川の向こうにある東とう域いきの沃よく地ちは、スタンピードの被害を受けることが無かった。

　再び南部州を復ふつ興こうさせるよりも、東域の沃地を手に入れればよいだけのことではないだろうか？

　あの銃があればそれは可能だ。

　わが国は、十倍の兵力を手に入れたに等しいのだ……。

　自分の心に浮かんだその考えを、コルドン将軍は必死に打ち消そうとした。

　しかし、その炎ほのおは消すことができなかった。

　一丁ちようの連れん発ぱつ銃じゆう。

　その銃は、コルドンの意識の中で、炎を上げて燃えていた。




　この世界が惑わく星せいドラングと呼ばれていたときから千年。

　今、連れん発ぱつ銃じゆうという一つのテクノロジーによって時間が動きだそうとしていた。





ＥＮＤ









　あとがき




　……と、いうわけで。

　いささかの引きを残しつつ前巻の「ガンズ・ハート　硝しよう煙えんの誇り」で始まったグレンダラン攻防戦のエピソードは、この「ガンズ・ハート２　硝煙の女め神がみ」で終わりました。しかし、ドラングを舞台にしたケリンとミント、そしてカルタたちの「銃と硝煙のお話」は、まだまだ続きます。




　実を言いますと、今回のお話に登場する箱型の弾だん倉そうを持つ雷管キヤツプ式連れん発ぱつ銃じゆうは、実在します。

　その弾倉の形から俗に「ハモニカライフル」と呼ばれており十九世紀の終わり頃。金属薬やつ莢きようが発明され広まるまでの短い間にアメリカやヨーロッパで生産されていたものです。

　人類の技術の歴史を紐ひも解とくと、その歴史は、まさしく進化そのものです。

　ドイツのミュンヘンにあるドイツ博物館の「自転車の発達」に関する展示は、その自転車の進化の歴史を目で見て理解できるような展示です。

　一番最初に作られた、動力なしの木の二輪車から始まって、やがて車しや軸じくにクランクペダルが付き、車体と車輪が金属製になり、チェーン駆く動どうになり、ブレーキが付き、ゴムタイヤを履はき、そして現代の自転車とほとんど変わらない形になるまで、長い年月をかけて進化してきたということが、一目でわかるようになっています。

　銃もまた、これと同じような進化の道をたどってきました。

　火ひ縄なわ銃じゆうから始まった銃の歴史は、雷管キヤツプという点てん火か方法が発明されて一気に進化をとげ、ついに発はつ射しや薬やくと弾だん丸がんを銃の後方から装そう填てんする、という技術に達し、それは連れん発ぱつ銃じゆうという概がい念ねんをもたらしました。

　この驚きよう異い的な技術進化をもたらしたのは「戦争」でした。

　次のお話は、この「戦争」を描くことになります。

　電でん撃げき文庫にしては、毛色の違いすぎるお話になりそうですが、どこまで書かせてもらえるか、書けるのか、まあ行けるところまで行ってみようかと思います。




　人間は、欲よく深ぶかで、傲ごう慢まんで、満足することを知りません。そしてそれがゆえに、常に今あるものに満足せず改良を加え、さらなる満足を得るために努力し続けてきました。

　もし、人間が欲を持たず、謙けん虚きよで、今あるものに満足するような生き物だったとしたら、人間は今でも樹上生活をする哺ほ乳にゆう類るいの一種類でしかなかったはずです。

　その方が良かったのかもしれませんが、人間は、その生き方を捨ててしまいました。もはや後あと戻もどりはできないのです。

　たとえ、それが戦争のための技術であろうとも、それは今あるものに満足しなかったその結果です。

　今あるものに妥だ協きようすることなく、より良いものを求めて努力することは、人間をさらなる高みへ押し上げることだと思うのです。




　近代における技術進化のなかで、ここ百年で最も進化が進んだものが二つあります。その一つは戦争の手段であり、そしてもう一つがコミュニケーションの手段でした。

　人間は片方の手に、誰かを倒すための武器を持ち、それと同時に、もう片方の手で必死に触れ合う相手を求めて手て探さぐりしている生き物なのかもしれません。







（その種のマニアに向けた追記）

　前巻「硝しよう煙えんの誇り」の著者近きん影えいに使った銃は「エンフィールド銃」今回の著者近影は「スプリングフィールド銃」（トラップドア）と呼ばれる銃です。





雑ざつ家か屋や「鷹たか見み商店」店主　鷹見一かず幸ゆき









鷹たか見み一かず幸ゆき

埼玉県北部に棲息する「雑家」という名前の物語製造業者だが、納期を守れないことが時々あるらしい。この「硝煙の女神」で、前巻から続いたグレンダラン攻防戦は一応の決着をみるが、ガンズ・ハートの世界の話はまだまだ続くらしい。（現在３巻目執筆中）
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青あお色いろ古こ都と

岐阜県生まれの信号機も無い田舎育ち。仕事ではドットを描いてます。良い天気の日は廊下でごろごろ昼寝をしたいなぁと思ったり。
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ガンズ・ハート２　硝しょう煙えんの女め神がみ
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